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加Ⅲ"岬…岬Ⅲ… 昭和 55～ 56年 度招へい、派遣及び集会援助一覧表村Ⅲ岬Ⅲmm“

(55 8以 降決定分 )

短期間招へい (56年 度 13件 )

ド
≡

一コ
番

申 請  者 枝招へt 者ヽ 的目 実施年月

81

2 0 0 1

京却大学

宇 尾 光 治

アメリカ ベ ル研究所

長谷川   晃

シェア磁場中の電磁的=し流と異常輸送

の研究
57/ 3

31

2 0 0 3

東北大学

日 宮 信 姓

イギリス ケングリウ大学

E L Kornttrg
猶の輸送とその調節 56/ 9

31

2 0 1 1

東京大学

田 丸 部 ニ

アメ リカ

カル フォルエア大学
e A Somorjd

□4PIt媒作用の最近の進歩 56/ 9

8 1

2 0 1 2

東京大学

山 川  民  夫

アメリカ カ レ‐ トアイン

シュタイン医 1ヽ大学
鈴 木  邦  彦

代排庄遺伝性変ヒカユの病ほ生化学に

関する研究
56/ 9

31

2 0 1 4

佐女大学

伊 E t 栄彦

スイス C 1 3 n N

F Rっ 忘baぬ

大型削生般ストリーマー チ ェン′`一

とその高エネルギー突欧への応用およ
び西エネルギーピーム分離法の研究

56/ 4

3 1

2 0 1 6

徳島大学

森 本 史 郎

アメリカ メ リーラント大学

C  P m o m p e r叫 ロ

唄石中アミ′酸の研究と生命の起源に

おける化学進化研究
57/ 3

3 !

2 0 1 9

京都大学

お 川   畏

アメリカ プ リンストィ末シ

」 L cas11
井凛形ンステム理齢 とその応用 56/ 9

31

2 0 2 0

京都大学

三 消    府

カナダ ト0 ン ト末幸

KT.お ust
金属における結晶粒界 56/ 5

81

2 0 2 2

名古屋大学

水谷  手 ― RF

アメ リカ カ ーネギー

メ 0 シ 六岸

T  B  M o s s● I s t i

多元合金スの状態図と語物性の研究―

日本における多元合金系の状態図研究
の調査を中心にして一

56/ 8

31

2 0 3 2

大阪大学

7A t  回  久

西 ドイツ ギーセ ン大学

H Vヽも1ln iと
生理活性物質の質量分析法による研究 56/10

3 1

2 0 3 3

馬エネルギー物
理学研究所
高 員 和 民

アメリカ ニ ューヨー

ク州ヽ立大学
岡 天 治谷

ヽ線結晶構造解折に関する計算機シス

テムの開発
56/ 4
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ド
号

一コ
審

中 君  者 縦四へい看 目 的 輸 4F●

31

2 0 3 4

京都大学

牧   二  郎

アメリカ フ ラントン痔

コじ Zee

サブクオーク模型とケージ理論、クオ

ークの閉じ込め
56/ 6

31

2 0 3 5

名古屋六学

早 川  幸  男

アメリカ カ ルフォル
ニア大学

Pも Ilichads
銀コ及び宇宮の赤夕懐 観測 56/ 9

長期間招へ1ヽ(56年 度 2件 )

ド
号

一ヨ
番

中 南  者 絞紹へい者 目 的 期   間

31

3001

九州大学

岩 永 貫 昭

アメリカ ワシントン痔

藤 川  和  雄

血液険臼―線溶系の分予機れに関する

研究

一
２

月

／

／

ヶ

3 1

3 0 0 5

京都大学

伊 勢 典 夫

中国 中 国科学院成部
角機化学研究所

孫  京   率
触MtL高 分子に関する研究

56/8～
57/7
1 ケ 年

短期間派遣 (55年 震 12件 ,56年 屋 15件 )

ド
号

一ヨ
番

紋 派 遣 言 目 的 渡 航  先 実施4Fg

8 0

4 2 6 2

増を学研究所

杉 山   勉
アメリカ醐物学会年会 ア メ   リ  カ 55/12

8 0

4 2 6 3

東京大学

小 宮 義 窮

賄 ,oPProacLs to ■ erve cd Eu口 10
di sorders ― B●sio Ed dPPlial
oぉ ↓ributims

オース トラ リア 56/ 1

3 0

4 2 6 4

大阪大学

小 川    均
第 5回 パターン露諏国際会議 ア メ   リ   カ 55/12

8 0

4 2 6 6

岩手大学

高 塚 芭 之

E Inしolnstとo口l C∞ごorenc●

徹棋チ呼"Sm町蜘ァ メ キ シ ヨ 56/ 1
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ド
≡

一コ
番

伎 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

8 0

4 2 7 4

筑渡大学

這     晴

コロイド粒子相互作用国際食議 ォ ース トラ リア 56/ 2

8 0

4 2 3 2

京都大学

国 伏 岩 夫
オホ,生 物国際会議 ィ ス ラ エ ル 56/ 3

3 0

4 2 3 3

長崎大学

小 池 正 彦
国際チアミン会議 ア メ   リ カ 56/ 3

8 0

4 2 3 4

東京大学

長 津 信 方

固体における励起状領と多 自共鳴非報型

光学過程国際会議

フ  ラ  ン  ス 56/ 3

8 0

4 2 8 5

関西大学

松 本    昭 艦鞘路縄罪Ⅲth ア  メ   リ   カ 50/ 3

8 0

4 2 8 7

東J伏 学

拙 谷 忠 姓

固体に於る価数ltB勁内燎に9gする国際会

観

ア メ   リ   カ 56/ 1

8 0

4 2 3 8

東京大学

一 九 師 夫

量子滋体に対する研究会

アメリカ物理学会総会

ア  メ   リ   カ 56/ 3

3 0

4 2 9 1

神戸大学

恋 谷 哲 造

Smooth m」 oolo  ●o str4otiい

艦岩辞意獄ドぜ:樹端 。y↓。S
ア  メ   リ   カ 56/ 3

3 1

4 0 0 6

国際喜官な大学

小 穴 孝 夫

ショウジョウ′`工筋肉住匁本変実の

す″ 2 ,す″θ解析

ア  メ   リ   カ 53/ 6

SI

4 0 1 3

名域大学

平 田 義 正
海産物に関するゴードン会議 ア  メ   リ  カ 56/ 6

3 1

4 0 1 4

筑波大学

住     斉
絶縁体中の欠陥国際会議 ツ 連 56/ 5

81

4 0 1 6

京都大学

と 藤 勝 彦
系粒子物理学と天体物理学との相互作用 ア  メ   リ   カ 56/ 5

31

4 0 1 3

東ゴ伏 学

上 国 正 康
絶縁体結晶の格子欠陥 ソ 連 56/ 5
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ド
号

一コ
香 紋 派 遣 者 目 的 渡 航 先 実施年月

31

4 0 2 1

肉壊大学

冨 田 研 ―

生体嵐分子の分子稲造、活性についての

招へい前演
中 国 56/ 5

8 1

4 0 2 2

分子科学研究所

田 中  処 ―郎
第 3回分子線に関する国際 シンポジ ウム フ  ラ   ン  ス ′

′

8】

4 0 3 0

九州大学

太和国 勝  久

∞ rdoo CmferoⅢ 。 。こ しho洵 blecul● I
ISsis oF tと o Controcti父 。 ■ ∝ ess

in ttHs●1。 coll s

ア  メ   リ  カ 56/ 61

31

4 0 3 2

東京大学

宮 本 四 郎
撒渚惜求撒 轡 T就鮮蕊
I t s  B a c t u P  C ∞o印↓sゴートン会議

ア メ   リ  カ 56/

3 1

4 0 3 4

名古屋大学

住 友    宏
第 27回 国際商分予シンポジウム フ ラ ン ス 56/ 61

31

4 0 3 5

東京大学

滑 水 忠 姓
第 5回 レーザー分光学国際会議 カ  ナ   ダ 56/ 6

8 1

4 0 3 7

大阪大学

山 口    兆
JIB捕化学に関するアメリカ架会他 ア メ   リ   カ

31

4 0 3 8

大阪大学

柳 回 政 雄
筋曇白質に関するゴートシヨンファレンス ア  メ   リ   カ 56/

81

4 0 4 6

東京大学

大 木 道 月U
配題解析国鳳会説他 ア  メ   リ   カ ′

′

81

4 0 4 9

大阪市立大学

笠 井 佐 夫
第 7回 国際 フラピンツカrラ ウム ア  メ   リ  カ

長期間派迫 (56年 度 6件 )

東北大学

セ 村 昭 夫
ゾウリムシ接合型物質の免浸化学的研究

ア  メ   リ   カ 56/9-

5 7 / 3
】 ケ 年



卜
う

一コ
番

複 派 遣 者 目 的 渡 航 先 期   間

31

5 0 1 5

信州大学

美谷鳥   実

Iden tic●l partide effects in biぃ
。■。■9 ellFHIFntatt P● TtiCI。  。こな 。dolo

■●●c tJoos

西  ド  イ  ツ

フィリクブス大学

5 6 / 9 ～

5 7 / 9
1 ケ 年

8 1

5 0 2 7

東京大学

虜児島 動  ―
低決元導体の電荷密度渡の構造的研究

フ ゥ ン ス

Ptlri s―S田大学

／２”″
卯

31

5 0 4 2

東京大学

川 島  祥  孝
DuttINDプ ロラエクトの予晴研究

ア  メ  リ  カ

ハ ワ イ 大 学

”
尊

月

／

／

ケ

５６

５７

＆

31

5 0 4 ?

東京大学

平 松 啓 一

Stdァ  ば T clよ  re●oPし。r For

mtigo

ア  メ   リ  カ
マサテューセツツ

酬 痔

一
　

年

／

／

ケ

５

５

１

81

5 0 3 3

東京大学

久 原 孝 凌
見友覚容の細胆とおよび分子論的機樋

ア メ  リ  カ

デ = ― ク大 学

5 6 / 9 ～
5 7 / 8
1 ケ 年

学術交流集会 (56年 度 5件 )

ド
号

一ヨ
吾

主は責任者 案 会  期 開 は  地

81

6 0 0 1

東京工業大学

京 宮 宣 行
水熱反応国際会謹

5 7
3 / 2 2  ～

3 / 2 6
横 浜  市

81

6 0 0 4

京都大学

高 村 仁 一
第 4回超急冷金属国際会議 一

３

５

３ 仙 台  市

81

6 0 0 9

大阪大学

垣 内 史 朗

カルンクムイォンと細抱機能 ”
７

京 都 市

81

6 0 1 0

名古屋大学

旭     正

値物生化学の新しい方向とその展望

一―陣素から細抱、個体ヘーー

9 / 1

9 / 3
名 古屋 市

31

6012

頬 痔

l t L 田宣 良

トレースキ ャラクタ リゼ ーションのため

の分光分析 化学に関 するシンポ ジウム

5 6
9 / 1 4  ～

9 / 1 5
大 阪  市

- 5 -



昭和 55年 度短期間招へい成果報告 却いいn則Ⅲl蜘い価

8 0

正招へい者

InI●ns joltrchヽ■止L tz【o

EtrePo●E Insしiし,te Fo■Tro●surani m

Elelncats mstF●山 2266, West ecmぃ ァ

目的 及び成 昇

マッケ階士は ,0月

7日 夜大阪空港にOJ者さ

れ 、同 日名大m貝 会館に

入 られ、 10月 27日 旺

日される迄 21日 間精力

的に汚勁 された。この問

H7士は乳々を始め、わが

国の核燃料の照お挙効に

-2011

甲 請 者  名 古屋大学  桐  原
受舞 旨任言 名古屋簿   桐  原

び逆蛍石形にlf‐ける拡散 」とマッケ憎士による「

核燃料物質における拡故過程とスウェリングの最

近の結果 」の討演を行 った。蛍石形に核燃ド1物質

のThQ、 UO PH物 が屈し、逆蛍石形にL12°

が屈し、堂石形の金属 と酸素の拡故が、逆蛍石形

の酸索と金属の拡故に対応 しており、大石歓授の

研究ま においては、Prjtのよい酸素の拡敏が測定

されており、マッケ博とも多大の興味を持 ってお

られた。詳細な点については後日大石教授の研究

宮をお問し討論された。マッケ何士の討波は木公

開の通合酸化物 (Ul_【 Pは、ゥ )、 混 合友化物

〈Ul_xPu、 C)の 結果を主体として、酸化物と

炭化物との連いについて照■lrF進拡倣結果 、ミク

。気泡の例客結果および表面エネルギーの測定結

果等について述べ、これら核燃料物質のスウェリ

ング(照州膨順 )についての考え方を示された。

この言“預についてお発な討諭が行われ、多加者は

大いに得るところがあった。前日来天限に思まれ

なかっ7こが、 14日 午前中は好天でB士 山がムを

ま し、El士教育研修所を退んだかいがあ った。マ

ッケ|口士と箱槙を経て三島まで一部の参加者は同

行し マ ッケ博士は原研大沈に向った。(名 大玉

置助手同行 )

15日 年前中は原研プルトニゥム研究室で討論、

年後は原研主催の訪茂会が開かれ拡散、スウェリ

ンクの話 しに加えて、ECに おける高速炉然料劇

発プロジェットについて述べ られ、熱心を討論が

なされた。 16日 勁燃の常陽燃14照4滋 試験施設

〈ACF)を 訪問、年前中討pEEがf」●れた。 17

日には東大原子力工学科を訪FP3し、大学院生を対

象として、混合酸化物燃料と絞巨管との化学相互

作用についてマッケ博士らの最近の研究について

話演し、管野教授、山腕助教授、高橋教授の研究

-6-

夫

夫

朝

朝

関心のある多 くの研究者にHl浸討論を通 して新知

見をあたえられたのみならす、基礎的な研究から

出み上げて、複雑な按燃料挙動を解明して行くド

イツ流の四士独自の手法を示され感銘 をあたえた。

またHI士自身は名大、九大等における基礎研究か

ら新な知兄を得、動燃の高速炉然料の開発状況を

知り、大いに得るところがあったとのI「である。

以下門士対日中の経過を報告する。別まに滑日

中の経過の概要が示してある。 10月 8～ 9日 名

大において主として炭窒化クランの電気抵抗の照

呂」量依存、照rat後の磁気測定によるネール点低下、

照郷後の電気抵抗の回復およびネール点の回 143

について討命し、拡故巽取について有益を助言を

得た。 10月 10日 (体青の日)に は東活地区国

立 大学共同中.■川研修センターにおいて合宿し、

大学院生を主体とする「核無F4における拡散の間

超 」についての話演を行い、政は懇親会で歓誤し

た。休日にもかわらす職員 を含めて27名 が出席

し露会であった。

13日 (日 )富士教育研修所において本学ヨ壇

で、日本原子力学会「核燃料拠全性」研究専F目委

員会と京都大学原子炉実験所「核燃料照射挙動基

礎」専門委員会との合同で閑性した。2時から5

時半の間、大石行理致授 (九大)の「蛍石形およ



室を見学した。夕方の飛行機で福岡氏向い、 18 

81ζは応用原子絞工学科において大学院生を主体

とした核燃斜の拡散とスクェリングの講演が行わ

れ、午後は大石教授、古屋教授の研究実で遅〈迄

討鈴がは8れた。

f度、桐原が金属学会Iζ出席していたので 19 

~2 1日の閥、熊本、阿蘇、富島、広島を案内し

た。ハードスケジ品ールではゐったが、喜ばれた。

2 2自には日本原子力学会中部支部の主鍛で鱗演

会が「核燃料のFPガスとスウェリング」という

題自のもとに聞かれ、原研、策大、九大での締演

をまとめて話きれ活発な討論が行われた。

23自には4:学の内蔵、伊藤岡研究室そ見学し

討mがなされた。 24自には当研究室の照射後の

酸化ウランのクリープ実験、炭化テタンの照射損

傷、炭素活量の直接測定等について説明し討給モ

行った。

258マγケ同士と共tζ桐原、松井が間行して

京大高村教授を訪問し、炭化ウランの照射欠陥の

図復と焼き入れ欠織について高村教授の思見を伺

った。高村教授は大変興味4告示され、有益'.;助言

を与えられ、また高村研究室の段近の成果を伺う

ζ とができた。討論後高村教控の案内で京都圏僚

会臨場を見学した。26日には松井が奈良を案内

し、同士は 27日午前 II 時大阪空港より帰国8

才1.1.こ。

以上述べたように、マッケ博士は短期閣に東奔

西走され、わが国の核燃料の研究者IC新しし、知見

と刺訟をみたえた。また、われわれは儒士滞在中

多くの有益な助言ぞ得ることができ、ますます友

好そ深めることができた。

乙ζに寅財団に対し心から厚くお礼申し上け.る。
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マ7ケ博士滞日経過

刈日 'J1 .Il1 崎町刷制

阻和55年

J O. 7 大阪空港着

8討 論 省首雄大学

9 11 • 
1 0 ~ 演(1) • 
11 歓迎会

12 

13 議ail・討論(2)

14 (箱績を経で大洗へ)

15 討紛・講演 日本原子力研究所

16 討諭
動力炉 ・

骸燃料窃集団
17 ~~演・討論 東京大学

18 f/ 11 九州大学

I 9 (熊本間綜観光)

20 (明雄事から広Qへ〕

21 (富島・広島平和公園観光)

22 舗滋i 名古屋大学

23 討論 。
24 f/ 11 

25 。 京都大学

26 (奈良観光)

27 大阪空港より離日

註(1) 東海地区国立大学中津川研修センターで大

学院生を主体とした講演

~)冨士敬育窃修所において、名大が主催し日

本原子力学会燃料飽全性研究専門委員会、京

都大学原子炉実験所核燃料照射挙動基俗専円

安員会と合同で行伝った。



80-2036

複招ヽ 者ヽ

Gerald LucovsIァ

B● fes s研 .P,SiCS DttartaEllt,NoI Ch

CaroliIE S t41● ll iversi j7.Ita leiぃ ,NC  中
 着  者

2‐650,Us A                受 入貴任者

京都簿  米  沢  富 美子

京都大学 佐 醸 文 隆

目的及び成果

示部サマーインスティ

チュートは、「アモルフ

ァス半導体の基礎物IB判

をま襲 として、京都大学

基礎物IB学研究所主agで、

京都大学理学部勅義重、

および、基礎物理学研究

所の 2会場において、昭

和55年 9月 8日から9月 11日 までの 4日 間に

わたって関階された。これは、系粒子物理学につ

いて関かれ た昭和 53年 の常 1回、および、低次

元系の物理学について劇かれた昭和 54年 の第 2

回に続 く、第 3回 の京都サマーイレステ ィチュー

トである。国内から 164名 、日外から36名 (

米国 13名 、フランス5名 、英国4名 、韓園 3名 、

ドイツ2を 、ツ連邦 、アイルランド、カナダ、ポ
ーランド各 1名 )の物理学者が参加し、勲コとセ

ミナーとを発な討掬がfrDれ た。

全甑の目的は、研究者の国際交流と、日本の若

手研究者の青成にあ り、この目的に沿って、夏の

学校的な性格と、国際会議的な性るとの、両側面

をもたせるよう計画された。約師は 12名 で、ア

モルファス半専体の諸物性が、実験 運 輸それぞ

れの立場から解説された。

山田科学振興財国の招へい研究者として招かれ

,じ柏国North cBrolhc Sし41e ttG Lu● ovユγ

敦受は この会議 で招待爵演 を行 った。 タ イ

トルは、
″ァモルファスシリコンおよび関運物質

Fておりる添加物を合金原子の化学結合
″である。

アモルファス半導体中では、一般のランダム系同

様、原子の配置について短距雄快序は残っている

が、長距雄快序が存在せず、これが結晶などの規

則系と異なる点である。他のランダム系と異なる

特徴的な面は、アモルファス半導体の物性を決定

する上に、原子の中距離的な配置 (大体、敷原子

におよよサイズ )が重要な役割をすることが予想

されていた。しかし、この中距離的な配回は、こ

れまで測定が困降 とされていた。これを、Luoo一

V。とン教授 らは、ラマン散乱の散乱スペクトルを

調べる方法等で調べた。その方法をアモルファス

シリコンに用鳴した場合の物理的な解釈等が、

LHo研s,氏 の珊演の主題であった。アモスファ

ス半導体のお物とを解明する上に新 しい一つの方

向として注目をうび、活発な討醸が行われた。

Lu●。7S,教 授の説演および.・」題へのtR極的な

参加によって、有益な題続がくウひろげられ、京

都サマーインスティチェート全体の成功に対する

h●●v sty教授の貫献は大まかったといえる。

-8-



1刑…帥ⅢlH詢に加い1中Ⅲ昭和 55年 度短期間派遣成果報告

30-4009

アメ リカ ,猟類中の微量元宗分布に関する生物地球

化学的研究

京都数百大学 山 本 俊 夫

B r u t h  N  S m i t h教授と協同研究をおこなう機会

を得た。御蔭をもって 「邸類中の微畳元系分布に

関する生物姓球化学的研究 」について学際的な進

展を図ることが出来たことを深く感謝中し上げた

て`。

ブリガム ャ ング大学は、米国 ,ユタll iブ。

ボにあう、 13?5年 モルモン教の四部脚拓看

Briか唖 Yoぃこ によってa」立された。Elと同大

学は 11。 。1lo的oS)7 0 doPorttcn↓sから仙成

され、 25側 0の 学生、 ,100の f■●ulty IFnLrs

をJlし 米 国の私立大学中、最大の規模に出 して

いる。この大学の一番の特eは 、な授や学生の大

多数が敬捜なモルモンな徒であることであろう。

キャンパスは夏でも雪を頂くワサツチ山脈のよも

との広大な台地にあり、穂和なユタ湖をへだてて、

向側に 形ヽのよい、なだらかな山々が見渡せる。

北東部には、 6∞0人 以上を収容できる立派な学

生審が立ち並んでおり、私 もその中のひとつのそ

の ttlest i∞mに 泊らせて戴いたが、毎朝の散歩

でこの素暗しいブ。ボの自然をFllめるのが楽 しみ

であった。道で会う箇の人々も、よく抜拶をかわ

してくれて心地よう小った。

スミス教授は ユ タ大学の出身で、多 くの大学

で研究歴 を撹み、広い学問的視野の持主であられ

る。植物生理学者として、同日本組成比により、

元系サイクルの研究をおこなわれるとともに、水

生植物中の微畳元素の誉動について、はやくから

関心をもってこられた筆者は教授がテキサス大学

におられた頃から文通を続けて来たが、お会いす

この度山田科学振興財

団よう 昭 和 55年 度派

lB出楊醤号]言暑魯宮:ZI

るのは今回が始めてであった。長身の偉丈夫であ

るが、目が遣んで、とても優しそうであつたo実

験技術においても聴れた才能をもっておられ、こ

の教宮の設備は私の予想以上に充実していた。普

通私達が化学教宮で使っている最新の分帰機器の

ほとんどが こ の値物学教乞では適切に駆使され

ていた。また、米国では普通のことであろうが

コンピェーターによる文献調この進歩には、目を

みはらせるものがあった。 1ケ 月余りの出サ在期四

であったが、生物地球lt学と値物学との学隊的分

野のモノグラフを、mr●●116よ koIはから出服

ようとする私達の、相互理解はスムーズにIl行し

意気は殺合することが出来た。相物学数室と地学

教宣の合同セミナーで、私が討減する機会を回た

ことも幸であった。

スミスな震とのおつ さあいで感じたことは、仕

事と家庭を両立させるべく実際に冥父」に努力して

おられることであった。また 学 生に対して伍め

て自R虚であう、親身な指導をしておられる。「米

国でも従来のイメーラとは硝異なる、新しいタイ

プの教授が活配する時代になって来たのだな 」と

言う思を深くした。

この大学には、 60ケ 以上の国から学生が架っ

ているが、国際的な夕 囲気をかもしている、もう

ひとつの原因は、 1000人 以上の学生が、入学前

あるいは在学中に、モルモン教の宣教師として、

自発的に 1～ 2年 間、世界各国で伝道したた欧を

もつことであろう。モルモン教たの周におこなわ

れているほ統的な此の国習は ブ リガム ャ ング

大学ならびにプ。ポの衛あるいはユタ州全体に実

践的な活力を与えているように思われる。

日本からこの大学への留学生は40名 を超すと

お聞告したが、夏休中でもあり、私がおつきあい

出来たのは数名の人々であった。しかし、これら

- 9 -



の方々が、いずれ も伍 めて親切で暖 くあられ 、国

際的な環境にとりこんで実に堂 々と活躍 しておら

れるのに 、強い感銘を受けた。

短い村在で受けた、プロボの土地 と人々に対す

る私の印象は、叙上のように深 く、好 もしい もの

であった。

ただし、No llqtl r,t航■●●。,te■4d● 0~

ffeeと言う寮の規合は 今 までモルモン散と無緑

であった私にとっては、容易をものではなかった。

プロボを去って次の詢司先であるスクリノブス海

洋研究所に赴 くべ く、サンシエゴ空港に降 う立っ

たとき、私が最初に発 した言HEが、
・
Civo EIc

SOI10 ceFfee"で あったと、友人のTC Chtv

隠士かぅ何度も実われたことであった。

0 - 4 0 1

スベ イ

ウム

０

　

シ 第 12回 IU PAC国 際天然物化学 ランポラ

沢定の 2つの国際 シン

ポジェームに出用 した。

1 第 3回 国際海洋天然

物 シンポジューム (9月

1 6 日～9 月 1 9 日, 於

ベルギー ,プラッセル )1 2 第 12回 I UPA

C国 際天然物化学シンポラューム (9月 21日 ～

9月 27日 於スペイン ,テネリフェ8)。

前者のランポシュームは参加者の数は約 140

名とかなり4域 模な学会であったが、それだけに

参加者一人一人と岡人的に接触する機会も多くあ

り、実 うある学会であった。アメリカ ,イタリー

スペインから特に興味ある研究結果が発まされた

本年景財団より派過緩

助を受け、ベルギーにて

時間分解ラマン分北法を

用いた銀及びアルカリハ

ライド中の過渡的欠陥に

以下はその研究内容の報

8 0 - 4 0 1 5

ベルギ ー、時間分解ラマン分光法を用いた銀及びア

ルカリハライ ド中の過渡的欠陥に関す る研究

東数 学  近 藤 泰 洋

東J ヒ大学  j t t 藤忠 弘

が、日本からの日頭発表が皆無であったことはい

ささか林しく感じられ7こ。一方、後者の学会は参

加看も400名 以上を数え、日本からの日頭発ヨ

も私自身のものを台めて3件 あ り、ポスターセタ

ラョンを加えると、放多くの発表が日本人によっ

て行なわれ、この分野での日本の研究 レベルの高

さを示していた。

今回、貴Fl団の財政的なご援助により、上F己2

つの学会に出府 し、天無物に関する貴五な知見を

得ることが出来、同時に揚じ くの知人を得ること

ができた。深く感謝する次第である。

4月 半ばより7月 初旬まで約 3ケ 月間ベルギー

のアントワープ大学に招かれた。招いてくれたの

はシューマーカー教授といい、研究室は教授と助

手 2名 、技術者 4名 、学生 3～ 4名 から成 う立っ

ている。これまではシューマーカー教授の本来の

専門であるOSRを 通じての物性研究 〈格子欠陥

不純F9等の )が主であった。数年前からラマン散

乱の装置を確入して光物性の研究に手を広げたと

-10-

関する研究を行 をった。

告である。



ころである。私は当初ビコ秒レーザーパルスを用

いてラマン散乱信号をバツクガランドに現つれる

節 発ヽ光から拾い出すこと、及び時間分解ラマン

ス末クトルの測定を意図した。

しかしながら肝心の心臓部であるモード0フ ク芸

置がアメリカから入荷せず、私の実験には間に合

わなかった。そのためやけをえす光をチョクパー

で区切リモデ■レイラョン法によう求める信号を

慎出した。以下に実験の目的、結果を簡単に述べ

る。

イオン結晶のひとつである塩化銀 ,具化銀は古

くから写真月の感光物質として知られている。に

もかかわらず、その感光メカニズム、すなわら酒

像形成過程はいまだ解明されていない。特に溶像

を点格子欠陥として見た場合、アルカリ′`ライド

での格子欠陥主成がかなb解 明されているのに比

破して、結晶に与えられた光エネルギーがどのよ

うなメカニズムで最低の単位である摺像 〈格子間

銀原子染団、3～ 4個 の銀原子クラスターと言つ

れている )形 成に使われるのかまったくわか って

いない。私の刃腐する物性研神前研究ヨでは以前

からこの関口が注目され、最近、銀ハライド結島

をほ温で強い光で照射 した際現われる赤外吸収有

が格子間に存在する 1個の銀原子や 2～ o個 の銀

原子からなるクラスターによるものであることが

神前 桜 木によって明らかにされた。今回の私の

実験は同じ状況のもとで、これら格子間に存在す

る銀原子 ,鍾原子クラスターによるラマン敵乱を

慎出しようというのが目的である。もしラマン敵

言しで容易に検出出来るならば、たとえばゼラチン

中の従結晶、すなわち,t剤等でも同康な測定が可

能になり、実F/・の感光プロセスの解明に役立つ。

剰験は以下のように行なった。

1)ほ 温用のクライオスタクト〈約 10K)に つ

けた鼓科塩に銀又は具化銀のラマンスペク トルを

fRl定する。

2)2K下 のキセノンランプ (2皿 zで チョンブ

してある )で試料を照射しを力Sらラマンス本クト

ルを■l定する。Eし ロックインアンプを側鳴し

キセノンランプの光が照41された時のみに見られ

る信号だけを取出す。

ののスペクトルから↓)のスペクトルを差引く。得

られた結果は以下のようである。

1)当 初期待 した銀原子 (格子間の )による電子

的ラマン取=しlg号は検出されなかった。

2)lt子 間に銀原子が存在することによりまわり

の格子が透み、そのために結晶の格子振動モード

の一部がお くラマン散=Lスベクトルに涙つれる。

この振動モードのエネルギーは約 30∽
~1で

あ

る。

3)初 めて正しいラマン散言Lスペクトル(銀 ハラ

イドの )カイSら れた。すなわろ0)で述べた格子間

原子の影四を取 り除くことによう今までに発表さ

れたラマン散乱ス末クトルは既に格子間銀原子や

銀原子クラスターを倉r」結晶について測定された

ものであることが明らかになった。

以上の結果は確認のための再実験を行 って投柄

を弾備中である。

最後にこの研究のための派遣援助をいただきこ

の研究の機会を与えて下さった貴財団に深く感赫

る。

0-4034

東 ドイツ、分光学における超高速現象に関する第 2

回国際会題

大阪大学  又  賀 屍

会議は特に東独とツ連

力)らの参力「お下多かJっためS、

西欧や米国からの参加 も

あり、例えば西独 ミュン

ヘシエ大の■た玉とiser教

翌、ゲッチンケンのマックス プ ランク研究所 〈

生物物理他学 )の FP Sdarer教 授等のレーザー

物理、レーザー分光の指吾的人物も出痛していた。

日本からは筆者だけであった。会議の講長、討論

は 10月 31日 ～ 11月 4日 にわたって行われ10
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月 31日 と 11月 1日の年前はデバイスと方法の

開発、 11月 1日の年後からは分子、生物、回体

等への応用で 11月 1日は分子、 11月 2日 午前

は分子で年後はエクスカーション、 11月 3日午

前の前半も分子、後半及び年後は生物、】1月 4

日の年前は団体、また 10月 31日 及び 11月 3

日の年後 5時か らポスターでぁった。デパイスと

方法では、フ迅のLetOtuovは小さい金属表面に

吸着した高分子の各部分を費択的にビコ砂 レーザ
ーバルスでイォン化及び結合の解裂 を行わせ、生

成するフラグメントイオンや電子を空間的に電場

ではげて観測するという興味ある方法について話

し、実際にDNAに ついてのを手の■l定について

も報告した。DNAの 塩基の配夕」をこれで直接読
みとるという意図もあるようである。またSh―

Sfer等は色棄 レーザーのビコ砂ノやルスの波長をセ

ラクム蒸知っ誘導電子ラヤンですらし16/m～

167′mの 強力なピコ砂パルスを得、これを用い

て波体の振動エネルギー移動の問題を研究 しよう

としている。また色来レーザーによる 01ビ ヨ秒

から 1ビ ヨ秒′`ルスの発生についての報告がいく
つかあった。分子の出順では比破的簡単な分子の

励母エネルギー級和 、撮功観和の関回の他は、シ

ア■ン色素に関するピヨ秒分光による研究がいく

つかあった。各者は、光電子移動及び水素移■l反

応、水素結合系の励起状態に関するピヨ砂分光に

よる研究について報告し、大きな反響があった。

生物関係では 植 物及び細菌の光合成系の研究が

最も多く、ソ連のメ達 による 05ピ ヨ秒 レーザー

を用いた初期過建の研究は印象的であった。

】投に討論は非常に活溌であり、フ足、東独の

人達がこの方面の研究に熱意をもってとりくんで

いるのが分る。また東独 も筆者が考えていたより

もこの方面は進歩しておう、東ベルリンの科学ア

カデミーの研究所 (光学及び分光学 )と イェナ大

学物理教宝が中心になって、この方面の研究を組

粒的に推進 しているという印象を受けた。またツ

連はこの方面の基礎、応月で最究恥の研究をかな

りお発に行っていると思われる。

また 筆 者は、この会議に出"す る機会に、ス

イスの0-ザ ンスエ科大学で太陽エネルギタ 換

のセ化学そ研究しているCratzol教 授、四独シュ

トットガル ト大学の光TL■の研究宝 く【IE加“歓

授 )、グ ッチンゲンのマックスプランク生物物理

化学研究所のW●1ler教 授 (エ キサイプレックス

の研究 )、 SChifer教 授 〈レーザー物理 )を訪関

し、討激討術を行い●益であった。またイェナ大

学に数日間粘在 して型孤と討論を行い、レーザー

物型関係及び光化学関係の人逆と交流し ま た、

Qrl zeissの 工場も見学することお慕 ヽ益動 った。

1】上の学会出帰、訪演、pj蕊を行うに当って御

援助をいただいた山田科学IE興財回になlJする。

0-4106

西 ドイツ、ドイツ学術交換会及び国係細砲生物学会

東京大学   田  沢     仁

今回の訪IRは7月 末よ

り9月切旬にかけての約

2ケ 月足らすのものであ

り、一つの目的は西 ドイ

ツの各大学、研究所を訪

ねセ ミナーで請演し、学Ftr情報を交換することで

あり、 も う一つの目的はベルリンでの寓 2回 国際

細砲生物学会に出席することであった。
セ ミナーでの議演はDE IIns ts d t工科大学植

物学教宣を皮切うにUlm大 学生物学教宮、Er―

1●ngOE大 学の相物学教宝、BoⅢ ljn自 由大学

の値物生FE学教ヨ、J31lcと の国立原子核研究

所の物理化学部門、Tこbingen大 学の生物学教

室の 6ケ所で行った。EIIェ n3●■大学以外の大

学での演題は私共のり,究の最も重要な部分をテー

マにしたもので、 除 形質慎生理学における細抱

脚 :流法の貢献 Jと 「原形質康の起電性と興密性

の制御機相 」というものであった。E riang。 こ

大学では「草軸霞類n48胞における原形質流動の制

御機構 」という題でセミナーを行った。私は過去
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2園、 E十3年以上もドイツtζ居り 、訪ねた各大学

の教授遥は私が初めてドイツ学術交換局 (DAAD)

の学生としてTubingenで知り合ったり、又臼

本を訪ねて釆られたり、昨年のカナダのトロ ント

で行われた国際学会で会ったりした方ばかりで、

大変親切なもてなしを受けた。特tとり 1mでは

Schraudolf教授夫妻、 Ber i i nではRe-

inerl教授夫委が 25年来の友人として私に対

して、それぞれ 2"""3過同1(:][り家篠ぐるみで私

の滞在を快適ならしめるよう配慮して下合った。

乙のたびの訪独で、専門分野での意見交換が活

発に行われ、その結果すでにふたつの研究所で私

の研究室との共同研究の申し入れがあった。ひと

つは Julichの zimmerme.nn教控との筋肉

研究で、 ζのため ζ ちらから私の研究室の新免悟

士を先方へ来年度送る計画を立てている。もうひ

とつはTub i n g e nのBentrup教授との協同

研究で、先方から一名若い博士号取得者を私の研

究室へ送ってくる予定である。 ζのようtζ ドイツ

の植物膜に闘する生理学、生物物理学のト y プtζ

d)る研究者、研究室と直後接触をもっ乙とができ

たζ と、そして将来お互いの長所を生かしはがら

協同研究の可能性が生まれた ζとは今白の大きな

成果であった。

U 1mのSchraudolI教授とはシダの原富母体

の性分化tζ伴う外渡 pHの変動について予備実験

者P行ない、 pHの重要性について Schr~udolf

教授も認識者き深め、今後その方面の研究令続行す

るという事にはった。 Schr!ludolI教授の研

究は符に私と同じ教室の東大の古谷教授とも関係

が深〈、古谷教授あるいはその研究室のメンパー

ぞ富んで招待したいとの怠向をもらしていた。

ベルリン自由大学のReinert教授の研究室

ではタバコ臥守宮崎養から直接半数住の匪を確実に

務導する状件を発見している事は驚異でめった。

その際花粉には大、小のニ種ができるニ形態性が

おζ り、低温、短目処理により小さい花粉が生じ

島くはり ζれからIffが発生するという ζとでゐつ

fニ。
今回の訪独と偶然重t，tったわけだが、私の大阪

大学での恩師神谷宜郎教授がベルリン自由大学か

ら名誉同士の弥号令授与され、その式が9月3日

自由大学の縞物生理学研究所で行われた。教室主

任、副学長の族鯵の後、 ReinerL.数痩が神谷数

度の業績をたたえる講演そ 20分近く行位い、そ

の後名営陣士の学位証が悶られた。神谷数授はそ

の後40分間に亘 り原形質流動tζ関する総崩そな

8れ、 E窓衆i乙多大の感銘令与えた。私の恩師のζ

のような名詰める式典tζ参列できたr_nは私の今回

の訪独をよりー屈感銘深いものにした。

私のお独の第この目的13.、 4年後4ζ行われる日

本での国際細胞生物学会大会に関連して、今回ベ

ルリンで開かれた第二回大会及び運嘗委貝会、lJif

2混員会』ζ出席する ζ とでめった。連蛍委員会は 8

月31目、評銭貝会は 9月i目、 28と行われ、

第 S回大会が日本で闘かれる.r.J1が正式に決定され

た。その他会長、 a司会長が来年からMaz i a、妹

尾〈岡山大名谷教授)両氏から、 Brinkley、

寺山(東大教授)両氏にかわる乙とにはった。今

回の大会運営の評価と反省が 9月2日に行われ、

省益な助言が日本側に対してはされた。現在日本

では妹尾数疫を中心としてすでに学会内1Li(!j備の

ための委員会が発足し、活助しつつd)る。

派遣銀ぞ窪助下きった山田科学娠興財団に厚く

お礼申し上げる。

80-4109 

今回の訪独fとは、目的

が3つあ りましたがそれ

ぞれ大過なく果し終え、

喜んでおります。

第 1は、 8月 31臼

ドイツ、第2回国際細胞生物学会大会

名古屋大学 佐 藤 英 美

と9月 l自に開かれた国際細胞生物学会連合(1 

FCB)の幹事会及び代議員会κ、発言権を持っ

たオブザーバーとして出席し、 ~3 回 ICCB大

会の日本開催を正式に受諾する乙とでした。勤監

はスムーズに可決きれ、第3回は 19 84年κ日
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本で、常 4回大会は 1988年 にカナダで行われ

ることに決うました。責任の畳いことです。しか

し、細抱生物学の各分野で優れた研究業績をあtア

ているわが国が、日本独 自の発想と立場 を国きつ

つ大型の国際会議をヨ雀することは、甚だ忘義あ

ることと考えてお ります。また会長の発議によう

発展途上国の若手研究者を対象とするI観 0/U

NES COの トレーニンク コ ースカj、 lFcBの 重

要な継続事業として推進されることになうました。

現在 ICPOの 委嘔を受け、東南アジア発展途上国

の着手のため 1982年 次のコース″
Cell

Biology of Earェ ン D● v●loPme nl″

を組触 しつつある私にとって、大きな情神的支援

であり、班Ⅲzl■会長の御好意を多としているも

のです。

第2に 大会参加の実態について報告します。今

大会は、シンポジウムとヮーク シ ョクプカr家に

出すぎて、一
般討演はすべてポスターとなりまし

た。英語を公用語に指定した大国碑会議を迎営じ

易くするlI法でしようが、主rtI者側の信好はつく

としても、かなり問題が残 ります。同じ研究を指

向している人連が、同―時間竹にポスターの前に

貼り付けられ、知 っておきたいポスター震示を見

に行けない ま た町またいシンポンウムにも出席

で営ない。私も震示を致しましたが、期待に反 し

ました。宇宮rpl暗ャマトのようなE大 で複雑な会

場をさまよい、友労のLTlにはイ4る所が少なかった

というのが来感です。|せ山の百とするべきでしま

う。

私は7-ク  シ ョップ ち
核分裂と細胞質分裂

″

に招待されており 電 顕像のヨンピューター処理

や抗体染色等の話の後に、生きている分裂細抱に

及にす巨水のアイン トープ効果についての顕微鏡

映画 を上映 しました。かな り好評で したが 曽 段、

うまう生 きものを御覧にならぬ方々への利戟にな

ったかと考 えておうます。9月 4日 夜の有系分裂

機億の訣話会に も拍かれたのですが 、電顕 形壊学

派 生 理学派に生化学派がか らんでHl立 し、討論

の収拾がつかす 、自己主掬のみ に終始した宿 うな

き集 うで した。後に出席 した生体時計の集 りも伺

断で、高度に細分化専門化 した現十ヽ科学の透みが

露三 したものと申せましよう。

最後に、大 袋後ゲ ッチンゲンの InS tiLdt

ftr wisse【 iscヽ こrしli。 1】oE Film で

行われた″
細抱生物学における頭仙銃映画技術の

実1瑛と応用 “こ関するシンポジウムに出席 しまし

た。三玉大学 医学部丙理の伊豆津教授と共同製作

した
″′`ッタ粕母細砲における分裂紡銀 体の挙jl″

を高感度価光法で視党化 したOd画を出 したのです

が、特殊な技法による映像化がアピール したので

しよう、多 くの質問をうけました。また、神谷宣

RB故費が総親旧 された″Wと o ro しとoic is

li fe, し he ro is tro ti on ] mic―

1,Filomontu ″  を 東京 レネマの岡田氏が

紹 介、最新の知見をとう入れた西い水準にある敦

否1央回であるに もか ヽわらす、大変llF却でした。

この映画は、ス トラスブール)キ と、ハイデルベ

ルクのマックス プ ランク研究所で も、おみせ し

ましたが、皆 さん熱心にみて下さいました。イス

イスした大会の後だけに、未知の世界の映像には

映 する若者に接することができたのは大 きな故い

であ ったと付記してお まます。

8 0 - 4 1 2 0

アメリカ、二伎貝のよFl  卵成熟 受 精のPj問解明

基礎生物学0,究所   白  井  格  子

二杖貝の放卵に関する

実験成果 :

D 故 卵 t lP時に卵成熟

再開のひきがながひかれ

る輸セ性について検討 し

た 。

2)二 杖貝の主密神経節 (ce rebrJl,vis―

●●r●1,Pedoメ )の うち、 vis● ●r●1神 経

節の抽出物が放卵ならびに卵成熱 をひ営おこす可

能性が示唆 された。
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3)ひ きつづ き'″″frつ   放 卵 槙定法 の確立 を

準備す ることに した。

発表 セ ミナーな ど 【

1 ) G o o ● r o  l コ●0 しh g に 提 出 したもの。

O  T 。 。S i 。こ き。o O r a t i 0 0  i n  o v a r ―

i4■  WEll by l刊 ●thン Jadeni ne

duFing s↓ ェrF isi spawning

C)CLEnge in ey● lic nuc 100tid0

●。。to■ ↓ during germiEE1 7● Si~

ol●  bresr dowa in ヴ ″ ′″  ooげ t●

2 ) セ ミナ ー

F  E o し。r s  r e g H l c  t i n g  r o  P r  O d  u c t i 申,

P h ●。。D l e  E  c  i n  e t ●I f i S h

滞在思想 :

生殖生理学関係の知人 とアメ リカ ,ウ ズ ホ ー

ルのMEr inO  Biologic● l  Labo nto呼

くMBL)で 共同実験する手はすが襲い、またIB

Lで の私の身分が StoPs ToW● 【d lndo一

Pend。 。●e Followと いうものに確定した

後に、tR財団から旅費の援助を得て、 1980年 7

月から3ケ月アメリカに滞在した。

夏の過 L人 口は冬の20人 程のそれに比 して

2～ 3000人 とよくれあが'、 学生 。大学院生

取員などのための生物学コースがいくつかヽたれ、

糟在研究者の幾人かはそのための指導員を兼ねた

うもする。滞在研究者の多くは 3月 の末にMBL

が三はする0。ner● 1 コ。etingで 発表(その

年の 10月 のBi olo【 iCal Bじ 1leti■ に

obstroctが 職る効用あり)す るとはいえ、多

分に避雪を素れていると思われる。人口の増大に

つれ滞在者rnl志が分野の黒同を関わす親しくなう

得たという過去の良風は消え、どこにも見られる

ような競争現象を呈していたo前 述のコースも受

勲者の話しを問いたり、受訟してみたうしても翠

想的に運営されているとは限らす、伝統を維持せ

んがためとも見られる衆もうまく効用を発してい

るとは見えなかった。ポスト ド クr4ら多くの口

があ り何とが生きていかれるとは言え、その立場

はきびしく、管理者の続文発表のためのデータ生

産に追つれ、自由な発Bや ゆとりある準備実験を

どをrIう余地が充分あるとは見うけられなかった

くアメリカに限ることではなかろうが )。

私には夏のIBLに 滞在する最もよい姿勢は図

書館のCo■ ●r al lo■ deIと して、であると

思われる。あらかしめ甲し込めば図吾臨内に個有

の机を確保でき、日夜を聞つす首い文献から披斬

のものまで思う存分利用で営るからである。また

滞在中の特定の個人と討論することも員いことで

あろう。

総して図■館を除さ慰|ふするところはあまうな

かったけれど(ア メリカ人でもこのような思想を

持つ人ももちろんいる )、実瞬にかくのごとさg

想をない日本人の一人―人が得ることは、自らの

場で自らの間思解決に自信を持ちつつ腰をすえて

田進する意志を助長するために極めて有効なこと

であると思われる。

今後とも若年層の短期外国派遣に多大な援助を

いただけるよう強く希望し、お1しの言葉としたい。

8 0 - 4 1 2 2

スペ イ ン、常 l

京都大学

0回世界不妊学会議

大 島    清

6月 29日 大阪を出発、

ヨロンボ、 ドバイを経由

する南廻 りでパリに着く。

」雨 がそは降る案さにま

すおどろく。宿をルーブ

明だが、ジョギングが時=は りを縁解してくれる

ことは確かである。体詞がよかつたので、パリ大

学 ツ ルポンス大学の友人と精力的に学内見学す

ること力`でどた。7月 2日夜、 カ タコトのフラン

ス語で、やつとのことで取れた列車の予約。「タ

ルゴ」とい う名の特急寝台草でピレネー山脈を越

え、地中務に面したポー ト ブ ーを経てスベイン
ル美術餌に近いセース河畔にとったので、翌朝早

くセーメ河畔 1 0Knをジョギングした。隣序は不
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はパルセローナに翌朝到吉。ゴチック地区のホテ

ルコロンの各室は中世風のムードを満喫で営た。

折りたたみ式の憲を劇けるとすぐ前面にそびえる

カテドラル。かっては巨大だったスベインの文化

の高さを偲んで言い空をいつまでも見つめられた。

ゴチック地区のうす晴い曲 うくね った道を通 って

ランブラス大通へ出るジョギングは、今までのコ

ースの中でも臣巻の一つである。

さて、ショギングをするために財団から金をも

,っ てヨー。フ本にやってきたのではない。祇面

も少ないので、そろそろ本命の学会開lL地へ行か

4dばならぬ。パルセローすからマトリットまでは

クーシュとい う日本では 2等寝台というところか。

さぞかし狗日かと思いきや、日本のとこ って、割

に楽、成れて寝入り、tB営たらマ ドリットだった。

「世界不妊学会叡 」これがこの国際会働の名弥で

ある。大マトリフトの北、ラェネラル ペ ,ン 迎

,と カステラーナ過 りと交叉したところにある。

みごとな国際ミ軸場で、7月 5日から7日 側にわ

たり、一眠演題 6398、  6つ のランポジウムが

消化されるとい う大,わ)うなものであった。A、

B、 という主会場は優に500名 を収容すること

ができるだろうか。それを出」寸状にとう巻いて、

100名 ぐらいを収容できる3つ の」部長がある。

各部屋にはマジックガラスで仕切 った一側に、Ft

行係を、同時迪択者がそれぞれ 2名ずつ侍期して

いる。こうい う国際会醸湯が、日本でも、京都だ

けでなく、各大都市に 1つは欲しい ものだ。処物

は確かに立派だったが、スベイン人の学会の or―

3●。i“ationは 決 して前足で営るものではな

かった。まず、t7トリットに着くまでプログラム

が分 らな力ゝったし、トラブルお`あってもマンマン

デーである。座長が時間適 うに来ないのもしばし

ばだった。日本人はあまうも′やンクチェアルなの

で、帯米やス末インに行ったら、お国稿にしたが

って腹を立てるを、とは出発前にしゅんじゅんと

諭されて営たことだが、ここは少くとも国際会惑

場である。そういう点では不愉決だったが、学関

をするには宗晴らしいメニュウか拘 っていた。

私が特 にもせ られたのは、7月 8日 にB会 場で聞

う】れた
″

n  Ⅲl i  o e n d o c r i n 0 1 0 = 】 i n  r e
―
PI odtlet ion″  とい うシンポラワムでぁ っ

た 。イタリーのH■ Itinitア メリカの Sch■llv

が座三 をし、アメリカのMc CanE【 JObilら

世界の一線級の神経内分泌学 者たちが、総説そ交

えなが ら、新 しいデータについ ての発表がお こな

われた。なかでも【oobilの 卵莫ステロイドホル

モンが直接榔 下垂体に作用する と い うここ数年

来の新説を傾聴せずにはい られなか った。帝京大

の加藤順三氏が、そのシンポジウムでの追加発言

で、私 と共同でお こな った 、サルの脳内エス トD

ゲ ン、プロゲステロンレセプターについて発言し、

江ェC in■をして、「全 く新しいデータ ー」と感

映せ しめたことは拍よ この上なか った。私の波題

は 2国 。何れ も7月 10日 の年l13。最初は 9時 か

ら、 ″ Pro=osteroEO 10● OptOIS in

monと oy braiE And iン PS oPtty si s ″

これは加感氏が発表 し、9時半か らの″ E f r e c  t

o〔 POE l(ONO-802)。 nd doSydio一

cP i■,dlosteroさ o sulrat。 (DHA― S)

OE 00iVic● l riPsing in PreS。 ~

aot monteys″ マま私が しゃべ った。割合に、

英搭 もすらす ら山、質問にも発に答えられるよう

になったのは年の功か。

私の発表が 、学会 も終 りに近い 7月 10日 だっ

たため、そのうとフイレンツェに飛んで、国際霊

長類学会に出席する予定がすべ てつなれて しまっ

た。マ トリフトでの学会のあ ととにか く私は。一

マヘ飛Aに は飛 んだが 、そのあとは迪跡や実行館

や大学 を訪F・5することで余 日をついやした。ポ ン

ペイの担EI、フ イレシツェのダビア像 、ベニスの

サ ンマルヨ広場 、ミュシヘンのマ ックスプランク

研究所、ベル リン大学 、ハイデルベルグ等 々。

山田財団か ら支給された額は勿論 、往復の旅費

をも満たさぬ ものであ ったが 、支給 されたことで

私 はマ トリット行 きを決意 し、国際学会に出PbFし

て発表する機会を持てた訳で、財団か ら海外短期

派遣のために支給 されたとい う栄誉に対 し、深 く

お本し申 し上げる次第である。
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アメ リカ 原 子間ポテンシヤルと金属中の欠陥に関

する計算最 ラミュレーションポジウム

東京痔   竹  内 1申

米国の剣扇協会 (T■lS

―An田 )の 秋季大会の

会期中に、「原子間ポテ

ンシャルと金属中の欠陥

に関する計算機シミュレ

基礎を置いた信頼性の高い計算に移行すべき時期

に来ていることを病8し た。

上記のシンポシウム以外にも、多くの一般討演

を聴討する時間があ り、我が国の金属学会での話

演会と比政して興味深かった。一般説演は 13の

会場に分れて開階され、出席者は30～40人程度の

会場が多かったo容 者が想融した範囲では、穀演

内容のレベル、副演後の討論などは我が国の学公

でのそれと大きr4差異は感じられなかった。しか

し、訓演者の誹波態氏には、短時間の間にいかに

して自分の=張 を聴衆に理解させ印・.●づけるかと

いう積極的なな勢がFtnじられ、とかく形式的にな

うがらな説が国での発表ほ度と出破して学ぷ所が

多か】ったo

会轍後に立う寄ったマサテ■―セツツエ科大学

では、非晶資金属の変形的tllについてセミナーを

ltつと共に、Argon教 授らと主として同テーマ

について長時間酎IItを行ったoま た、ベンシルヴ

7ニ ア大学では、Vitoと 教授、江上教授、PoPe

敬受うと、井晶質金属に関する計雰機シミュレー

ション、金属問化合物の塑性、転位心綱造に関す

る計算機シミュレーションなど多くの問題につい

て二日にわたり活発な討論を行うと共に、光塑性

効果と題してセ ミナーを持ち、相互理解を深める

と同時に多くの有益な示唆を得ることができた。

以上のように、今回の訪米は短期間ではあった

が誠に有意義なものであったo

―ション」のテーマの下に国際的なシンポジゥム

が開強され、米国、英国、オランダ、カナダ等の

■像の研究者によって 23の 招～討演が行われた

我が国からは軍者および対米中の西岡氏 (現価島

大 )が翻預を行った。ランポラクムは、 I 原 子

間ポテンラ、ル、] 点 欠陥と照射損傷、II 転

位と破壊 、T 界 面と結晶成長、の四セッション

に分かれ、筆者は「BCC格 子中のらせんFt位の

心制造 ととう挙助 」と田 し、lIのセッションで訓

演 したo

この分野は、電子計算機の問速化に伴い、この

十数年の問に急速にIE展し、数多くの研究め堆 租

している。今回、その成果が総合的に報告され

多 くの間国の理解に功献する所が少くないことが

示された。しかし、今回の会融で特に印象づけら

れたことは、計熟つ基礎となる原子問ポテシンャ

ルをどのように設定すべきかという基本的な問題

が、特に到珂的な金属に対して、俵然として未解

決の難間であるということである。今後は、この

種の研究を、単なるモデル計算に終 らせることな

く、よう実りあるものにするためには 従来 のよ

うな半実験的なポテンシャルに頼らす、電子諭に
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イスラエル研究開発 局

(National cou―

■o  l l  f o 「R o s o 一

o r ●ヽ  a n d  D o v o 一

,   l o P m o ■t ) は、イスラ

- 4 1 4 5

イスラエル、イスラエル科学研 究会議 第 5回 国際

光合成会議

大阪大学  向 畑 恭 男

価カテオンによって、さらにスクレオチドの結合

に伴って変化する上に、光による醸の励3(電 場

形成 )がそれに五なる変化を与えることを示す実

験結果を述べ、反応過程の刻々のコンホメーショ

ン変化の追跡に適切な試英による化学修飾法が有

用であることを示して大変好評であった。EH上の

CFlと 単駐C FIのコンホメーションの差とAT P

as●活性の有報に関連 してBu●hanan(Cal

ifo rniE大 学 )がPcrF ed O、i。で退元され

たThioredo、 1■によってC PIの一Sべ 均 I可

逆的にE元 切断されることでは上C Plの光による

活性化0地 きる可能とを示し注目を楽めた。

光合成生物のlej塩環境や乾凝地での生態や生産

性の調師に関 して、その風上の故に、イスラエル

で特に研究が推進されているように見受けられた。

この会醸に出席して、はなれた分野で名前だけ

を知っていた者名な研究者連 と知己になれたこと

も、まことに有意義であった。

ISnACONに SIまつづき9月 7日 から13磁

でギリラiのII●1〔idiklで 卸悔された第 5回

El際光合成会甑に参力8した。ここでは私は 2つの

round t」 ble discussioAで 、近年積

其が見出したレチナール宝白h、lo rs od oPsin

による光リン酸化反応について討流 し、梁様体や

光合成細菌等の PoIP卜yr h 系 の光リン酸化反

応と果なる新 らしい分野を紹介 して、相当の注目

を集めた。この会議で、さらに多 くの日知に会 っ

て日/7~を温め、また多 くの新らしい友人を得たの

はまことに幸であった。

このように、非常に有志義でうったふたつの会

議′Nの参加を可能にして頂いた山田科学振興舶

に深く感郭する。

8 0

ヽ

エル科学研究会議 (Isr●ol Scientifio

Rosecr ch coo Fo roこ o os,ISRACON〉

の名のもとに、年間国Fr・的研究会議を 1回、2国

山のものを数回と、自国研究者のみの十数回の国

内会説とをとりしきっている。

今年質の国際会騒は 「光合成における前師機tllU

とt うヽ題で、 3月 31日 ')ら5日 円、ハイファ湾

に何した古代からの都市Akto〈 Acro)郊 外の

浸辺のホテルで行われた。参加者総数 50余 人の

小さな会窓ながら、招かれた研究者23人 く西独

7、 米 6、 東 3、 アルゼンテン、ィタリア、オラ

ンダ、スイス、フランス、市アフリカおよび日本

各 1人 )と イスラエルの研究者 16人 が、光合成

機lTの詣分野での研新な研究結果について訓減し

妥協のをい討論が くり返されて、大変有意まなも

のであった。

私の専門預域の光 リン酸化 (ATP合 成 )反 応

に関しては、ATP合 成酵素CFlに 強国に結合し

たATPが 、リツ珍化反応の先のTdr“ 。v。1で

できた生成物である (Stro↓ mlnn,■ ■nno一

ver高 等臥医学校 )かCPlの コンホメーション

変lLに必須の cFFec tぃ である (S haviぃ

Ben― Odri on大 学 )おヤこついての諭争が結論

を得ず、説得力のある実欧の工夫が必要 だとはぜ

られた。C Flのコンホンーラョン変化に関 して

V3110jOs(Ros4riO光 合成研究所 )が、光

で活性化された緊緑体慎上のC Flと、熱で活性化

した単離 CFl とかヽ同しヨンヽメーションをもつ

ことを示す実験結果を述べ 、私が、CLの コンホ

メーションが、ATP ose活 性のある慎上のCPl

でも、単雑 した不活性 の ものでも、それてれに 2
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イギ リス、X線過程及び内康 電離に関する国際会議

他

京都大学  向  山 毅

脇同研究を行ない、 10月 3日 に帰国した。

X線 過程と内蔵電雄に関する国際会甑は3月25

日より29日 まで、スコクトランドのスターリン

グ大学で関lLされた。この会議は 線ヽと内般電碓

の 2つの国際会題が合同したもので、それてれの

会場に別かれて行なわれ、発炭 された綿文は口頭

とポスターとを合わせて240編 、山膚者は約

200名 (そのうち日本人は 9名 )であった。会

韻の冒頭で【―SユBLL 104NIZATIい CRO―

sS SECT10NS BY LOV― EN■ROI CEA―

邸3ED PAPTICLESと いう題名で口頭発表を

行なった。またハンガリー人の共同研究者が欠席

したので、 L一 SHELL IONIZム T104X OF

OOLD BY 工 EAVY― 10N IMPACTの ポスタ

ーについての説明を行ない、質問を受けた。こう

した低エネルギー希電粒子による内般電離におけ

る相対論的効果はこの会議での トピツクスの 1つ

で、いくつかのモデルが報告されたが、我々の結

果が実験値 と最もよく一致していたo会 議では三

として内設電離の会場に出席し、多くの研究者と

討論したo

スターリングはグラスゴー、エデン′`ラと諄

形をなす点にあり、中部スコツトラントの占い町

で、会議中に古坂や美しい湖、エデンバラの家な

どへの速足があった。

会議が終ったうとすぐに0ン ドン、ブダペスト

を経由して、ハンガリー東部のデブレッツェン市

にある科学アカデミー原子核研究所を訪ずれた。

こ はヽかって筆者が 1年 間滞在し、現在でも協同

研究を続けている所で、研知所長で原子物理グル

ープのリーダーでもあるベレニー氏のもとに3適

問樽とし、これまでの協同研究の成果について債

蔚を加え、今後の研究計 画について打ち合わせ

た。消在中に研究所で、N」CLEAR Eヽ CiT

AT10N BI POSITRON ANNIHILFtT 10~

N及 び REL ATI▼ ISTIC E FFECTS IN

I NヽER一 SHELL 101NIZATIONと いう題目

で2回 報演を行をった。印者の内容は研究所の紀

要に範文として発表される予定である。

9月 21日 にブダベスト経由で東独のライプチ

ッヒに行き、第 2回 放射線相互作用に関する国際

シンポジウムに出届した。この会敵は東独科学ア

カデミーが主贈するもので、自由幽からは招待討

演者のみしか参加できない。物国と化学の2つ の

センシヨンに分かれ、 22日 から26日 までの 5

日間で、発表蕊文は 120編 、山用者は 10ケ 国

より約 100名 、そのうち日本人は4名 で、物理

系は筆者一人であった。会議の第 3日 の核脱腰に

ついてのセツションで、 POSITnON ANNIH

ILATION BY K― SEELL ELECTRONSと

題する40射 司の招待説演を行ない、同じセツシ

ョンの後半では座長を助めた。会議ではPIヽEな

ど放射線の応用に関する発表う多 く 物 理学者に

対する崖業界からの協力要請のE力 がといために

応用研究に時間をとられて困っているという共産

圏からの出席者に共通 した不平が聞かれた。

帰国の途中で、西独ダルムシュタフト市の国立

量イォン研究所を訪F‐Bし、原子物理グループの研

究者達と話し合った。

3月 20日 に日本 を出

発し、ヨーロッパで開か

れた 2つの国際会議に出

席するとともに、その問

を利用 してハンガリーで
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ギリシア、第 5回 光旬成国際会議への出店とサツク

レー原子核研究センター (フランス )での光合成初

期過程に関する共同研究

岡山大学  佐 藤 公 行

d研 究の町東を記して、成果報告 としたい。

1 容 5回 光合成国際会議  1980年 9月?日

から13日 にかけてギリシャJと部のマケ ドユア地

方で第 5回 光合成国際会敏が開かれた。このう韻

ヤ3よ 世界各国より800人 を超える光合成研究者が

参加し、「光合成のモデル系 」や「光合成の初発

光物理学的四ヨ」から「光合成と物21生産 」や「

太陽エネルギーエ学 」にわたる光合成研究のはと

んど全分野のPPH点 に四して凱沢、シンポジウム、

パネル酎愉会、ポスター展示が行われた。資源と

エネルギーの不足 と言う時代的背なもあって、会

説は大変盛会で活溌な諭出がR仰 された。私はク

00フ ィルI白 質に関する会場にパネルヽ揃者と

して出府し、またポスター展示を行 った。光合成

を特徴づけるF/D質のひとつであるクロロフィル (

乗報素 )は同じく金属ポルフィリン化合物である

Ila莱 や呼吸色素 の場合とはことなりその生体中

における存在状態の解明に多くの時間を要 したが、

収近の研究にようはとんどすべてのク。。フィル

分子は光合成初期過程の単位機能を担 う数種類 の

クロ0フ ィル 軍 自質複合体として栗緑体チラコ

イド凛中に存在することが切らかとなった。その

純化や性格づけに関 してなお多くの度煙 があると

は言え、このような機能的なク●。フィル蛋白質

aFr在 が明確化したことは光合成塩杷の実体的解

明のための確実な fと なった。

光合成機構の研究における他のひとつの問題点

は水の分解による酸素発生機行の解明である。こ

の点に関 してもWi n g eし やBi sと oPの 研究な

どからその実体的な解析 のヽ糸日が見出されよう

としてヽ`る現状かよ明らうX`さ れた。

会議は 3年後にブラッセル (ベ ルギー )で再開

されることを決定して故会した。

2 光 合成初期過程に関する共同研究  1980

年9月 15日 から 10月 14日 にかけてフランス

困立サックレー原子核研究センターのMIthis

教授のもとで光合成光化学系この初期反応に関す

る共同研究を行 った。MEthiS敦 慣ははやくか

らレーザーフラッシェ光分解法による光合成研究

〈特に光化学系Bの 反応中心近 %の 電子伝達系お

よび力pテノイドニ五項状態の形成に関する解析 )

を行っておう、非常にすぐれた設'ヤを持っている。
一方私は最近光化学系 ]の反応中心を担 うクロロ

フィル TH白 質複合体を高度に純化する方法を用

発した。そこで両者を祖合わせることによう光化

学系]の 初距D望 の解明に寓ldしようとするのが

この共同研究の主旨であった。両言ともこのため

に充分な押サrをしていたために、短期F「Dではあっ

たが予定 した成果をおさめることが出来た。ます、

この標品には二次電子供与体および二次電子受容

件が含まれておらず反応中心色系 (P-680た 5

～3倍 に濃絶 していることが明らおヤこなった。ま

た、これまでのところその本体が不明である。一

次電子供与体 (D)の 分光学的性質 〈酸化週元差

スベクトル ),【明らカヤこされる可能性を示した。

そのはか反応中心の状態と力。テノイドニ重項状

態の形成およびフェオフイチシこの光化学的反応

笥に関していくつかの新知見ガ得うれ、今後の大

同研究の継続が約束された。

良 ヽ

このたび貴財団の援助

によう表記の国際会議t

共同研究に参加すること

ができ、感謝しているが

以下にこれらの会敏およ
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西 ドイッ、荷電粒 子光学国際会議と困」H原子核研究

所での競同研究

大収癖  池 上 栄 店t

この国際会議は粒子光学関型の各界の研究者が―

堂に合して行なわれるもので、中高エネルギー粒

子光学から電子顕倣鋭、陽子ビームマイクロブロ

ーブに至るまでの広範な分野にまたがっていた。

9月 3日 冒頭にMI T(マ サチューセフツエ科大

学 )H A Enge数 授の序捕的説演、次に筆者の

迅Il学的効果に関する総合説演、更に筆者の日本

原子力研究所の新型核反応粒子スペクトログラフ

の報告があ り、次にスタンフォート大学の高エネ

ルギー73理研究所のK Brow■ 致授の総合討演

があり、当日の残りは―破離激であつた。9月 9

日以降は各面の分野の期演が続いたが、6Jj論の翔

)下 げは必ずしも充分とはいえす、国際会観の後

半は会の慶 う上がうに今ひとつという感を受けた。

しかし、これは本年5月 の 1 9 8 01t CNP ttlzZ研究

果会 (組織委員員 :池上 )と比暖した営びしい見

方であるとのそしりを角れないであろう。ただし

ギーセンの国際会議の多くの話題が新味に欠けて

いたのに対し、RcNP建 設以来の 10年 近くの研

像が国際水中を追,■こ凌対するものである野を印

象すけたのも事実である。

図はフランスの景気浮揚園栄として建設が進め

られているeANIL研 究所で計画されている核反

応粒子スペクト●グラフのワークショップの貢任

者ランジュバン教授 (囚みに教授夫妻はキェリー

夫人と有名なランジュバンの孫にあたる )の調査

によるほ中高エネルギー物理で活動中の世界のス

ペクトログラフの性能 (運動自分散 )と規模 (平

均粒子軌道半径 )の比較である。筆者の設建にな

るスペクトログラフRAI D「 はヽ総三邑 200ト

ンであるが、裕宣畳 1000ト ンを超える超六型 ス

ベクト0グ ラフ皿 S(米 国LおMPF坤 問子研究

所 )を含めて他のスペクトログラフと比較してE

倒的な性能を持っている。

このような次寄で、筆者の国際会議出席を協会

に大里スペクトログラフ保有の研究機関並びに前

述のランジェバン教授に招かれ、西独 くユーリッ

ヒ)原子核研究所を中心に、マックス プ ランク

原子核研究所 (ハ 十デルベルグ),オ ランダ(グ

ロニシゲン)核物理研究所 フ ランス (オールセ

ー サ クレー )両原子核、原子力研究所 ,ウイー

ンの I■LEA〈国際原子力機関 )を 2ケ月的にわた

0まわった。費国引水かも知れないが、現在設計、

CL設中のものも倉めてRAI DENを 超える分敵性

のスベクトロクラフは首無で、ここ救年はRAID

ENの 独現場である感を深めた。又、RAID ENと

現合し得る可能tLを秘めているのはユーリッヒの

スペクトログラフBIC LttLの みであることも

半U明した。

ユーリッヒの研究所に消在中、このス末クトロ

グラフBIG&RLこ 囚辺した興味ある0実 を発

見したので、近く発表の予定である。

荷留粒子光学団隊会議

は9月 8日から 12日 ま

で西独は大学部市ギーセ

ンのユスンス リ ービッ

ヒ研究所で開他された。
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西 トイツ、溶液内高速反応討論会

広島大学  安  永  達  也

昭和55年9月 3日 か ら

5日 まで西 ドイツGb―

囲階された「溶滋内高速反応討論会」に出席 し、

醐演と討論を行った。

上記引輪会はロン ドン化学会およびMaI― Pト

Eo●ヒ Ces。 1ls ch●F↓との共tLで、化学縁

和まによる高速反応の世界的研卿方であるMPI

で解階 されたことは極めて意載深いものであった。

本研究所は化学緩和法の開発者I Ei=oa敦 霞

のノーベル賞受衣を製磯にM●I～Pl●■●と I―

Es  t i  t uじ。 o F  Pヽ y  s i c■l  Cとon i s t r y

が拡壊され、新しい近代的建物に移転して 11部

F弓かううなってヽ`る。

参力,者は欧州の各国からは勿綿、米国 カ ナダ,

日本などから約 150名 で、日本からは京大展学

部広海教授、東大生産研高木助教授と筆者と害者

の助手佐野氏の 4人 であった。

本会の第…つ特色は 4年 をとに高速反応に関す

る並 TヽO SuEl10●  SOと 00Jが 東国ですでに

2回行われており、六体に予憶 された人々が参カロ

したこともあって和気あいらいの会であったこと

である。

いまひとつの特色は本討論会が有機 無 磯 ,生

化学 高 分子 ,ミセル エ マルラョンおよび リン

賠質4地 体など広範 なトピックスを菓め、さらに

高速反応測定装置の開発を主題 とした点にある。

中でもP5rschヒ o等の承容波中でのDNA9左

まさラセン摺造の確認の試み、PE↓ olの ラクト

ースオベロンとレブレタサータンパクとの特異的

相互作用の切究、E8ge ro等 のリンB自質小胞体

の超音渡吸収および筆者が発表した不均一
系の高

速反応などは、新しい研究分野として特寄される

ものである。また装置に関してはEgs ersに よ

る少量の載科による言渡吸収測定およびそのマイ

クロコンピューターによる自盛解 析化は注目に値

するものである。
一方会場となったMPIは いうまでもなく浴液

輸寄速反応研究の中心であり、会剤中各研究宣が

四政され、秀れた窪ほのいくつかを再度見学で宮

たことは、すでに 2回 にわた'妨 間の機会をもつ

客者にとっても得るところ大であった。今回のお

円でとくに印爵深かったことは、すべての副定容

が doし o ProcooS。 ■と迎結され、自動的に

部析結果が typ● o utさ れるよう装置化されて

いることである。これは何処においても同懐の傾

い〕てはあるものの、や っと 1台をlt段で忘た寄言

の研究宣 と比べて、まさしくその先的 脅行ってい

るという感じを深くいたしました。

参加者を見るに日本に比べて各国ともに高速反

応研究グループが多 く、かつ抑曜的にこの種の■

齢会おる 易に関はできることはううやましく思わ

れてと,な い。しかし発表内容、討綿を通 して、

この分野におりる日本の研究のレベルの高いこと

が憩められ、このような会合を今後日本で開くこ

とをお望する人の多いことを知う、気を強くして

いる。

中日には夕刻からD l a n e r  p ●i t ンが関かれ、

ショパンの ピアタコンサートがあり、 トイツなら

ではの寅出だと感心した次第であった。引統き行

なつれたKoot大 学を退官される0■ldin教 授

の高速反応研究の歩みと題しての特,U親演はこの

分野の研究の進歩の著 しさをいまさらのように留

銘づけたものであった。

最後に今回の出張に対してご援助下さった山田

科学振興財団に対して心から感謝する。
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3 0 - 4 1 9 7

百 ドイツ、可視 化に関する国障ツンポラウム他

京都や   鈴  木  健 二RB

山口科学振興財団より

泣こ食の援助を受けて、

よたつの国際学会に出席

して論文を発表し、また

その間の約 lケ月を利用

レッジに向い、四年振 うにProF SP● ldin=

に会い、最近情力を傾けている二相流ftの数値解

析について意見を直接囲くことができて、大変有

意敦であったoロ シドンからパリに飛び、同地の

百等技去学校のProF Cosseに 会い、ついで

ノやり郊外 ミュードンにある熱空気力学研究所で二

相流動の計測に関して説演を行った。

こののう ナ ンシーの電気機明工学研究所の

ProF Cosnet、 口欧に再び入ってカールスル

ーエエ科大学の PioF Durst、  ミ ュンヽ ンの

ProF StrEHbぞ 歴効した。ナンシーでは 電

気化学的計剛手法の応用、カールスルーエではL

DAに よる‖測手法の応用につ営調査し、ミュレ

ヘンでは液体金属の伝無と高レーリー数下の容母

内自然対流の数値解析についての最近のと星につ

いて調査した。こ でヽは、たまたまProf Or―

igu11に 会うことができ、またDI S● hm↓一

oとerと 1日交を温めることもできた。
″
熱、物【移動とこれに四rIした=し流村上に関

するランポジウム ″
は、 10月 6日 から同 10日

まで、国際伝熱センターとIU T)肛 の共lLによう、

ユーゴメラピヤのズブpブ ニク市で開かれた。こ

のシンポラウムは 当 該分野で:ヒ田を受けたもの

力瑠 付計波的に論文発長を行なったので、多加看

も約 50名 と小うんまうとしていたが、それだけ

に各討演の質疑も、総括質疑も大変濃密で、非常

に有益で 印 象的であったoま た、5日 間全員が

同一の部屋 でき諭した故で、多くの参加者と親し

くなう、この意味でも大変有意まであった。

最後に、9月 3日 より10月 13日 に至る 5週

間の間に多数の人と議諭し、発tRの多様さについ

て改めて考えさせ られた。これも、援助を載いた

山田科学振興財団のお蔭であり、謝志を表する次

第である。

してヨー。ツパ数ケ国において研究調査を行なっ

た。以下は、その成果報告宮である。

最初に出席 した″
可視化に関する国際シンポラ

ウム ″は、西独ボタフム市ルール大学において9

月9日 よう11日 までの 3日 間開llLされた。参カロ

者は約 200名 で、限定された計測手法に関する

学会としては8会 であった。参加者の専門分野 も

多方面につたっていて、可alt手 法への関心の多

大きを う かがい知ることができたが、結果につ

いての載命は、や 物`足 うなく口じられた。ルー

ル大学は三度目の妨問で、大会委員長のPIof

班orzti rc hを 始め数人の知友にも会い、シ会

以外の成果 も大とかった。

ボタフムぅさら、ゲツチンゲンのマタクス プ ラ

ンク研究所に向い、EF面近材のILttfVl造につき長

年研究しているDr Eo【 olman,と 識論を交わ

し、また彼の使用しているPr ind ti以 来の実

験とは等を見学した。ついで、オランダのデルフ

トエ常大学にISける石炭の流動杷然焼の研究、ア

イントホーフェンTT4大学の太陽熱エネルギーの

利用研究、沸賦伝熱の研究の調査を行なった。デ

ルフトの研究は、計画段階の 3年 前 試 顔装置の

製作段階にあった昨争こ比して、すでに予備実験

が終了し、本実験および流動、伝熱の基確実欧が

進行していて、大変有杢であった。アイントホー

フェンでは、ProF van KoPF● ■に国内誌

への太陽エネルギー^u用に関する寄稿の可能性に

ついて■診するよう依頼を受けていたが こ れ も

無5大 役を果すことができた。

オランダカゝら 東 国ロンドンのインペリアルカ
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られている通 り、ルネサンタの香 り高い美 しい町

である。英国人のナ イテ ンゲールが生まれ たのが

この町で、両親が この町の実 しさにひかれて彼女

の名をフローレンスとした由、またガ リレオゆか

)の 地で もあ る。

今年の IUPAC=階 国

際高分子シンポジウムは

9月 5日～ 9月 12日 の

温▼溢 冒者畠ぷ乱名

0 - 4 1 9 9

イタリア、国際高分手 シンポジウム

京都大学  伊 勢 典 夫

活発な討論ができていたように思われる。時間的

な制約もあり、また経済的な問題 もあって、この

運営方式を大IBに取 う入れることは困難かと思つ

れるが大いに参考tてなった。

筆者は高分子触煤のセクシgン でS●●tioこ

L●cture を 使積された。陶造との喪瞳を打ち

出すようにとのことで 最 近年言ちのグループで

進行中の高分子イオン溶粧のヽ線小内散乱と高分

子イオンの触嘆作用iCおける水和 脱 水mに つい

ての最新の知見をまとめて認演させていたヽいた。

高分子触媒のセクションについていえば、酵察固

定の最近の動向、高分子一銅錯体の期錬作用と高

分raHの ほ造との関tu、登屈キレート高分予、高

か子期棟の有機合成への応用奪興味深いトビック

スが鋭演されていた。また18造と物性の関連をめ

ぐる領域ではdo CooDeOら のスケーリングの

地mに よる展開が醸ぬされ、大きな示陵を与えら

れた。本 ンシポシウム終了後、CroEobl●

くRl■oddo教 授 )を妨間し、高分テイオン溶法

の中性子散乱実験の知見とX線 実験のそれとを比

破所摘を行い、さらにDorli■ (Scbn`bo l

教授 )、 Par is― S ECI`ン (」E■nint博 士 )

を訪ね、生体高分子溶江における偶造形成につい

て船演、討論を行 った。特にSa●1●】にれ ては末

発表の中性子散乱データを中じに 討醸することが
できて容発されるところがあった。

本シンポシウム出席が本財団の御援助により可
能になったことを特記させていたヽき感謝を表わ

したい。

立体規員」性高分子の合成方法を開発 してノーペ

ル束を侵与され、駐近なくなられたC NsttE

教授をlE念してこのシンポジウムが関かれた関係

もあう、高分子における冊造的規員」とという主題

により、全体のプログラムがまとめられ、さらに

紛 誇 成、分子打との決定、構造と倒能の関係、

医用高分手、光化学的応用、独媒性高分子、翠塊

関電と高分子という分類によって学術報告が行な

われた。フ●―レンスという立地条件も手伝って

か、疹加登録言300人 ということで、充実した

会醸であった。

本ランポラウムの運営でと思をひいたのは、

So● ↓io■ Loc tureと 呼ばれた招待alR演の持

ち方で、 30分 の理演時間のうと 15分 の討論時

岡が与えられた。通例、招侍調演は討臨なして終

るものであるが、30分 程度の話演時間ではます

ますまとまった説明が可能であ り、聞いている方

でも研究の背景や発想が比級的よく理解できて、
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― ヽ

8 0 - 4 2 0 3

アメリカ、事7回 「パクテリオファーラの形態形

成に関する会割

京都大学   藤  沢  久  雄

の研究生活をおくったS■。 Diog oの 友人に別

れをつげ、SEn Frincisco空 港を経て、小

さなプロベラ的でA4on toァ0ァ空港に着く。研究

集会のあるAsilo印 arは 空港からリムジンに乗

って約 10分 、太平洋にのてむ 「17マ イル トラ

イブ」というアメリカ西椅岸で最も実しい満弾線

の起点にある。緑の林のなかに、こしんまうした

会醸場とそれに附属した質系な曖重のある電物が

点在する。

研究集合の登録が 3時 にはしまり、5時 からカ

クテルフ`一ティ、6時 から夕食会がもたれたが、

その出、なつかしい人選 (あ る人は 4年 前の第5

回研究界会で知 り合った人であ り、ある人は論文

を通してよく知っているがはじめてお目にかかっ

た人である )との政弦お理 しめた。

研究集会は7時 にDr Woodく UHiv Col―

or●do)の 短い開会の群で始まった。予告では

10分 間の説猥と5分 側の討綿で各自の持時間は

15分 とされていたが、分子生物学を生みだした

ファージ研究者の研究案会がいつもそうであった

ように、時間を気にせす、融演時間が 15分 より

も長くなっても巴長からの■切うの注意 もなく、

討論の時間も充分にあたえられた。このような調

子で会議が進行したわけだから、予定された時側

内で終るはすもなく oマ 001■ 8 sessioコ

(年后 7:00-10:00)は 毎晩 】1町 40分 頃

までおことわれた。それでも時間が足 うす、特,U

に4fter一 ooon sessioど (通常仰言は〕)

てある )を もうけ、やっと全演題 (約 80)を 消

化し、 17日 正年に研究票会は終了した。このよ

うなことが可能だったのは、この集会が通常のマ

ンモス国際会議とはちが って、参加者数約 30名

の小規模なものであったことにもよるであろう。

考えてみれば、全世界からファーラの確造形成の

研究者が菓まる2年に一展の研究集会なのだから、

一つ一つの融演に充分な時間をとって議論をつく

すことはありがたいことである。

研究集会の内容はPr。 ●●●dingoと して出

慨されるので省崎させていただき、果会に出膚し

て慰したことを述べておこう。ファージは他の生

物に比べて遺伝情報が少なくかつ日 の々突然変具

体を得ることが比較的容易であることから、形態

杉屈過程の遺伝的支配の様相は多 くのファーシで

明らかにされてきた。しかし、その遺伝子支配の

実体、Flち、形態形成に関与する遺伝子産物のも

つ性質がどのようなもので、それか柳 造形成にど

のようにかかわっているのかといった分子alWに

ついてはほとんど向もヤJっていない。今回の研究

果会の中心的括題はまさにこの点で、形ほ形成に

関与する過伝子屋物が形態形成中間体の構製、そ

れらの機髄やlTJ造の解析、それらを用いての形態

形成反応の再相成奪に関する報告が鯵 くなされ

た。

研究集会は、これらの課題についての研究は始

まったばか りで、ひさつづき研究に梅力的にとうく

くみ、その成果をもって2年後 (1982年 )に果

まろうというDI King(MIT)の 群で閉した。

研究集会は短期間 (3泊 4日 )であったが毎晩

おそくまであったので、終 うころにはフ`テ気味に

なったが、 sessionや orF― sessio■ を通

してえた infor四 atioこ は今後の自分の研究

にとってきわめて貴重なものであった。稿を終え

るにあたり、研究集会出FmFを援助して下さった山

田科学振興財団に心から慰謝の意を表したい。

漂品
9月 14日 年前9時 、

2年間 (197ケ イ 6年)
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インド、ランポジウム″
配位化学の新 しい動向

″

名占昌大学   日  中  元  治

将
〉/

10月 6～ 3日 の 3日

間 、Bombェ ンの Tヽ c

lns ti tll↓● oF S―

olonc● の Dl● mo nd

」u bll oeを記念 して シ

Intern dtion● 1

S)mPos ium《 CJ。 一

thralo C。 血Pou―

nd s ond Molec―

tll a r ln●】dsi oこ

討演は幸い大変好評を得たようであ った。

そのうとは構造部会 と溶滋部会に分れて、研究

発表が行われた。 10月 か らインド人は冬だとい

っていますが そ のをいことは想像以上でした。

その中 を3日 間無心な討論が続いた。昼食は研究

所で参加者引司毎 日立公 で一緒 に長 ったが、イン

ドに多い実 食主義者に合わせた食事て、ただス′ヾ

イスのみが舌にgじ られ些か閉口 した。

このような割確化学のシンポジウムが開脇 され

ている研究所 を―夕出ると、乞L「があふれ、家を

持たすに歩道 で使を明かす甑室の人達が うどめて

いる。またデ リーで宿泊 した Indi● E IE S~

t i  l u t o  o f  T s c h n o l  o g yの ゲス ト′ヽウス

は、手入れの行 き目いた芝生に囲まれ、ブーケン

ピリヤが咲 営=しれ、リスが大LHの陰にたわむれて

いた。ゲス トハ ウスはlP4男が 営いて外の2さ を忘

れ させる。朝は Bo3 Tecの サー ビスで目党め、

英国風のJ宙 な朝jttを摂る。このゲス トハウスに

並んで を 生の自1庭つ きの教授の官舎や舶員のア

パー トが続 く、その研究所のキ ャンパスを一歩出

れば 悪 史と目を蔵いたくなるような貧困、全 く

チグハグとだけい ってすまされないような強烈な

対み 。このような貧囚の中で彼の国 、彼争にとっ

て基匝研究 とは引卒何なのだろうか 。数限 うな く

旧に した想像をはるかに越えた貧囚の実体を思い

出 して胸 を痛 めつつ帰国のおについた。

ンポラウム″
H。 さ。in Trcnds l■  Coo一

rd in●tion Chemistry″ が劇はされ、

その特B」軸演 に招待 された、山田科学振興財EBか

ら茂航空の 二部の援助を受け 、このシンポ ジウム

に出席できたことはキいなことであった。同財団

に 心から感謝 してい る。

シンt9ジウムは 6日朝の登銀にひきつづ営 9時

30分 か ら研究所所長のB C Ha13■ r教 授の

統迎の群に始ま り、シンポ ラウムのスポツサ ーを

代表 してインド財界のS C Somoni氏 の法拶

来由としてインド政府のMisisけ ン lo r

S o  l o n  c e   T o c h n o l o 〔y  ●n d  S P E で。

の次官 ▼ N P● t i l氏 うの祝辞があった。

氏央のうとの Toこ b r o● t ( c o f r e c  b庁

O  E l tではあ りません)につづいて、私の特別期河
″S t a b l  l l l y  J n d  n e s c L i V i ` y  o f

H o し, i  C o m p よo 【o s  i n  S 。1 。t i o ■″

が行われた、l~民の階勢 宮は朝か ら30℃ を超

える暑 さで、天オの大きな扇風機が生暖かい湿 っ

た空 気をか きませていた。 1時間の討口のあ と、

カナダか ら出府の Prof Sa rtェ r(ト ロント大

学生化学教室 )は じめ敬人から熱心な質問があ り、

80-4217

ポ ーランド、クラスレー ト化合物および分子包接現

象国際 シンポラフム

!諒大学  岩  本  振  武

PS enomeD A】 を正式名称 とするこの国際研究

集会は、ポー ランド科学アカデ ミー物理 化学研 究

所の主催によ う、 1980年 9月 22-26日 の 5

日的 、ワルツー市郊外 ヤフランカにおいて、ポー

ランド3 6 名  イ タリー 1 4 名  チ ェコスロ′`キ
ー2 6 -



ア5名  ハ ンガリー4名 ,英国3名 ,ベルギー ,

な ,酉独 ,米国各 2名  オ ランダ 日 本各 l名の

計 72名 の参t tlを得て聞かれた。三階国とイタリ

ー以外の各国からの参〕『者は、包接現象の化学に

おいて既に実績のある町究者が大部分で、筆者を

合めて主階者側から特に参加招請を受けた全体説

演発表者が多かった。この主題での国際研究集会

は今回が初めてであり、最近ポーラントとイタリ

ーの研究者間で共同研究が進められたことから、

ポーラントが主階国となう、イタリーからこれに

次ぐ多数の参加者があったョ

分子包接現象の化学は、縦機化学 有 磯化学

物理化学 分 析化学 生 化学 応 用化学の既成専

門分野につたって積断的共通性が見られるが、こ

の集会ではそれてれの専門分野を具にはするもの

の、共IE点を重視した全体離演 とそれに続 く十分

な時間を費 した総合酎綿に中心がおかれた。連 日、

年前9時 よう年後 2時 までこれらの識演と討綿が

行われ、年後 3時 からポスタ…セッションの開か

れた日も2日 あった。

St4効演は、各題包接化合物の合成 れ 造 物

性、結晶化学と分光学、分離手段への応用、生化

学的関題 、エネルギー状態、有騒合成反応への利

用などの内容にわたり、また、とう上げられた包

接化合物も、金属踏体 ク ロマン シ クロデキス

トリン ク ラウンエーテルなどの階ホストと題々

の照的および有機グストとの組合せになる多琶多

彩をものであった。害者は9月 25日 に ″ホフマ

ン型および窺似巳棲化合物の化学における最近の

進歩
″
と題 した全体隷演を英語で発表した。

包接現象に的をしはって各分野での第―線の研

究者が発表した全体隷演と総合討臨は伍めて内容

豊富かつ活発であり、この国際研究集会は科学的

実 うの多い、成力した集会となった。これらの成

果を基礎にして、今後、分子包接現象の化学に関

心ある研究者を国際的に組織化しようとの動きが

始められた。

今回のシンポジウムの組織委員長であるポーラ

ンド科学アカデミーのW Kemは 1●致授は会期中

に全体討演者を中心とする
″
各国代表 “〔招菓を

かけ、その
″
代表者会談

″で 1今 回を第一回とし、

次回は 1982年 9月 寄 2週 にイタリーのパルマで

阿はすることとする。 2例 えは ItTPAC物 理化学

部会に分子包芸現象の化学に関する専門分科会を

設置するなどの国際的祖撤砲運動に身力する、の

2項 目が立案され、最終 日に全参加看の全体会議

で合意が成立した。 イ代表看会敦 宙々ま日本から

唯一人参加した害者も加わったが、観 して欧州ヽ大

陸勢が多数をもめていたためか優勢であった。押

され気味の日本突 3国 は そ れぞれに水中の高い

四迎研究者を国内に多数擁していることを理由に

結束してこれに当う、国際的植級化運動の推進に

おける発笛梅の留保に成功した。

今回の国際研究果会において、ヨ法を学研究上

の学問的収確を得たことはもちろん察者の曽びと

するところであるが、国際的組織化置節の開始時

に筆者唯一人とはいえ日本の関連研究者の代表括

を得ることができたのは、今後に影響するところ

に少からぬものがあるであろう。これは全くもっ

て貴財団からの御援助の賜物であった。ここで宮

びと共に,く 感謝の思をまするよ第である。

3 0 - 4 2 2 4

アメリカ、 ( T l l _ x i【

北海道大学  部

)2q単結晶の磁性の研究

福 仁

鶴
・録
違

昭和 55年 1 0月 1日

～ 11月 3 o日 の 2ケ 月

間アメリカ合衆国中西部

の IE d i  4 E O州 の大学

町下es t  L a F a F e t―

toに あるPJ rd● o大 学で′`ナラウム酸化物の

結晶製作と比熱測定に従専してきた。当初の予定

ではPurdu。 大学材料工学科教授里洋氏の指導

で くTi卜 」▼【)2句 (【 =は 04,01)単 結晶の

製作のみを行う予定であったが、少し無理をして
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N EX▼205の 試料製作とこの物目の比熱測定を

物理学科教授P H Koosom氏 と共同して行 う

ことにした。従って時間的には忙しくC,sta l

Crowtと F■ci lj tンの技官 San dberg氏

およびKo esom研 究宮の人々にすいなんお世話

にな った。結晶製作は 1個の設科を作るのに2～

3日 必要であう、S●ndberg氏 は上、日曜の本

日出勤等 もして協力 してくれ、当初予定した以上

に(T ll_.Vxぁ亀(X=0,は04 cl)単結晶(
1旧 10～ 20g)を 2～ 3個 づつ作ることかすで

きた。電気炉 は小さな もので 50 8程 度の初末載

14の入 るモ リブデ ンルッボをタングステンヒータ
ーで加熱 し、 20 0 0● 以上の高温で回転引 き上げ

法によう製作した。回転引さ上げはモリブデンチ

タプを溶出した試料につけ肉眼で結晶成長の速度

を国測しながら、引さ上げ■i度 および炉の温度鋼

節をおこなった。′`ナジウムの濃度が増すと融点

が上昇しバナラウム決度により説科製作条件は大

幅に変える必要があった。始めこれら条件を見つ

けるのに吉労し失敗 を重ねたが、母‖れるに従い大

きな単指晶をいることができた。

最後には 20ほ の 10%Vヽ T12亀 の単結晶を

作ることができた。これは Scndberg氏 も今ま

での最大のものであう、これまで 10%バ ナラウ

ムが入ったくT il_【V、)2o3単 結晶は大きなも

のは作れないと思 っていたそうで大いに喜んでい

たo多 少強引ではあったが無理 して 2ケ 月間集中

的に働いてもらった成果であると思 う。P uF dlle

大学のcryoし ol Growth Facilltァ イよ

化学学科のJ LI Honig教 授の指導で運営され

ているが冥に良 く害備されてお)実験宣で彦要 な

電気炉関係ではすいパん参考になった。またこれ

ら単結晶について現在磁性 (特 にスビングラス )

の研究をおこなっており今後成果を発表していく

予定である。
一方N■x V2鶴 の比熱測定に関 して、先にも述

べたように単結晶はPurdoo大 学でヽが製作し

【。eSon研 の協力の下で比熱測定をおこなった。

剛定温度範囲は03～ 60Kで 断熱法によう測定

した。▼2島 は斜方晶系でrFF体 であるが、N●が

1個の電子を供給するので▼・ になうNど、L母
は磁性体であり、また 1次元導体でもある。20

K以 下のほ温では、NExち 亀 (住込昼 x=020,

c33,035,040)も 絶線体であるが比熱は格子

地熱と20氏 以下で顕者な温度に比例した磁気比

熱とからなる。帰団後この比熱の解 析を始めてい

るが、格子比熱に関 しては3決 元的格子比熱のデ

ベイ温度が低く20【 以下の低温で 3次元的これ

よう高温では 1次元13子比熱が重要になる。この

結晶は基本的にb的 方向に伸びたV-0原 子の

11さo cr oと ェinで 出来ており、cS Ii。間の

結合は55く大きな空間が トンネルの如 くb帥 方向

に空いている。NE原 子はこの intersti↓ i al

siteの 空的に容易に拡敵する。ほ温の磁気比無

はランダムな 1次元的なV4■ _。LEinに よう生

するものかどうか今後の問題であるが磁場中比熱

(H～ 28、Oo)も しておう今後解 材す る予定で

ある。行に x二〇33の 結晶はNEが iOtersじ ―

itiol siteに 規月」的に入 '約20【 でメタ磁

性になることが知られており、この比無測定も今

後Keosom教 授との共同研究 として続ける予定

である。
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8 0 - 4 2 2 7

西 ドイツ、助発題および発殖プ。こ―ターの生わ学

的作用に関するシンポラウム

埼 玉魁 がんセンタ 研究所 稽 積 本 男

恐 ,ぃ中
_      団 の援助を受け、ヨー。

遼務  ;を1:j脅号暑骨骨号
合わせ等の約20日間の旅行を無事終了することが

できたことを御報告し、心から御卜し申し上げる。

今回の旅行は昭和 55年 10月 7日か ら10月

27日 まで、フランス ト イッ ,スベインにおけ

る主な電研究的関における招へい触頂、研究■ろ

合わせ、および西 ドイツ フ フ``リアにおける国際

発電ブ。モーターシレポジウムの的晴と研究髪芸

が目的であったo10月 3日 、ヨー。″パの第 1

日は、国際電研究関関 (In↓。■oation41

Ageaci fOT Rese,ァ ●h on CBncer)

のあるフランスのリヨンにこ」脅し、同研究機関の

山崎洋田士と研究河ち合わせをした。翌日、 10

月9日 、国際ね研究所を筋間し、日ldl病細抱の正

常分化覇喜と画化学療法の新らしい方向という演

四の覇演を終え、同研究所長Toale t i s鱒士、

生化学部長Montes● ■o円 士等と討臨し、極め

て有査な思見を開くことができた。また、識演会

場にはアメリカ彊学会閣関応C,ncer R● s●一

archの 編集長で発宿研究の大家■l●8oo時 ヽ

眉られ有益な討綺をすることができた。S2日、10

月 10日 、リヨンを出発し、ドイツのフランクフ

ルトからハイデルペルクにOu看、 ドィッ国立がん

センターを訪PD5、今回のエルマウ域における国際

発窮プ。そ―ターシンポジウムを主隠される同が

んセンターのIIo cと●r致授に会い、同教授の研

究宮で活発に研究を推進している者手の研究者か

ら研究状況を聞き討論した。ク。トン油から現在

発殖プロモーターとして最も強力をホルボールエ

ステルを単離し、化学ほ造を決定した、世界の発

箔プロモーター研究の最前線の研究室を訪れるこ

とができたことは大変有益であった。

10月 12日 、ハイデルベルクからミュンヘン

を経由して、ババリアのスイス国境に近いアルブ

スの白雪をいただく山の近 く、針tF闘と十の披牧

場に囲まれた発垣プ0そ ―ターンシポジウム会場

エルマウ域はこ1着した。この会場で10月 16日

まで4日 間、約200人 の発電プ。モーターの研

究者が騒めて活発な研究尤まと討論を続けた。た

ほ過程の二段FFf説を提唱し、発電ブ。モーター研

究の今日の発展の基礎を東かれたイスラエルの

3●rcntidぃ 博士の開会のn演 に始まう、ク。

トン油中の強力を発電プ。そ―ター ト ルヤール

エステルを単離したドイツのFl●ぐ【erWiの 発

日ブ,モ ーターにDgする総括的な勲洩が続き、熱

気をおびたシンポシウムが開始された。シンポラ

ウムは特に招へいされた研究者の難演と、ポスタ

ーセッションから成り、動物および路養細抱レベ

ルにおける落迎発殖ブ,モ ーターの演索、作用機

ほおよび発電ブ'モ 本ターの予防に関する研究に

まで及び、新知見と極めて清注な〕綸が続いた。

発暦のイニシエーターによってイニンエイトされ

た細胞の本体、この細抱を悪性のほ細胞にまで変

化させてゆく発電プ。モーターの分子レベルおよ

び細砲レベルにおける最新の知見と今後の研究課

題とがこのシンポラウムで浮きはうにされたこと

は予想以上に大きい収陵であった。事者は、発電

プロモーターによる自血病細抱の正常分化誘導の

修飾が、細抱培養液中の血清成分に者しく左右さ

れることを発表した。この新知見については、シ

ンポジウム出席者全員の合向討論会で何全の'メ

リカのEolt2● r市士に最初にとう上げられ木

発表の進行中の研究状t,まで説明を求められ、こ

の研究分野の関心の深さを思い知らされた。

このシンポラウム終了後、 ミュシヘンのマック

スプランク生化学研究所のZilll督 博とと研究

打ち合わせを行ない、 10月 20日 、西ベルリン

のベルリレ自由大学案学部において、同業学部欧

授、Maursr膚 との司会で、白血病細抱のに常

分化誘導に関する把へい尋演を行をった。その翌

- 2 9 -



日、スペインのマ トリードに到着、 10月 22日

は、スベイン国立医学研究センターのGoSal―

vez博 士の司会で、マドリート大学医学部で再

び白血病細抱のこ常分化露導と適化学承法に関す

る招へい話演を終え、多くの有益な討論をするこ

とができた。 10月 23日 午後、ヨーロノ′ぐ最後

の訪関地、フランスのパ リにξ」岩、フランス国立

毎 1 9回 酵素活性及び

う成ⅢJ仰に関する国際 シ

ンポ シウム ( N i n o  l o一

on th I● Loloa ti―

onol Symposium

医学研究所、J ssmin教 受と同致授の最近の白

血病に関する研究成果を聞き、われわれの研究成

果を話して今後の研究脇力を約束 した。Jssm h

教授は都合で翌 日は会えず、ヨー。フパにおける

残 うの 2日 間はパリで休養と、ルーブル実術鮨の

名画を眺め、晩秋のパリを後に 10月 26日 帰園

した次第である。

8 0 - 4 2 2 9

アメリカ 常 1 9回 酵素活性及び生成IJ御に関する国

際 シンポシウム

京談 学  村  地    孝

o ■ R o g o l a t i o o  o f  E n z ンm o  A c t i ―

vitァ  ond Syn↓ Losis)は 米国インラアナ

ポリス市インシアナ大学医学部学生会館特別会餞

宣を会場 として、 1980年 10月 6日 、7日 の向

日にわたり開|はされた。本 シンポラウムはインジ

アナ大学医学部ウエー′`一(C● org● Wsber)

教授により毎年 1回細触 されているもので、特に

そのfEの 主国をもうけはしないが、それぞれの

年代に多 くのltl心を果めた話題を中心に30名 程

度の参加者にようク0-ズ ド方式で十分な討議を

行う会議である。

参"日者と主題

本年の多加者は30名 (内演者 26名 )で 、米国

19名  ス ェーデン ,ソ連 ,日本各 2名 ,英国 ,

カナダ イ タリー サ戻 ドイツ 四 ドイツ各 名ヽで

あった。それぞれ約 1時間半の次の各セッション

がもたれた。こ常及び極蕩組織における調師、細

抱増殖の例御機厚、リボヌクレオチド退元酵果の

調師と化学療法 酵 素活性の,」御を介する罰frd

細砲 レベルでの海質代謝制御、化学療法に対する

垣ウ細胞の酵素学と示標、生物活性霞白質の榎合

相互lFR、 遺伝子発現の詢Frdに係る諸現象。

再 2日 目の夜、スエーデンの B A Nordo一

、stjold呼 士による「ヒトワt価及びリンパ田脂

狭上の有潟な廟床政査示慨 」と題する時IJ訓演が

行われた。

加減 討 憩の服要

J本 11仰には遺伝子レベルで行われるもの ま た

!E白質の生合成レベルまたは主合成後のレベルで

行われるものなど多様な諏Ilblttllがあるが、この

レンポジウムでは、それらのレベルのどこに力点

をおいてⅢ出するというような輛 うはなかった。

しかし、逆に討載の力点がしはられていない感を

も宛がれなかった。ウエーバー教授自身の研究方

向 も反映してか今回はメクレオテド畳元酵累をめ

ぐる話題が多く目についた。それに比 して、酵煮

質白質の修町 (プ0セ ツククを含む )についての

括題は少数であった。また、本シレポラウムのま

掴から直観されるア。ステリック調師に関する括

壇はほとんどなく、時代の流れのはけしさを埼慰

させられた。アロステリック効果に係る話題とし

て、解猶系諸酵素をゲル内に固定化した場合の自

己制御についての研究報告があり、約抱内機構の

シミュレーションとして興味深い成果とほわれた。

地ヽは細抱内カルラウム依存性プロテアーゼとそ

の制御因子の発見について報告し、多 くの示唆に

宮む質問 討 毒がえられたので、多加の目的を十

分ヤこ達 したものと考えている。

討演内容の出版

ランポラウムにおいて報告された研究成果はPe―

rttBmon Press(0、 Ford and New ヽ も一
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rE)よ うA3vsEOeS itt Enz〕 EIo Ro〔 ―

。loい o■,v。luDle 19と して出仮されるこ

ととなっている。刊行は 1981年 夏の予定て ある。

所   感

本シンポジ'ム はその名の意味するところを公平

に取扱 うには余りに小型の会合であ)、 また、余

うにウエーバー博との色彩の波すぎるものであっ

た。しかし、毎年行われて、そのス慣として把え

昨秋京都で開他された

雰3回 国際昼子化学会蝕

(委員長福井鉢―京大教

授 )に中国より始めて4

名の量子化学者が参加し

るならば、この領域の世界の進歩を記録する忘姜

があ う、その意味で、わが国からも今後も何人か

の参力日者が引航営あることを希望するものである。

最後に本シンポシウムヘの派遣援助をご配慮い

ただいた本財団に厚く御 しヽ中し上げ、この報告を

終えるものである。

8 0 - 4 2 3 2

中宰人民共和国、 R s c , n↓  t O P i● 。 。n  t h o

印o l ●c u l ●ょ o i b i t B I  ↓h o o I )

名古屋大学  加 藤 憎 史

た。これがjll織となう、今回京大幅井都一教授大

変、同助教授山辺氏と小生の4名が中国を効円す

ることになった。招潤の中心となったのは中国の

ユ子化学研究のセンターである長本の吉林大学で

あり、公民には中国政府致育部である。

10月 3日成田発Jヒ京到者。山辺への咋秋来日

された北京8nに大学対教授、吉林大シ、教育部の

関係者と潜在中の打ち合せ后、 5日 空略長吾に到

者した。空港には、吉林大学 長々訴理論化学研究

所 長々でら う、中国の量子化学の最高指導看でtr2

る唇学長始め、昨秋来日された孫 江 両教授 ら多

数の出迎えがあった。現在中国には約 600の 大

学があり、4人組追故后、人試“J度の復后、教育

研究体制の整備発展が急がれているが、教育現代

化の重点施策の一つとして教育研究の水革向上の

ため80の 三点大学が指定されている。この吉林

大学もその一つで、物理化学部門がとくに充実し

量子化学研究のセンター的役割 も果している。同

時に外文ス日轟科も同時に先進的19割を布 ってい

る。 6日午前同大学訪関、学内見学を行ったが、

調満も充実され 中 国製に混う 日 本製の最新の

実験測定機器も数多 く導入されていた。また図書

館には新 日の中国の図書が勉本と配置されていた

が、に学Bt係の日本語図書の充実が眼をひいた。

この日の年l.よ う、福井教貿の反応性を中心 とし

た訓演をlFFR初に、加藤 (Liロ クラスターの仰造と

安定性、イオンの電子 振 llJW造の呼折 )、 山辺

助教授 (合成金属、井品質カルコーゲンの征子状

態 )の分子H九道の応用の拙壊がスライドを用いな

がらIE日行われた。討演には日本語の流暢な果北

師砲大学の3教 授 (量 子化学専攻 )が並ぷとして

終始つ営そDれ た。多加者は研究者を主IAにし'こ

敦十名でを学長もつれに出席され、熱心な討騒に

も終始参加された。熟演后の質問も数多く、それ

ぞれ自身の研究分野への理論イヒ学の適用具体化に

関聯 したものが中心で、参加者の量子化学への強

い関心と意軟が示されていた。一理の討演の終了

后、仰言一杯唐学長を中′心とした中国の理論化学

研究者 とつれつれ 3名 の自由討論がもたれ、中国

の今后の理摘化学発展に向が必要かが中心テーマ

として率直な意見の交換が行われた。この討.noに

は長署市内の各大学 研究所はもとより、大翌、

北京、上海の大学、研究所からの参加もあり、中

国化学者の理論化学に対するとい関心に驚かされ

た。事実 重 点80大 学ではi手 化学は必須科目

として討義されているという。長春湾在中、同市

の地質学院、中国科学院応用化学研究所をも訪れ

たが、前者では区大な国主と未開発資源をもつ中

国の重点施策の一つとして地質関係の大学年美生
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お率 2千 名に及よこと、また后者では中国に比較

的多量に唐出する希士願を触原 とする高分子合成

など中国の実情と合致 した研究体 Jヽが着実に実施

されていることを知うえた。

10日 長春発北京に向い、 ll日 午白〕中国化学会

主階の桐井教授の説演 そ の夕中国教育部の招安

があり、歓青部夕陣 務局=自」局長を中心に中国の

教育現代化の政策、日中学術交流促進の方策など

飼歳のない話し合いが行われた。12日 北京発上

揺到着。 13日 午前導東全成の化学者を対象とし

た福井教授の説演、その年后上海の各大学、研究

所の理描化学者とわれわれの間で最近のαらの理

論研究を中心にした討論が行われた。14日 上活

発41国のとについた。現在中国では現代化政策が

熱意をこめて開始され、その一環 として日中学術

亮荒に政府、学者ともに強い忘欲とお望のあるこ

とを体験 し、また中国関係者と温い交流を深めえ

たことは今回訪中の大営な成果のひとつであった。

30-4239

ユーゴスラビア、熱 質 曇輸送 と言trt慨造に関 する

Icm『 /1〔TAヽ「合同国際研 究会醸に出席 して

京都大学 腐 津 家 久

常力的に行われ 、その結果 、従来まったく不規則

と考えられていた乱流灸助中にかは ,規 員U的で空

間的に組繊立 った大規標渦運mの 存在10A発見され、

これが熱 物 質を台んだすべての言L抗現象 できわ

めて重要な役割 を果 たすことが明 らかにされた。

本会議は、舌し流研究のよ新の知見を各分野か ら持

ちよってこれ らの乱流 フロセスを協同して解明 し

ようとする国際会霞であ り、エネスコの下部組織

である IC ttT(InL● r■n tional Center

for H● aL and ll,ss Trュ 」sf● r)と

IUTALl(Inter■ ●tio■ ●1 ビ nio■  of

Th● o■otic● 1 ● nd APPlicd 立 ●Ch~

■■ics)が 主檀 してユーゴスラビアの トブ0フ

ニクで 1980年 10月 6日 から 10日 まで行われ

た。会議の運営や討蔑を活発に行い、実質的な成

果を上げるために、専門委員会が園際的著名な研

究者を約 100名 選考 し、招待 したが 、昨今の国

関政治情勢を反映 してか 、特にソ連 を中 bと する

泉欧か らの研究看の欠府が 日立ち、会議出晴者は

全員で 47名 (内 日本 人 8名 )と小規模となう、

若 千残3で あ った。 しかし、La n f e  r ,  K !●―

banorF, Zariさらの大売也をはじめとして
A n t o■ 1● D u r s t  Pは l c o , Eぃ o s●―

i n ,  ■ a n d●b Jら の毎―親 の研究言全員と5

日側会級に何届 し、活発に対題を行い、情報交換

がで営たことは大さな収ほであり、このような小

規険な国際会甑だかうこそ可能になったものと思

われる。尭去論文敗は合計 36編 であう、会観は

年前の部が 8【 30～ 12100、 年後の部が

16:00～ 20:00と 南国的な二部制で「Jわれ、

各論文の発震時間及び引級時間はそれぞれ 20分

間及び 10分 閃であり、各セッラョンごとに総拓
rl最が約 1時間行われた。

各者は、「岡水時流れの組織立った岳し流門造に

関する研究 」と題する説演を行った。本証演で、

開水略流れの河床近傍にもurs ting現 象て代表

される組織立った問運動が存在 し、これがitれユ

ネルギーの発生原因であることを明らかにしたの

ち、実河川ですでに観察されている自由水面近く

の boi l現 象や並列らせん流などの大規模乱流通

動との関連性を論じ、注目された。

全会議をlaして賢底 となった点は、(1)組織立っ

た舌し流寝造をどのような基準で候出すれば最も合

理的か (勢組粒立ったiし流信道をどのようにモデ

ル化し、コンピュータ予測を行ったらよいか G)
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過去 10余 年間に、抗

体物理、阻械工学、航空

工学 、土木工学 化 学エ

学寧の各分野でせん断乱

流に関する墓健 的研究が



流速が速く、レイタルズ数が大営くなったときこ

の言腕 構造はどのように変化するか “癌終的に

乱流をtl御することは可能か、などでろう、今後

の研究課題 とされた。本会議は初めてのユみであ

山田科学振興財団の昭

和 5 54FE海 外派迫援助

により、大型X棟 包測符

畳 一Einsteiど Ob―

serb● t oI】―による

ったが、数々の成果を残 して成功要に終わり、こ

の会議録果が思 米国II●山isPher● 出版社か

ら出版され、今後の言し流研究へ国際的指2Lを与え

ることになっている。

0 - 4 2 4 6

ア メ リカ、 T b o o r e t i c d  l n し ぐI P r o し 4 し'

o ぅ o f  E l ■ s l ●1 ■ O b s e r v ● t o r 】 D a t ,

立敦痔 蓬 茨 霊 運

観測データーの理論的解釈のためにHoivord

も mithsoniこ o Centcr fo■ Asti―

oPhys iosへ 行 った。日・Ivard一 Smith―

soni● n  Cen ter  f or  As troPttyiosヤ ま

H E I v ●I d  C o l l o g e  o b s o 【v  e t o r y と

S m i  t b s o ■l a n  A s しょo P L y  s i c を1  0 b ~

seiv■ lo rァの二つの研究所が一人の所長によ

り運営され、研究者 だけで 120人 、それに研究

所に勧める船 員と小数の大学院生を台めると全部

で450人 もの大 営を研列方である。7つ の研究

部門に分れ、筆者はHigh Enoig,Ast【 ―

。Pb y l e sと T h o o r e t i o o l  A s t i o p h―

ysicsの 両方で研究 した。

土昭 日と日昭 日は休 日で、Wo● k DEン まに1=

毎 日のように コロキウムがぁ り、研究所を訪れた

研究者や研究PT内の研究者による色々な分母 の話

を聞 く事ができ、大変勉強 になった。

当研殉研では二 としてヽ凍パース トに関する仕

事そした。X線 バース トとは銀河の中心付近に存

在すると考えられているX凛 源が突然小爆発 くパ

ース ト)を 起す現象で、爆発状態の解析か ら中性

子星表面での核爆発が原因であるとの解釈がな さ

れてい る。ところで、それぞれの三 々にはその質

量に関係 した限界光度があ り、通常の状態ではこ

の限界光度 〈Eddingし 。n Limit)以 上に明

るくなる0は できない。ところが、日本のX嫁 衛

畳~FEIuObOと Ei]stein Observnt―

or}が ほほ同じ時期にX線 バーストの最大光度

が慎界光度以上になるうしいEllを発見した。筆者

は中性子阜では‐曖13対論的効果が工要であるこ

とを考慮 して、X線 バーストの観Jlデーターが明

らかにIR界光度以上を示す爺文を作成した。また

当研究所のJosb Orindi4】 贈士その他の人

逆と陶力して、X線 ′ヽ―ストIl象がこれまでいわ

れていた中性子星での核鯉発とい 理 釈が良いの

う'どうかを打央討した。

結果はまもなく発まするが、中性子星がない触

場をもたないかぎう限界光度以上になることは不

可能である。また、もし中性子星が強い磁場をも

つならば、中性子星の回転に伴い 線ヽの定常成分

が周期的に変動するはすである。ところが、判個

のX線 本―スト源についてEl■ stein Obs―

orv● torン fてよる8時 間あまりの観測が行なわ

れたが、定情成分に月期的変動は発見されなかっ

た。一個のX線 バースト源についての観測である

から決定的なことはいえないが、中r4子星核爆発

説が本当かどうかは十分に疑ってみる必要がある。

その他、Einstein Obscrvatorン によ

る活動的銀河核やQSO、 X線 を取射する白色騒

星、 さ らにはDwarr ヽ 。vをと呼ばれる4 雛ヽ

新三についての貴三をデーターを得たので、これ

ら諸現象の理論的研究に着手したいと考えている。

-33-



8 0 - 4 2 5 3

アメ リカ、第 1回日本自分子 シンポラウム

九州大学  梶  山  千  里

それに先立ちマサチューセッッ大学、高分子工学

科で研究協議を行 ってきた。日米高分子シンポジ

ウムは高分子学会と米国化学会、高分予部会との

共伍であり、高分予化学者の交流、共同研究の実

施等を目的として、今後日本真互のとはにより閉

地される予定である。

シンポラウムでは 64件 の発まがあり(米国ZS

日本 38)、 そのうち発壊内容に正αするものが

あるので明確には分類で営ないが、工合、溶渡お

よびl略 物性関係は各々約 1/3:1/6i1/2の

比であった。シンポラウム全体の発表内容を裕括

すると、日本側は若手研究者が多かったためか工

合、物ヒ両/7j4Frとも新規な発想にとづく研究が多

く、特に機能性に関する内容の発まか孝 おおったよ

うに思 う。米国側はブレンドの相浴性など応用研

究に関する発表が多 く、長い期間似を落者けてし

っく)と研究に取 り組んでいる雑子はうかがえる

が、内容の新鮮さに欠けるように感した。高分子

物質を材14とい う切点からとうえて応用研究面に

重点を伍いた米国剛研究者と、将来の高分子研究

のチ分母囲拓の本回を何もうとした日力剛研究者

の発表のため、シンポシウムの会場ではややもす

れば興味や意見のすl■leいはぁったが、両国の局

分子研究者が一堂に会したこと、会社関係の動 ]

者が多かったこと及び高分子研究の目的把握や将

来予測を半」lylする上で大 にヽ有意義をシンポラウ

ムでぁったと思 う。

上記のような両国における高分子研究課題の選

択の差はどこか ら生じるのであろうか。第一の理

由は大学における研究費の供給源の相違が考えら

れる。米国内の大学の高分子研究はNSF,NIH

や軍関係など一般に公費と||ばれる研究費以外に、

かなうのフラクション企業からの研究費に依存し

ている。第二の理由は高分子化学あるいは高分子

工学という学問分野に対する評価が日米で具なる

ことである。米国では高分子化学 (■ 幸 )は物理 、

化学のような基礎学間の一分野として考えず
″
材

料
″工学とい う観点に立って高分子研究の課題を

選択している人が多い。高分子専門の学科の存在

するいくつかの大学を除いて、高分子関係の研究

者は化学工学科や材料工学科に属している場合が

多く、応用面を玉視する研究者が多いのヽ当然か

もしれない。研究空の供給源と高分コ研究に対す

る学問的評価の実なる日本と米国において高分子

研究の方法とその目的が三い年月の問に徐々に変

化していくのは仕方のないこと,)もしれない。

招待 ll演、研究発表は、
″
Co■ ↓omPordry

T oPl●o in PoIァ mer Sci enoo,Vo一

l ttI。 4″ としてPloど om Pressか らヽ出版

される。

昼のレクレーションのときあるいは夕食時に米

国側出店君と、会場で行なえなかったア ィスカ″

ションをされた日本側山痛者 多ヽかったことと思

う。日頃ヨす諭できない研究tlt団と日接意見変換を

行ない、研究に対する発想をリフレ″シュするこ

とは、高分子研究に対する意欲をメ」激することと

なり、このことはランポジウムにllsける目に見え

ない大きな成果の一つである。

また、マサチューセッツ大学、高分子工学ヽで

W J Moo【 JigS t及 びR S Stein両 教授

と「三分子膜の和造と性質」と「アイオノマーの

物理的性質 」に関し、陶同討議を行い、同学ttで

確立された流動光学的手法に基づく上記テーマの

研究のIE震が多いに期待できる。

終りに、日米高分子シイ ジウムに出席し、米国の

者名な高分子学者との貴重な交流を可B~cにしていた

だいた山田f賄 興Rj団に対 し深く感刻の意を妄

する。
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～26日 、米国、Lよm

SPringsで 開催され

た第 1回 日米高分子シン

ポジウムに出席し、まな



8 0 - 4 2 5 4

スウェーデン、 トロポノイド化学に関する学術討演

日本学士院  野  言U 鉄  男

学に関する討演旅行を行なった。

今回の設演は単なる学術穀l~xのみでなく、数少

ない大学院生や教官との個人的接郷|をして歓 しい

という事であった。詠演としてはω トロポノィト

と活性メテレン化合779からのアズレン合成、いシ

クロヘプタベンプオキサジンの合成 と反応、くC)

ビノキチオールの発見からトロポノイト化学の震

四 という三つのコ題を用意した。主r4妨関先は次

の通りでぁる。

UPPs● la大 学 (9月 1日 )t500年 の座

史を持つ国内第一の大学。Freds● 名誉鞍授の

司会のもとに、最近完成 した生化学センターにお

いて化学会主佐で、Cに ついて2時 間の言‖汲をし

た。同時期に発足したヒノキチォールの研究が、

その後日本で大きく民関したのに特に興味をひい

たらしい。このセンターではァフリカ産のアル方

。イドや栄理作用についての研究が行なわれてい

た。

LHnd大 学 〈9月 3日 ):こ れも400年 の歴

史を持つ雰この大学 。最近新築した化学センター

の研究宮や、特にこ作量の設術が完備していた。

キクヨその他の天然物の研究を行なっている
Wi● 【b。1=教 授の司会のもとに、年前中はインヽ

数でDに ついて、また年后はAに ついての識演と

討蕊を行なった。C ronowicz教 授のところで

は井ペシゼン系の複素環化合物の研究を行なって

｀`る。

Erdt印 oェ致授の別こ :9月 5日 う】ら8日 ま

でMj6rbIに うるこのBJをで仰世話になり、化

学の話しの他、近打の御案内を受けた。すぐ近く

にあるBcrzel,isが 生まれた家を訪FPRした。

Erdtmin夫 妻はこのi畦 に各国の学者を招い

たり、をく」型の国際シンポラウムを開いたうし

昭和 55年 3月 28日

から半月関、大学と化学

を越笛圏 B骨:二骨!営テ晏岳骨

ている。

Stocth。 lm大 学 :Lindb。 ■8畝 授を主体

として免愛仰用のある炭水化物の研究が露んに行

なわれている。

S tooth。lm Toも ats AB:タ バコ会社の

研究所であるが設備が良 く、Inz。 11教 授を中

心としてテルペン類の研究が行なわれている。

n o y . ょ I n s t i t u l ● o f  T e o b a o l o 一

母ァ(9月 9-10日 ):Brdt出 ■■教授が引退

されてか,No riェ 教授のもとにポリテルペノイ

ドや見虫フェ,セ ンなどの研究が行なわれている。

ここでは2日 間にAと Bの 制況をし、これを中心

とした討輸が行なつれた。

It Oンol Acェ demン  Of SCi● nces(9

月 10日 ):物 理、化学と経済のノーベル賞を出

すことで知 られている。この二立科学アカメ ミー

はlE物学のLi■ ぅ。と化学のBorzolじ isを 中

心として発展してきたらしい。海外会員として毎

者が出府したのは今回が初めてで、先づ200年

電念として開戦されたBerz oll us博 物館を見

学 した。約 60人 の出r4の もとに開かれた本会議

では、率者の紹介の他は前経済大臣の活洋資源に

関する計波を含め、3時 間スウェーデン語なので

全く解うなかった。しかし夕式会では院長とや軍

長の間に府を占め、メーンテーブルでは皆が英語

で話 してくれて助かった。本年夏か ら日本学士院

とこの科学アカデミーとの間に学術交流計画が結

ばれたので、今後は判冒密接な関係ができると8

う。

この国は元系の発見その他で首くから化学界に

大きな貢献をしたが、研究員や学生の数が他の先

進国に接べて非常に少ないこともあって、研究方

面はこれからとの感がした。

今回の招待者のEId tns■ 教授は全く独自に筆

者のヒノキテオールとその異性体の最造を確立し

た人で、同氏からスウェーデンの有JH化学が始ま

ったといえる。内守は石油情渇に備えて、基礎研

究に力をそそいでいるようである。山回科学lFI興
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則日 ならびにスウェーデン各大学の暖かい仰配慮  に 深く感謝いたします。

Conference

4nd Compu―

夫

AsilomoTは 、    で 取 り上げちれているトピックで、著者らの新 し

0こ1lforni3州 の   い 方法は注目を5い たヽ。このセッション以外では、

Honteroン 半島の上   デ ィラタル時代を反映して、ディジタル シ ステ

部に位置するP●cif ic  ム 、ディラタル フ ィルター、ディンタル信号処

Oroveに ある会惑場で  理 に関するセ″ションカラ い。また、lJ御に関す

8 0 - 4 2 5 6

アメリカ、 1 4 t h  A s i l o l d a r

o n  C i r c u i t s i  S , s  t e m s

l●rs出 席他

京歓 学  小  澤  孝

◆
ある。Asilomirが スベイン語で海辺の避難所

を意味する担 う 打 ろ寄せる太平洋の自渡が望め

る海辺のホの中に、信泊FH、会蝕撫、食堂などが

故在する。会轍場としては歴史も古く、 1913年

1干VCAの 大会のテントハウスに始まり、その後

次第に拡収されて来ている。理物もかなり古いも

のから新しいものまで、いろいろである。

会議は、このいかを広々とした会愚場で25の

センシヨンに分かれて働]かれた。参カロ者は約 160

人ばかうの小じんまりした会議である。主として、

回路 ラ ステム関係の基礎的な論文が多い。しか

し、会議のFR初に周かれた全体会議では、時節を

反映 して、ほかのセッションと直接関係のないエ

ネルギヽ問題に関する特別討Rが あった。討減内

容は、省エネルギー、石油代皆エネルギーに関す

る技術等、特に目新らしいものでないが、計演に

対する目PD3が、最近のアメリカ人の意敬を短わせ、

烈味深かった。大統領選挙の直後であ り、レーガ

ン次畑大統領の政策と格んだ質問、環境保全との

難l■合いなど鋭い質問があった。

著者が論文発表をしたセ ッションは、APPI―

ie d  O r a pヽ  T h o o r y  a n d  T o P o l o g一

ical APPlよ ●sti oo9 1お よびllであう、

電気 電 子回時の故障診断に関する論文、楽信回

路のレイアウトに関する論文等、応用的な論文の

ほか、グラフやネットワークに関する基礎的な理

論が発表された。故障診断は最近いくつかの会議

る論文も多 く発表された。

会議の次の日、S●5↓● Cl● rdに あるIn―

tel社 を訪関した。この会社は、Il在 のマイクロ

コンピューター ブ ームのきっ力Hナを作った楽根

回路の空計 製 造で有名である。この会社におい

て計算機揚用設計 くCAD)に 関する討論とCAD

システムの見学をした。Intel社 の製品は、大

ユ■産幌Iがほとんどであり、殴計を最員にするた

め、これまで大手による設計に大 きく依存して来

ていたが、外IA回路の大規模化に伴い、CADを

最近急速に究侠 させて来ている。CAD関 係のエ

ンラエァの在社歴 も極めて浅く、討論に出席した

6人 のCAD担 当エレジエア中、P4古参が 3年 前

入社で、飲ケ月前に入った人もいた。

研究 開 発の方法は、個人中心であり、個人が

プ。シェクト遂行に大きな寅任を持っている。こ

れによう能率を上げ、短期間にプロラェクトを完

成させることをならっているようである。CAD

のためのソフトウェア等 も、他か ら解入できるも

のはどんどん購入し、これに加えて、回路の複雑

化に対qrvするため、いくつかのソフトウェアを開

発中である。

鷺異的な視聴率をあげたテレピ者担 Sbos un

の彰響 も加わって、日本への関心は強く、早門分

野のみならず、経済問題、国際問題についても十

分譲論できる知識と英語力の必要性を改めて感じ

た。
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30-4262

アメリカ、アメリカ動物学会年会

国立遺伝学研究所   杉  山 勉

正常 ヒドラの場 合出身は出妻部域 と呼ばれる体韓
の下部約 1/3の 部分に限定 され ている。

またと トラは強い再生能力を持 ち、ヒトラの体

幹か ら頭部を切断す ると、2～ 3日 後に必ず頭部
わ将 生 される。従 ってヒトラ組織 は酒在的家部形

成能力 〈hoo3ヽ こ。tivation PoLo■ tt一

。1)を 常に持 っている ものと考え られる。 し か

し出茅部域以外では、ふだん この能力は舞鯛 され

ていないので、い。こd―。c tive ti。 。 P。 |一

0■しislに 対 してお抗的にゆ く抑制能力 (H oed
一inb ibiti。 ■ Pote■ ti41)も 同時に存

在するもの と考え られている。

7ヽ。1,ert一 派 (イ ギ リス )おょびC ierer

t Meinb.rd↓ (ド イッ )は 、、。̀ d― ●et―

ivati。 ■ PoteD↓ i01と oヽad― inbib―

iじio, Pot。 ■↓i。1は 、ヒドラの形態形成

全般に大事を働 きを示すと考え、 ヒ トラバターン

形成に関する垣要なモアルを提出している 。

致々はヒ トラ発生過程上に欠損の生 していると

考えられる各種 の突然変具系統を分離 維 持 して

もヽるわ=、その ううの 1種 にmultiヽ とoこd od

strol。 (Hl -ヽ1)と 名づけた系統 がある。この

系統の特 徴は、正常出芽域以外か らも、多数の頭

部梱造の形成がお こう、多頭 (mul ti― be。 一

d●d)の ヒトラを作ることであ る。これは山芽畏

常、あるいは再生異常 と見なすことかi出来 るか も

しれない。

説 々は、nh― !系統の異常原因をくわしく隷本

るために 、そのheid― 。ctiv4Lioo Pct―

●Dti clと ヽ。●3-I」 hibi↓ i。コ Poteコ
~

ti41の 強 さを野■コ系統 と比較 した。実験は

W e b  s t e r ( 1 9 6 6 ) の行な った 1 ●̀ o r ●1

t i  s s , 。 g r a r t i n g の 方法によって行なっ

たoそ の結果、野牛コに比較 して、印h-1の L―

oこd-4oし ivati。 ■ Poし 。■ti■11ま非常に

ほく、反対にお。43-inbibi↓ 1。nP。 |●―

n↓iolは ダF常に高t こヽと力I明らかになった。
この発見は、(I満五-1系 統の一次的欠陥は ぃヽ

こd―acti v● ti。コ Fo tenti Elと お。。d
一inhi biti。 ■ Potenlialの 不均衡にあ

り、前者が始すぎるために異常頭部形成がllsこる
ことをlHく示曖する。のまたこの考え方は、こつ

のPoし 。■↓ialの 相互作用がヒドラパターン形

成に重要な役割 うをはたすとする 略`rPert部

およびCierer t M。 1■hardtの 仮悦を強
く支持する。

説演要旨

政水ヒトラは有性 無

性両様式で増猶すること

ができる。無生増殖は出

雰によって行なゎれるが
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オ ース トラ リア、Foundstion for Life

Sc i ellc esの Rooearch ヽ Voェ ts上 oP

(New ApPIoECbeS to Nerve o■
せ

MESC】 O Disordors"

東急 学  小 官 義 韓

1  シ ト■―にで

2 月 3 日) 】ら2 月 6 日

追 、シ ドニー期 のニュ

_ ― ポー トに於て上記の

の再生を生化学ljに解析するという今迄あまうこ

ころみられていないものだったためか注目を集め

たようであった。またCarne〔 le n」くLs T―

robo大 )はVitimi■ B12欠 2に よる脱ttの

原因が、ミエリンの塩迷性重白のアルギニン残き

のメテル化不全によると報告した。

2月 5日 は年gl中 6題 のセッションのみで年後

からはニェーポート近郷のクルーラングでなごや

おヤこすごした。年前中のセッションは主として神

経の老ね、晩血、筋疾感についての話題であった

が、この中ではCrowdoこ くNow Englこ nd

IIe d i c●l Co■ |「o HosPit● 1  ア メリ

カ )のアルッハイャー病に対するレシチンの親果、

Noito■ 他 (Alberl Einstel■ 大、アメ

リカ )による悦匝渓想に対する臣自分解頭梁l■留

剤による冶療法の検討、及びTomと i■sう (N

S '7   1nstittlte  of  TocSaology)

による筋ラストロフィー匠に対する質白〕平酵素

阻害剤の応用など、各拉難病に対する治凍のここ

ろみが注目を集めた。

2月 6日 は筋ラストoフ ィー匠に関する演題を

奥めて5題 の報告があった。このセッションでは

やはう筋ラスト,フ ィー定の病因としての見疫反

応の四子と使の異常とに関心が案中した。

今回の集会は合悟形式であったため、討演の側

だけでなく、食事の時も、また夜のフリータイム

でも憲論が活発に行なわれ、また学関以外の話も

はすみ、参加者全員がいわば
｀
同じ金のめし

'を

食ったことにようすっかり仲良くなったことは大

きな収優であった。この中か ら必すや共同研究や

研究協力という形での新しい仕事め場 れてくるも

のと期待される。

この集会の後、N S tt IDStit'te of

Tecb]ol ogン の Di KidIIさ この研究宣を

訪P・Bし、セ ミナーを行った。またDr Kidmoこ
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下ort sioPが 劇催され

た。参加者は討波予定者が 24名 (う ち外国から

の参力即まアメリカ3名 、カナダ 1名、イギリス 1

名、日本 1名 )、 それに前沢はしないが参加だリ

するという人を加えて約 40名 であった。

2月 2日 の夜は主として外国よりの参加者のた

めにFoundatioこ 主性の前夜条パーティー及

び報道関係者との共同:E者会見があった。

2月 3日 は学術副演はr4く、シドニー湾のクル

ージングを・rsしんだ。

2月 4日 は年前 6題 、年r_4題 の調演があった。

年前中のセ″ションでは主として報曜、筋などの

約抱取に関する括国が中心で、この中ではNico一

よso■ (Anderoon HosPital t Tum一

oT Ins h tut。 ,ア メリカ )の討況が、彼

らのこれ迄の仕コを中心とした営営ごたえのある

裕説であった。その他ではRootas他 (Ne■―

で■stlo大 )及 び JofFrey他 (Mona sh大 )

の 2題 めお に注目をひいた。前者は■フトリのヒ

ナの視覚系ニューロンのシナプスにある栖重白が、

ニューロンの分化にともなって原への組み込まれ

方が変化するとい うもので、後者は筋細砲康にあ

る格宮白が体綺堡fてようやはり結合形態がかゎる

と報告している。年後のセッションは 4題 で、は

じめの 2題 は軸索内輸送に関連した話超 、あとの

2題 は エヽリンに関するものであった。私の演垣

は旅費の工厨のFPR題もあって、参加の確答が遅れ

たためはじめはポスターセ″ションにまわされて

いたが、当日になって急遮軸索内輸送のセッショ

ンで話演をすることになり、大急ぎでスライトを

用意した。このセッションでは私の演層が、神経



をはじめ数宝員全員とdiscussi。 ■をし、特
にお工の興味が合致 した各国宍息モデルとしての

中患性神経疾息の分野で近 く共同研究をはじめよ

うということで意見が一致 した。

2 メ リレボタレンにて

メルボルンでは私がかって 3年 間数鞭をとった

ことのあるXloo a sと大学を訪すれた。ここでは

柿経化学グループの主にであるDr Austinを

はじめ sしafFの 人々にあまり変lLはなく、多 く

の友人たうに暖かく迎えられた。数日間を使って
セミナーと、ない大学院学生を中心とした人々に

実験技術、特に小動物のにおける手術実技の実演、

東験に関する討論などの教育活動を行ない感謝 さ

れ た。

以上の如く3週間近いオーストラリア2都 市で

の潜在を有患義にすごし、采年パースで行なわれ

る国際生化学会議での再会を約し、 2月 20日 の

夕刻無事に栂国した。

なおこの集会の糾演は―冊の本にまとめられ9

月にE、terP↓ E tte dicaより発行される予定

である。

30-4264

アメリカ、第 5回 ′(ターン認酌国際会類に出席 して

大阪大学  小  川    均

アミピーチ、力′―バホテルで開憾された。本会

慧は、パターン題穀国際鞭  (IAPR)の 主は、

IEEEヨ ンピュータ部会の後観で2年 毎に開かれ

ている。今回は、約 300の 発表期演、 9件 のフ(

ネル討蕊が 5会 場に分かれ並行して行なつれた。

参加者は合計 608名 であった。主な参加国はア

メリカ (396名 )、 フランス (43名 )、 西ド

イツ(42名 )、 日本 (36名 )、カナダ (22

名 )専であった。ツピエトからは、読文が出され

ているにもかかわらす、ポーランド国境での緊寝

が伝えられる中、ついに出店はなかった。

テーマは、画像処理としては、3次 元物体の理

解、動きの追跡、テクステi解 析 画 像の階層的

表現 記 述法等が主であった。実用045へ の応用

としては、音声認設、文字認識、図形読取り、医

用画像の解析等が主なテーマであう、高速画像処

割珂ハードウエアに関する研究 もあった。
木ターン認識での知識干u用に関する発表もあっ

た。この考え方は、アメリカ合衆国国防省支援に

よる「画像理解 」研究プロジェクトによって広ま

っている。発表のにとんどは、知断 」月によう効

果を上げているが、知数を適用分野に依存した形

で扱ってお )、 知撤の汎用性まで考ほしていない。

知軸Tl用は人工知館の分野とも密縦に関係してい

る。私は人 E知税研究者、特に、知勅ま現の研究

者として発まし、知識の汎用表現法として/一

a。|。rを提案した。そして、F・1血督ステレオヽ

線写真を用いた血宮探察への応用の紹介を行った。

知数の汎用佳を強調した発表は 1件だけであった。

3日 目の夕刻に開かれた夕食会では、タストス

ピー方―としてァメリカ国防省のガモタ博士が招

かれ、アメリカの科学振興政策について融演を行

った。夕貸会後、通E省 電子技術総合研究所を中

心に行われた「フやターン情報処理 」の大型プ。ジ

ェクトの成果を示す映画が上映された。必ずしも

完成した技術ばかりではないが、大きな務質が与

えられた。

4日 日の昼食会では、ユニメイン。シ会社 エン

グルパーガー社長が勲演を行った。融演はEボ テ

イックスに関するものであり、営細 。ポクトの

日本での発展、それに反して、アメリカ合衆国の

遅れを強調していた。本碧演から感じたことは、
パターン認鎖、特に、画像処理は。ボントの視覚

系処理に密接を関係があり、日と腕の細み合せは

今後の話題の中心となるであろうということであ

第 5回 パターン露軸回

際会議 (51L IcPR)

が 1980年 12月 1日か

ら4日 までの間、アメリ

カ合衆国フロリダ州マイ
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る。

今回の会議での発表から、新しいアイデァが得

られたかというと疑PPDである。既存のアイデアの

標記表題の国際会惑が

メキシヨシテ ィ南方のオ

アステペ ックにて 1981

年 1月 12日 よう17日

まで開倍 された。 1978

延 長上 に、拡張、発展が行つれ、実用分野への応

用が目だ った。

0- 4 2 6 6

メキンコ、国瞬会議 「多体論に於ける最近の准居 J

岩手大学   高  塚  福  之

年 トリエステでの会議に続き今回は第 2回 で、日

本からは玉垣R三 氏 (京 大型 ,と筆者 2名 お瑠 付

され討演を行った。参力口者は 】6ケ 国約 90名 で

小しんまうした規模であるが、原子核 物 性 天

体物園合分野の多体韓第 1線研究者が世界各地か

ら架い、分野の壁を超えて境界領域の問題/d・深め

ようという特色と実質をもった国際会軸である。

会場はメキラコのpSSるリゾート劇r来 冬にもかか

つちす初夏のように函和で実にさわやかであり、

この快適を疎塊、それに甲南木諸国の学PP9研究に

対する強いな気込みが随所になぜられる雰囲気、

の中で会敵が延行した。主仙者国メキシヨのモン

ンスキーの囲会計沢で始まうブルククナーによる

しめくくうの計演で全日程が四 しられた。会融の

テーマは大きく分けて、“)無限物質に対する変分

法的、摂助愉的及び雌密論的理諭、ウ)クーロン滋

体及び量子団体、(0核子側 (バ リオン田 )相互作

用、多体力効果、り低温物理及び高密度核物質と

天体物理学への応用、といったもので重要な最近

の度層が保 うあげられていたが、全体として筆者

の印象では物理内容の新しさとい うようは しoc―

hnic● 1な側面での進展に昼心があったようで

ある。

筆者はC)に関連して最終日に30分 計演 「Z中

間予凝縮下の核子超流動 Jを報告した。核物質中

で死中間子ガポーズ凝縮する問題は近年汎 く関心

を呼んでいるが、これが起ると核子系は特定のス

ピッーァィフスピン秩序を伴った層状猛造へと則

的な相転移を遂げる事になる。従来、筆者等によ

って示されてきた新 しい型の 3P2核 子超流動相

の存在はこの状況下でどうなるのか、が報告の二

日である。層状構造のため趨流動ぞヨは 起す対相

関は2次 元的になり、この問題は核物質に於ける

[み 元廻流動という多体摘上の新しい課題 を提供

する。筆者はI垣 氏との共同研究に基づき、この

問題をどう攻めるかの理論的定式化及び超流動相

は存在し得るという数は結果を捉示した。討演後、

数名からの質関やコメントを受けたがいづれ もこ

の問題への関心の高まりを示す好承的内容のもの

であり大いに8を 強 くすることになった。心配し

ていた突銘のますさも丹怠に神"としてきたせいも

あって文面に出す抵Fr「終了するIIができた。セツ

ョン終了後、ヒ長や数人の研究者から握手を求め

られ「らrrたの talkは olooIで bo● uじi―

rulで ぁった」とか「足非、物性系に適用されて

は」といった会岳を受けた時は少なからす感敵し

速略参加した役割の大部が呆されたと安塔した。

多休詢に於ける我が国の研究レベル、訴垣思鼓の

lrEを直接伝えられた,、 また国際的に者名な研

究者の多くと面識になれた事は、情報の発達 した

今日といえども、会惑参加をらではの成果でうる

と思う。尚、会議終了後 l週間、米国のローレン

スタ`―クレイ研究所及びスタンフォード大学理論

物理研究所を所れ、講頂と加速傘見学を行いこの

海外渡航そより充実したものにして来た。

勲言に、今回国瞬会議に参加し得たのは山田科

学振興財団の援助の賜物である事を記しておきた

い。同財団の科学研究に対する理解と見議の深さ

に新ためて敬意を表明すると共に、援助を受ける

事は財政的側面は勿論、研究活動への何ようの散

励になる事を付記しこの紅上を情 りで関係容位に
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心よう感謝と御“しを申し上げたい。

に出席 した。吾々のグループか らは招待勲演 1、

普通発表 3編 を出 した。招待誌波は楢谷が行をい

普tru発表はすべてポスターセ ッシ ョンで笠谷 〈自

費渡航 )が主に世嬌を した。以下にそれ らの題 目

を示す。

Ao  o mこ】oじs  P r o P e r t i e s  o F  V o l● ―

■oo Pluoしuating Co、 ond SmDsi
T KESエ ン■,【 Tこ とogabarど ,Y  Aoと 1,

玉  Hェ o2owo, M Kas● 】I S Kdnii

T FujitaiN S● しo,ユ  Kimur■ lT【 ―

o  m o しs  u b こr a  T  F u r u 」 o  ●n d  J  R o 一

s o こt ■M i g n o d

V 。1 。n c e  l n s t i b i l i t i o s  a n d  E l ―

●O t r i C E I  P r O P e r 1 l e s  o f  ↓ b o  L ―

o ■n d  i b  s E b 6 1 i t u t e d  S m 、 , H 血 ―

oこγュ H ttimura,Y Isikowa,T Pd―

j i t s  a s d  T 【 E o  u γ a

E f f e c t s  o f  L 8 ~ S u b S t i t u i よo ■ 。n

しヽ●K o n d o  S t ●t e  l ■C ●、, N  s a t o .
T KoIBtsubara,S Ito■ lS,T Suzは i

and T【 ●so】 8 A■ om● l otls llngoo一

tic and Tr● ■sPorし  PIoPerじ ょ。s

of Ce MonoPniclides, T sllz Htij

LI Sera,EI shida K Tcと og oh 4rc,

H Takabasbi,A ranas. 。 こd T

K 4 s u , ■

前土顎 化合物に於て4f電 子は通常は良 く原子

状態を保 って局在 しているが、それが、 フェル ミ

巨上又はその極 く近傍に来 ると伝導電子 (d―F

mix ing)或 いは何電子 (P―f 述 【lDgうとの

ミクラングによう時間質問的福動を示し、場合に

よっては伍めて狭い多体的な疑′`ントを形成する。

これらによる新たな4F電 子状R_Hに起因する話異

常現象の研究が近年急速に盛んにr4り上記国際会

議が開かれたものである。なお来年 4月 に 同ヽ様

な会ぷがチューリッとで開かれることになってい

る。この異常現象の最も典型的な一例がdense

玉ondo stateと 呼ばれるもので、村題合金
rr9fVL限で見られたKoコ do oし ,teの 異常現象

が 100の 利lHLなCo一 化合物の高温成 (Ce略 で

は4K以 上 )でみられ、低温ではこれ らヽ ond。

01E10が 格子を作ることからくる全く新たなコ

ーヒーレン峨 便が形成される。この最も典辺的

例がCo、で吾々 のグループが最も進んでおり、
今回の招待勲沢の中心となった。

次いで最も大型的な例が 4F電 子があめて次い

災バントを作ることによる異常性で特にSm略 に

於てはそれがウィグナー結晶を作って」本働通エ

ネルギーにギャタプを生し、一見半導体的振空い

をするか極 低温では4F電 子の異常ほ導が見い出

されている。この解釈にはモフト始め極々あるが、

ヨ々はウィグナー格子モデルの立場で種々の実験

理訴研究を行い、この立場が最も矛眉なく種現象

をIIt明することを示した。これも招待討演の一部

it示しγこ。

価数揺動状態を示す物質は殆んどほ導電子と共

存しているが、実際はP一F mixinsの 方が d
一F mi玉 えど3よ う遥かに大きく、その意味でP
一F mixl,3を 示す価電子常にフェルミ準位の

存在する系の研究が興味を持たれる。この央型的

な例がCeDi及 びCeSbで これらの異常性は従

来はP～f mixiェ gを 考慮せずに説明されてき

たが満足できるものではなかった。吾々はP―f

mi【 ingの 立場で理論的に扱って極めて満足の

ゆく結果を得、それに基づいた実験 も行われてい

1 9 8 1 年1 月2 7 日よ

う3 0 日迄、米国カリフ

ォルニア大学サンタバー

0- 4 2 8 7

アメリカ、価数村動国際会議

東J 鉄学 檀 谷 忠 雄
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る。最後の論文はこれに関したものである。

価■lSt動状態の研究は欧米では最IrCを 発展

をみせているが日本 に於る研究人口は末だ伍めて

少なく、その意味では国際会議を通しての欧米研

毎者との交流は伍めて重要である。今回もヨーコ

タパからは30名 を越える研究者が出席したが、

距離的にはむしろ近い 日本からは2名 にすぎなか

った。一つには旅貿補助体制の不情も大きを原因

と思われるが、この意味で政府関係は勿摘 、民間

に於ても山田財団のような機関の判脅の充実"壇

まれる。
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長 期間派 遣成 果報告

79-5oo7

局在スピシ系の磁性及び遍歴電子系のほ造相転移

大 阪 大 学

派 道期 間

fr究 機 関

研究指導者

鈴  木     直

昭和54年 3月 25日～Hヨ和55年 10月15日

D e p ●r  t a l ●1 、t  o F  P l , s i c s , t 【n i v  o r

P 。■n s ) I v 、。i a  P h l l ●d ●l P h i n

Pe nns)l Fil n iユ  19104, U SoA

P r o f  A  B r o o k s  I I a r r i s

アメリカ合衆国独立の地フィラデルフィアにあ

るベンンルバニア大学 (以 下ペシ大と略す )に昭

和54年 9月 よう―年間山田財団の援助によう措

在する機会を得ました。以下に私のベン大におり

る研究の成果を報告ヨ します。

私がペン大で成し得た主を研究は有機半ヨ体ポ

リアセテレン(OEl)xの 光吸収に四する理論的仕
r「でしたol'((迪 )、は、化学的に百えば炭素が
一玉、二五結合を変工に線 う返 している物質です

が、物理的には炭素の死電子と格子との強い相互

作用にようパイエルス転I●を起こしている物質と

も言える訳で、TAの所期の目的の一つである遍歴

電子系の電子―格子相互杓句の研究に合った物質

と言えます。(CH)xが 注目を庄びるようになっ

たのはAsF5,12 N・ 等を不純物として少屋添

加することによりその電気的性質か地 縁体から金

属まで変化することが発見されたためです。その

先駆的仕事をしたのがベン大のHooger教 授の

実験クループで、幸いにも私はユo●=●r教授の

グループと協同研究する機会を持つことができま

した。

不純物添加によう変化するのは電気的性質ばか

うでなく、磁気的、光学的、熱電気的性質も者し

く変化し、しかもそれらが従来の半導体における

不純物の理論では説明で営ないため理論的にも大

変興味をもたれ種々のモデルが提案されました。

その中にScbr ieF foI教 賓喜によるフリトシ

モデルがぁ うます。これは不純物が添加される

と炭素の規員」正しい 一五 こ 工結合の変普が電側

的にある次い領域で=tれて死だけ位相がずれ 一価

の欠陥が生成 されると言 うモデルでSchrio一

fr。 「達はその欠陥 をフ リトン キ ンクと呼びま

した。このツリトン モ デルは定性的なが らも団

々の文欧0実 を説明 し13る可能性 を持 ち、またい

くつかの実卿 I実は関接的なが らフリトン モ デ

ルを支持するようにも見えました。しかし直接的

にソ リトンを見た実験結果はなく私は何とか して

フリトンを直接貿験で見れないか と考えてみ まし

た。その可能性の一つとしてお吸収によるフリト

ンの観測を考えたわけです。

フリトン キ ンクが存在 しない場合には 〈CH X

のた電子状態は充前 した価電子常 とをの伝導電子

常か らな り、そのバ ンドギ iッ プ エ ネルギー (

15 oV程 展 )は フ`ン ド周辺移の基礎吸収瑞 とし

て観測 されています。フリトン キ ンクが生成さ

れるとエネルギー的にはギ ャップの戻中に、また

空間的にはキンクの位置に局とした電 子状態 (ツ

リトン レ ベル )お羽 れ ます。私は価電子常から

ツリトン レ ベルヘのあるいはツリトン レ ベル

から伝導電子常への選移が光吸収で観測 され得 る

のではないかと考えその吸収強質の計算を行いま

した。その結果 フリトレ レ ベルに関する光吸収

が大変強い芸展を持 ち、不純1/9の畳が少な く(す

なわちン リトン キ ンクの歓が少な く)て も観測
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され得ることが判明しました。そこで立ooger

グループにAsP5を 少邑添加 〈001%～ 01珍 )

した (CH)xで 光吸収の実験 をしてもらったとこ

ろ、/ ン`ド間連移エネルギーのうょうど半分の所

に予想された強度の吸収が観 Rlされツリトン モ

デルを支持する結果わ得 られました。さらにツリ

トン モ デルから結論される重要な結果である、

ソリトン レ ベルに関する光吸収のエネルギー位

置は添加物の種類によらすバンド間辺移エネルギ

ーの半分であるとい う事実 も、他の実欧グループ

によるBF3'ClS島 口害を添加した実験で確かめ

られました。このように私の理論的考察とその後

の実欧はフリトンを 100珍 までとはいかなくと

もかな う直法的に見たものとしてuoe`。 r教授、

ScbriefFer教 授及びその他の人選によって

商く評価されました。なおこのフリトシという概

念は物理学一般に三って現れている比破的新しい

1靴3で 、物性物理でも電荷密圧波状ほ、低次元廠

性体、スピンパイエルス系等の分町で型流、来敏

の両面から盛んに研究されており今後の私の研究

を発展させる上で大変有益な勉数をすることがで

きました。

上記の (CH)、 のフリトンに関する研究以邪ては、私

が,携 したD)ASmiC● 1-CE F法を用t モヽ 必́あ拙 本

助 『。C13と SbF●B Isの常 磁学 、磁気 励起 の

潟ぽ及び磁場依存とを計算しました。計算結果は

実験結果をミ く説明しますが、滞米中には論文に

まとめる時間がな く現 在まとめているところです 。

以上が私のベン大における研究の直接的成果で

すが、それ以外に物理と化学の協力をどうやつて

進めてい くか、理論 と実験が どのように融和 して

物母を進歩させてい くか、また新 しい物理 をどの

ように して作 り出してい くかとい うことに関 して、

Hoeger教 授、SChrieresr教 授及びその向

辺の人達か ,多 くのコを学 んだことを付把 してお

営ます。

1 ) N  S u z o r i , M o ″ ■と1 , S  E t c I I E 3

A 」  Ho● ger and A C Il● cD iarm id:

Soli lons in Pol,sc et】 l●no:

E f r t c ↓s  o F  D i l は| ● D o P  i n s  。]

O p t i c ■l  A b s o r p t i o n  S P s c t r ェ

P ″ブs F ″ ″ とタサ′   4 5 ( 1 9 8 0 )

1 2 0 9

7 9 - 5 0 2 7

t t菌変形体の知砲同期および飢団変形体への移行に ともな う細砲 内

PHの 変化

東 京 大 学

派 遭 期 田

研 究 機 関

研究指導者

細胞の活PHbを支配している因子として、細胞の

内部もしくは外部の環境のP IIが注目されてして

いる。たとえば、ガン細胞は正常f■担にくらべ細

胞内 P IIが低いことが知られている。ウエ卵では

受精と同時に細抱内 PHが 上昇し、この変化が受

森 沢 正 昭

昭和 55年 1月10日～昭和55年 3月 29日

Universit)of C■ lifoi nia, B ert●1●}

P r  o f  R に S t e i 前a r  d  t

清にともなう賃白質合成の開始や速度を調節して

いると言われている。 (S teinヽこrdt等 、

1978)。 海水や茨水に敬精されると同時に違

動 を は じ め る ウ ニ ( N i s h i o と ● E D d  C i O S S

1 9 7 8 )や ニラマス (森沢、投高中 )の 稿 子で は
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運動開始と同時に精子内部のP IIが変動すると考

えられている。一方、Gorso■  a n d IIxrton

(1977)よ 粘,SPめ Sク″″″I PO′ノσqク″″′″″

の変吻本では核の分裂周期にともない細胞内P II

力変動し、分裂期に最高値に達すると報告した。

この報告は、鈍い、市販のアツチセン電極を用い

ているため、正確な測定値が得られているか否か

が疑間であること、醸Jttが Millor等 〈】968)

によって報告された値と具なるなど、いくつかの

PP5題点を残しているが、核の分裂を誘起するタン

パク性の因子の合成がPHに よって支配されてい

ることを暗示するなど五要な志転をもっている。

そこで我々は受精時における細砲内P IIの役tl、

精子の運動機般とPEと の関連等の研究に加え、

粘菌の細砲内 PHと 細阻周鯛との回延についての

研究をおこなった。

蜘 ふ P″パ ク″″材 Pθ ′フ●タタ/1″′″″

は直径数センチメートルの 1個の多核の細胞で、

我々の実験系では 13時 間の周期で同鋼分裂 をお

こない均殖する。この粘西は分塾が完全に同幼す

るので細砲周畑の研究には欠かせない実験材料で

ある。細抱内Pユ のnl定は正確を測定値を得るた

め、ThoI ES(1976)によって鉛発された、 rin e

recossd tゎ mier。●に。しr側oを作製し蜘 した。唖

電位は3M塩 化カリウムおよび10dM EeTAを 油

した」l常型包極を用いて測定した。

我々の粘西の細価周期にともなう細阻内PHの測

疋では、分裂の約 6時 間前、すをわち分裂 と

次の分裂の中間の時期の PHは 7 oで あ り、

分裂期に近づくにつれ PHは 上昇する。分留時の

約2時 間前にPHは 73に 達し小さなピークを作

る。そして分裂時にPHは 75に なり、以後次第

に降下し70ま で下る。この結果をGerso■ と

Burし o■の報告とくらべてみると、PHの 変動

の様式はには同じである。しかし、PHの はは

Gers。 ■とBtlr t oュの i3-66に くらべ 竹
-75と

Pヨ 10以 上高い。おそらくアンチモン

電極を用いた測定では、電極を挿入した部分から

周囲の塔養波 (PE46),S細 胸内に漏れたか、ス

は電極の周囲に新 しく原形質の膜が形成され (神

谷、私信 )正確な測定ができなかったと考えられ

る。慎電位は和砲月期を通じ一定の値を示した (

-46mV)。 この値7まCersoこ とDEIt00に

よる値 (-20mV)に くらべ小さく、江出 ler

等による値とはほ等しい。細胞周期にともない細

抱内 PHが 変化し、分裂時に最大値を示すことを

確かめることができたので、寅に人為的に変形休

内のPHを 変化させ核の分裂 を制御することを載

みた。酢勲は井解雛の伏憩では細胞度を自由に皿

過 し細砲質中にH+を 故出し細胞内rHを 降下さ

せる。増埴変形体を 10血 前後の酢酸ナトリウ

ムを合む栄本培地の上に移したところ、30お 以

内に細抱内PEは 701t下 となった。酢酸ナ トリ

ウム処理で細陶内P■ を低く保った変形体では核

の分裂はおくれるか又は全くおこらなかった。す

なつち細胞内P IIを低く抑えると核の分裂は抑|」

されると考えられる。さて細胞内Pユ は細胞周期

のどの時期 t有 効であろうか、 このことを知るた

めに増殖畑の変形体をそれぞれ分裂郎 6時 側、4

時間、2時 岡に酢酸ナ トリウム/f含むを本液に移

し、正常増lu■で継航して増ミ している変形体の

核の分型と対照 した。6時 問、4時 間酢酸処理を

した変形体では、正常変形体で核の分裂がおこっ

ても、分裂をおこさなかった。しかし、2時 間処

理では正常を変形体と同時に分裂がおこった。細

胞内PHは 分裂時の 2時 側以前では有効であるが、

力迎 前2時 間の分裂のブ0グ ラムには彫響を与え

ないと考えられる。St酸ナトリウムで核の分裂を

抑i削した変形体でも、酢駿を洸い流し正常栄養培

拠の上に移起ば細砲内P IIは元に戻 う核の分裂 も

正常に戻った。細砲内PHの 変動は核の分裂を支

配していると考えられる。

活発に生長している増殖脚の変形体は栄養をと

りつくすと周辺部へ突起を出し移動をはしめ網目

状の飢戯変形体となる。この過程でタンフ`ク質、

DNAな どの合成機能は低下し、核の分裂 も六幅

におくれ、分裂月期は40時 間前後になることが

知られている。そこで、細胞内PHが 低く保たれ

ていることが核の分裂を抑制しているならば、変

形体が創脱 状態に移る過程でも細砲内PI・Iの降下

がおこると考えた。十分に生長 した増殖期の変形

体を栄養増比から栄養物質を除いた朗迎増地に移

し細胞内Pヨ を測定したところ、確かに飢餓 にと

もないPEが 下ることを見いだした。PHの 峰下
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は移行後即座にはじまり、飢観球態の進行にとヽ

ないPHは さらに降下する。 15時 間後にはPH

は 65と なり、その後は変動せずに―定のはを保

つ。一方飢戯変形体を正常栄養塔地に移すと再び

円盤状の増殖期の変形体にもどう、細抱内の合成

機能および核の分裂の同調と、同期性も元にもど

る。この回復過程での約胞内PHを 測定したとこ

ろPE.Iは次第に上昇し、 4-6時 間経つとPIIそ4

前後になり、それとともに正常な同調核分裂が承

められた。細砲内PUは 細砲同期を支配するばか

うでなく、飢餓変形体への移行にも重要な役割を

果していると考えられる。

細的内PHの 変化が細胞の機能を支配するばか

りでなく、飢戯に伴う形ほ変化をも支配している

ことは十分考えられる。増殖期の変形lAを酢酸ナ

トリウムを含む栄室培地の上で長時間培基したと

ころ、 10時 側で変形体の周辺部は外4Rlに向い突

超を出し扇形状となった。更に処国を続けると飢

般変形体に似た網目状和とをとることが観祭され

た。細砲内P IIの降下は粘菌の形ほ変化、分化を

SiJ御 していることは十分に考えられる。しかし

酢酸ナトリウム処理では飢戯を地上でIg餐した場

合にくらべ網目状になるために長時間を要する。

又、その形態も完全な網目状でない。細抱内 PH

だけで形態変化がおこると考えるのは早急にすぎ

るようにおもわれる。変形体の延動にはF4g胞の表

面に近い所にある、マイクロチューピュル、マイ

クロフィラノントが関与していると考えられてい

る。今後細抱内 pHと 細胞の形態変化との関連に

ついての研究が期待される。

半年余の共同fr究によって粘菌の細地内のPH

の変動が細地用期を支配する因子の 1つであるこ

とが明らかとなった。しかし,IIという指怜の擦

的が何であるかは全く未知である。古くから粘菌

には核の分裂 をひきおこす因子があり、おそらく

タンフやク質であろうと考えられている。細砲的 H

の変lLはこの困子の合成又は活性化に関与してい

るのかも知れない。又、先に述べたように、細胞

内P IIの上昇は分裂時の 2時 間以前まで有効であ

る。この時期は核の分裂に必要なマイクロチェー

ピュル様タンパクが増加する時期でもある。PH

の上昇はこのタンパクの合成等を指示しているこ

とも考えられる。それでは分型時のPEの 上昇は

どのような役割を荷 うのであろうか。核が分型 じ

てゆくためには,Hが 高くなる必要があるのかも

知れない。または次の核分裂のスケラュールを決

めるために分裂的なの PH上 昇が必要であるとも

考えられる。最近 JofFe ryく 1979)は 粘菌が

休眠期に入るとdNAは 安定なstoTed mRN

Pに なると報告している。劇卿 変形体のFD抱内"

の降下は細抱の機能の低下にともなう、合成系の

保存に四与 していることは十分に考えられる。今

後、細咆周lBおよびIJB胞分化の生化学的過程と細

抱内 PHと の関連を明らかにするための研究が盛

んになると思われる。本研究がその契機となれば

章であると考えている。

以上の研究は第 51回 日本勁物学会大会および

第6回 基生研コンファレンス《
Mohanism of fけ ―

【naしよo■ 。f ulitoti● s tiH●ture "は 「●8」1●tion

or.。il multiplioこtio■(F)で発表された。

また論文として政文誌に投掘中である。
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恒皇の井動径振動の観測的研究

は じ め に

最近δSc t型 皇、 βce p型 星、 5 3 P o I  型 星

などいくつかの資光星グループの中に、変光と共

に吸収線の輪郭変化を示すものが発見されている。

これらの変光昌は星の卯田が一懐1て収縮、膨破を

くう返す脈勁三ではなく、水面に立つ渡のように

皇のま面に起状を持つ振動 (井Ib径振動 )である

ことが最近の観測から明らう■̀を っている。非勁

径振動はP一 モート(主に外周で振動 している )

とCl内モード(主に内部の星なで振動している )

の2つ のモードが可能である。このように波が局

所的に四 し込められるので、非m径 振Ibは星の内

部冊造をさぐるとで重要な情報を与えてくれる。

地震波を解析 して地球のffrr道脅探索するのと同じ

である。この分野の研究はまだ始まったばか りで

ある。

呈のtt造を決めるには観測的に非動電振動の性

質を詳細に調べることが必要である。そのために

は星の吸収線の変化を高分解能を持つスペクトロ

メーターで運統観測 しなければならない。その目

的に合政するのが F8bry― P`rol(F― P)分光

計である。これは光学系が明るい上に高分解宮ヒを

持つという特徴を備えているからである。しかし、

日本では天文観測用のF― P分 光計の製作経験は

浅く、安定性、俊敏性において優れたものは得が

たい。天文観測用の開発に先駆的仕事をしている

英国の技術は学本に値するものであり、これを駒

に我が国の天文学界に密れたコーP分 光計を導入

することも今回の度えの大 きを目的のひとつであ

る。

安 藤 裕 康

昭和54年 9月 1日～昭和55年 3月 31日

DoPoit印 。nt Aslro■ o四】j

U n i v o i s i t y  o f  M a n c h e s t e r

P r o F   Z  K o P ■ 1

P r o F   」 M o a b u r n

研 究

観311的に丼動径振動の性質を調べるため、δS―

Ct型 巳の中で唯‐の食速里であるABC4Sの 変

光閑測を解新 した。独立した畳に政べ、食の前後

の変光の位相の変化に注目すれば振動の性質がは

っさう出てくるからである。解析の結果、この埋

は非勁曜振動の可能性は少なく眠動里として矛盾

ないことが|」明した。振助の解析 と共に空迎星と

しての性質〈ll遭要素、理畳の物理的性質 )も合
せで解析したので、勤 紅 AstroPb y sies

●nd SPac●  Soienooに 投摘し、受国され、

発行された。

星の内部4flたのうち内部の回帳速度を観測的に

決めることは星の道化の研究において不可決であ

る。星の非助径振動を用いてこの回転速度を観測

的に求める方法を考条した。星の井動電振Tbは畳

予論に於る原子のまつうの電子の波動函数と似た

性質を持っている。原子に磁場をかけると、縮退

していた電子のエネルギーレベルが分離し、その

分離の量は磁場の強さに依存する。それと同しよ

うに、非動径振動の同期 も星の回転によって今ま

で縮退していたモートが分離して互いに少しづつ

畏なる同期を持ったモートが多数生しる。実際、

最近の観測でこのような分離から生じたと思われ

る多重月期を示す星が見つかっている。従ってこ

の周期の分離の量を観測から出せば、理論の方か

ら回転速度を出せ、星の内部の回転速度を観測か

ら求めることができる。もうひとつ重要なことは

この回転速度が星のどの層のものに対応している

か、大雑把ながら決めることが出来、彼分回転の

東 京 大 学

派遣 期 間

研 究 機 関

研究指導者
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懐子を調べられる。非動罷振動は局所的に内部に

閉し込められ、しかもその場所はモードごとに果

なるという性質を持つからである。観測からモー

ドを指定出来■ぎ、対応する層の回転速度を決め

られる。δ Scし 型星、FCoン 型星、53Per型

星などに対応する星の平衡モデルについて、非動

径振動 の周期の分離と回転速度 の関係を各モード

ごとに計算し、又モードに対する層の場所を与え

観則と理論を比較し易い形にまとめた。試みとし

て上記 3つ のグループの代表的な星 3ケ について

この比較を行なった。観測的にヨの物理aに 不確

実さがあるが、いづれの巳もかをうの深い所 く星

放まで行かない )ま で表面の回転速蚊 とfiほ同じ

速度で回転 していると結論 された。今後観測が進

み、サンプルも地えれば、星の進化と内部回転の

関係、三の質量と内部回転の関係など興味深い憩

論が可能になる日も近いと思われる。このといは

まとめてH‐l述の打t恋に投価 し、受理され印吊Jされ

ている。このm文 を持ってCcIIb ri d go大 学、

Birmingh am大 学、GTooBwiOと 天文台、

Edin burgL天 文台などをお図し四赳の研究者

と窓命をしたり、新しいN国 犯起などを受けたう、

又アメリカの価測家から新しい観測車央の指抽を

受け、景玉な体験をした。

井助窪振動の性質について観測的に正確にle握

することが上記の仕rFの出発点になるが、まてこ

の方面で確定 した方法流がない。吸収線の輪即変

化の解析津 してフーリエ変換してフーリエ空側

で考えるものと、実際のデータ空間でモデルを仮

定して合成する方法が考えられる。フーリエ変換

する方法について予備的な試みを行なってみたが、

剣家のデータではモートの同定が難しい。微妙な

連いが三要になり、高次の成分が目についてくる。

従 ってデー,空 間で適切なモデルを仮定して合成

した方力滑 頼性があり、この方向で研究の準備を

してヽ`る。

F― P分 光計についてマンチェスター大学の

M●oも,I]博 士はガススキャン型 P― P分 光計

では世界でも有数の方なので、博士のもとでこれ

を勉強 してきた。この分光計は原客灼 には 2枚 の

平行平面板 (エタ,ン 板 )を用いて、 2枚 の板の

間で多重反射する光の干渉を利用 した、極めて簡

単なものである。しか し単純な故に実際の製作に

は多くの困難かStFう。最大の困難は 2枚 の板を平

行に保持することである。つい最近まで長時間安

定にそれを保持できるものがなかったことがその

困難さを証明している。Moこ burn憎 士は。P―

ti oこl c。 こtsetさ れたエタロン板を用いて

長時間の安定性の7F保に成功 し、このユタロシ板

そぎ ガスのチェンバー内に入れ、ガスの密度を変

えることによってエタロン板間の oPtio● 1

Pa'と を変えて波長スキ iン する分光計を工大し

た。彼の実験室で抜々の工夫脅施された分光計を

拝見し、室内実験 に立ら合った結果、日本で我々

が試作したものよりはるかに刑造が単純で 軽 量

化されて天文観測に適していることを認u・Eした。

しかしそれでも、皿測的に調師しても、 1時 間天

体を観測すれば 30分 問波長岐正しなくてはなら

ず、m皿 1時側の0ス が多くなかなか吉労されてい

る。一方、私が昨年 9月 ヤンチェスターに来る半

年ほどtlt、ロントン大学のないRo● ァ憎士のグル

ープが新しいタイブのF― P分 光計を開発された。

彼の新しいF― P分 光計はピエゾスキ、ン型であ

る。この型は今まで考据されて、ロケット田測な

ど、ガススキャンが困難な場合に使用されてきた

が、安定とに関垣があった。即ら、そ学ボンドで

ピエゾ素子をエタロン板に接をするため、面に歪

を生じ、電の良いデータが終 られなかったからで

ある。しかし電気的にスキ ャンできるのでガスを

密対して0く E力 省が不要で、構造も単純化、軽

量化された。その上ヨンピューターヨントロール

に適し扱い易い特徴をもっている。RoAン 門とは

ビエブ素子を化学ボンドを用いず、ビエゾ素子を

エタ0シ 板にoPtical c。 ■↓aclし て固定す

る技術を開発した。このため面にEが 生せず、長

印削安定である。その上エタロン板の端の所に高

精度のコンデンサーを取 り付け、容量の微少変化

か ら lA(10~Sで π)以下の間隔の変化を1蛾

るこ夫を価し、これをピエブ素子と組合せてフィ
ード′`ックンステムとし、エタロン板の間隔をサ
ーボヨントロールするようにしている。このため

周囲の環境 (温度、湿度、気E変 化 )の変化に対

処できるよう安定な P― P分 光計が実現された。

私は,ン トン大学になの実験室を訪間し、デモン
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ス トレーションを拝見し、数々の疑FD5点を書論 し

てもらい、この新 しいF― Pの優秀さを認識でき

た。その後も復ちのテクノロラーに関する論文を

勉強しては疑間点に答えてもらうとい う作業をく

う返すうち、このF― P分 光計を日本に導入する

決心をした。Ro● ン鱒士たちの経験によると、観

fRlのため『一Pの システムを輸送 (イギリスでは

天気が悪 く観測はすべて外国で行なっている)し

ても、観測前に少しチェ″クするだけで何の調節

も必要なく観測でき、渡長岐正は寄卿前に してtre

けば、一晩中目的天体を観tRで営るそうである。

実際彼うの観測論文を読んでみると 観 測結果は

十分に満足できるものであることがわかった。目

下日本の望遠錦で便う時を考えて F― P分光計

のデザインを検討している。出来れば幻国後すぐ

にでも実際の額卿に入 うたいと願っている。

や わ  う に

昨年9月 か ら1年間 (1979,9月 -1980,3

月 )、何とか私自身の研究を続けて来 られた,■テ

には多くの方々の駒力と援助があったことを感せ

ずにはおれません。貴財団が演英の機会を浅学の

身に与えて下さったことに深く感謝し、また負Rl

団専務理事4WI俊 太RS博士が、忍m強 く私の無理

な願いに耳を慣けられ、政励や援助を賜ったこと

に感謝する。

註 :財団は昭和 55年 9月 1日か ら56年 2月

23日 まで「早期型阜における井動径振Ilの励3

機構の研究 Jの研究のため、同氏を引続きマンチ

ェスター大学へ長期派遣することにしました(財

団ニュース過巻 9,P 21参 照 )。

同氏は以後パリ天文台に移り、」 ブーロン台長

の.fで 5カ月間非勁径振動問題について協力研究

を行った後偏国する予定です。

79-5059

X線 による相転移機初の研究

大 阪大 学

派遣 期 側

研 究 機 関

研究指専者

森    昌  弘

昭和54年 10月29日～昭和55年 10月29日

D e P a r じm ●。し 。f  P b y s i c s ,

U n i すe r o i t y  o F  I I o H s t o ■

P r o F   S  C  M o s s

米国ヒュース トン大学モメ教授の下、ます強力

様ヽ源の整備 回 路系の細立 詞 空 ゴ ニオメー

ター部品の設計製作、並びにコンピュータによる

自動則定を行うためのプログラムの開発を行いま

した。

年究対象としては当初の目的である金属水素化

争物とにはおなしようにしてできる層間化合物を

連びました。層問化合物とは金属水素化合物と同

しく母体になる層状物質 (ク ラファイト MoS2

et● )の 層間に黒種の原子分子が侵入 しできた

化合物のことである。また母体の性質とは者 しく

果なる物性をもろ、新しい電池材料 超 伝専材14

として注目を浴び応用面としても代奮エネルギー

との関連で果味ぁる新しい物質群である。

私はカリウムグラファイト( C 2 4 玉' C 3 が' C 4 8

K)と Ti彰 に銀を入れた試料の盾聞化合物で研

究しました。

カリウムグラフアイトについては以下の結果を

得 , こ。

1 亀 OKと C48玉の相転移の様相は大変よく似
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ているが C24【 のそれ とは異なること。

2 C36Kの カリウムは二次 元匿除→ 二次元 固

停 二次元 渡体 と相転移するよ うにみえる。

と し 4Kは 三次 元回 体か ら直接二次元渡体に

厳 移 し、その回体鵜 をは従来いわれていたモデ

ル (グ ラファイ ト構造が不変で、カ リウムの位置

がそれに よう同期変調を受ける )と は全 く逆なモ

デル(カリウムの構造が不変で、それにようグラ

ファイト格子が変調を受ける)の方が、そのX線

衛星反射強度の分布を説明で営る。

しかし、[温 実験装置を手に入れることができ

ず、3のモアルの詳しい演証と94【の最低温相
の構造に関する研究を実施できなか った。

次にA〔xT iS2は 宮温だけの研 究ですが、つ

結果は

l  A g x  T  i S 2の程造もグラファイト眉間4L合

物と同じくslagi■ 8が 存在し、 02く xく 04

ではs ta go l、 xく02で は sL●3o 2と なっ

ている。しかし、濃度の―様とはむすかしくそれ

以上のslェ goは 確認できなかった。

2 宣 温ではAgイ オンが無秩序に配列 してお

う、銀の位置はオクタヘドラルを位置におうしか

も捌度が三分の一の棺造をとっている。

3 8=021の 物質でC軸 方向の階造解析を

行ない、単純なモデル (sじo81ngに 応し、Ag

の周が侵入している )で は、この情造は説明でき

ず、Ag阿 のまわ りのSと 、まつ うでなぃ sと で

は性質が違 うとしなければ、説明で宮ないことを

明らかにした。
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カコ“… … … … 中 間 報 告 ・ 短 信

Hoidelbergか ら

名古屋大学  前 日 雄
―Rほ(財 団ニュース通告 男 7号 P69参 照 )

中間 報告

困ドイツ、ハイデルベルグ市のマタクス プ ラ

ンク医科学研究所の生物物理学部門にて、K

Holmes教 授のもとで研究をはじめてから一年

■が経過 しようとしています。当初の2年 間の結

と予定は3年間に延長されました。

こうらでは、八の2つ の町究に従事しています。

窮―は、甲穀類の筋内の収縮中の分子W造 の変化

を、IIE口burgの カロ基欝よう放射される強いX

線を用いて、 線ヽ回折の方法で検出しようとする

ものです。第二は、やはり中観照の筋肉を用いて、

こオラン頭部が硬直時においてアクチン フ ィラ

メントとどのように相互作用 しているかをヽ線回

折の方法その他を用いて解明することです。この

研究はIIo i d●lbergの 研究宮で実行していま

す。

以上の研究郡題はいずれ も、私の日本における

仕事の自然の足長として私が据案したものであり、

Holdo lber=と HEmburgに おける実験は、

それてれHolmos研 と、EttL/Hambじ rg(

ヨー。フパ分子生物学研勾チハンブルグ支所 )の

研究者たちとの共同で実行されています。

甲敏類の筋肉は、一つには、他の筋肉に比して

アクチン フ ィラメントが長く、かつ多数存在す

ること、二つには ミオシン頭部のアクチン フ ィ

ラメントヘの結合が特j」の周期を持つこと、この

二つの理由からアクチン フ ィラメントのまつう

の構造を解明する上で、他の筋肉にない利点を持

っています。

さて、第一のHaaburgで の実験は、最近よう

やく収縮に伴 うX線 回折強圧の変化をとらえる(

とができ、実験の発展が期待されています。この

実験では、多くの困難を解決する必要があうまし

た。とうつけ筋肉標本より最大の張力を、可能な

限 う多数回くうかえし(あ るいは長時間 )引 出す

方法を開発することが宣要でした。そのため、生

物の通敏方法、飼有方法の工大などからはじまり

リンガー液の吟味、外」激方法の工大など必要でし

た。今後の課題としては、構造の変化と収縮過程

との四運をくつしく明らかにする必要があう、こ

のために脱鞠所標本を用いる実験を単備中です。

この実験に使用する検出津 デ ータ処理システ

ム、計算機ブ。クラム等はEMBL/Hamburg及

びEbIB L/11●idelbergの それぞれの専門家た

うとの協力の結果です。この点ではたいへん恵ま

れていますし、私自身も装曖の面についても勉強

になります。

実験では、そもそも高エネルギー物理学の研究

のために出設、逆REされている加速解くDORIS

と言うス トレーラ リ ンク)を 使用しておう、現

在のところ、理対光便月者のお望に従って運転さ

れる時間は短かいので、実歓の進民はjll速器の状

態とII転計画に大きく制約されます。しかしこの

面で も 私 たらの貿欧には十分なFr問をまつして

くれておう思まれているとEHえます。

第二の口oidolbergで の実験では、結合す

るミオンン分子の数や結合臣式を変化させること

による回折ノヽターンの交化を検出することにより、

ミオシンとアクチンの結合frT造のよりくわしい解

明を試みています。この実験では、IIol mo o研

の生化学及ひATPア ナログ分子合成などのそれ

ぞれの専門家の賜力を得られることが大きな助け

となっています。

言乗の面では、幸い共同研究者は実国人が多く、

また ドイツ人とフランス人との間でも英語ですの

で 仕 事を進めていく上では問題はありません。

ただし、英国人だけの間での英語の討論には、ま

だ、十分には参加できません。また、 ド イツ吾は

まったく進歩しませんので、テクニクン、ンや事

務の人とのや うとうに支障があうます。今後は、

英語国民の英語の討論に参加できるようにするこ
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と、ドイツ語とフランス語で最幼眼の会話ができ

ることを目際にしたいと思います。

研究の進め方の面でも、いろいろ参考となる経

験を積んでいます。II。lmes研 では octinの

ほ0結 晶の構造解析を進行中ですが こ の結果と

窃肉からのイ境 散=しの情報とを結合させる作業を

通して筋肉のような核雑で巨大な粒造の出造解所

の進め方について参考になることが多くあ ります。

H●mb ursの 加速器を使 う実験では、筋肉研究

と軍自結晶学分野のヨーロッパ各lしからの研究者

と会って話をする機会にぶまれています。また、

EEIBLの Hoidolber【 の研究所、H■的bu、

の詢チを通じて、西ヨーロフパ諸国共同の研究の

封疾を見閉する機会があります。

今後は、いっそうこちらの研究者との協力関係

をひろげて、他に影響を与えるような研究を行っ

ていきたいと思います。

最後にひとこと、ヨーoッパでは日本,が 怒発的

に売れ、カメラやステレオなど日本の商品がVA水

のように里い、そして鉄側ゃ自動車産業では失来

の問題も出はじめているとい うのに、ヨーロノ′(

に滞在して研究に従富している日本からの者い研

究者は、そのほとんどがこうらかヽらの資金援助に

な っているという実情はたいへん奇妙に思えます。

研究者の派遣や交流というのは、どちらか一方の

利2tになることではなく、世界的な協力で進めら

れているヽ 1学研究においては相互の利益になるこ

とです。そしてそのような分野では、各国が経済

力に応 じて出資することは当然のこととされてい

ます。日本は、lEをあげて、町究の交流に反対し

ていると言われて、それに反論することは、現在

の状態では、むすかしいと思います。

貴Rl団がなく研 究者の派遣に租極的であること

に破意をましますが、度回は、政府が動かないこ

とには解決しないと思t まヽす。一″Jもはやく、コ

ほが好転することをお望します。

昭和 55年 12月 12日

S t alll:ordィ東ウ

名古屋大学  松

中 間報告

貸財団のtt■助により、当地にまいう、早や半年

になりました。幸いに、m慰 を害する事もなく、

研究に励んでおります。特に、この期間中、と模

型にとづいて、ハ トロシ反応を検討するというア

イアアを展劇し、この換型を確めるためには、ど

のような実験で、どのような畳をlll定すべきかを

明確にすることか`出采ました。又、討論は主とし

て、Bro3sと ン教授と行っておうます。具体的

道長肉況としては、当初の計画よう、多少遅れま

したが、現在、成果を論文としてまとめている段

階です。11月 中には、ますブレプリントとして

発表し、適当な雑誌に投稿する予定です。

ここで、中間報告として、論文の主な内
~4を

面

単に紹介致します。

ハ ドロンはカラーと呼ばれる自由度をもつ、ク

ォークとグルオンから憎成されており、このカラ

岡 武 夫 ( 財団ニュ ス過巻 9 号P 3 3 郷)

一の自由度がクォークとグルォンの力学に本質的

な役割をしている。しかし、このク■―クとグル

オンは単独では取 り出されることはなく、ハ ド■

ン内に閉じとめられていると考えられている。こ

のF3し込めの機械は末だ解明されていないが、カ

ラーの力線が、もし、力学的に、ひも状にしはら

れることが説明出来れば こ の朗じ込めの問題は、

解決されるだけでなく、ハトロンの双対性と呼ば

れる性質の理盟にも大きを前進をもたらすことに

なる。従って、ハ ド。シヵな 情造を持つかどうか

の選輪的可能性の検討と、実験的槙証は、現在の

ク十一クとグルォンの力学の解明に大きな意味を

もつ。そこで、この研究計画では、鉱検型に基づ

いて、ハ ド,シ 反応を調べ、その弦構造を模証す

ることを目的とする。

高エネルギーのハ ドロン反応では、一般に、励
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起された弦がいくつか生成され、いろいうな弦情

道が予想される。各々の場合、それらのとにエネ

ルギーを配分する自由度においてtg違がある。こ

の自由度は分市因数としてまわされる。しかし、

従来、分布函数は、移行運動量の大きい、フヽ一ド

反応において得られているものを、移行運動量の

小さいソフト反応にまで、そのまま適用するとハ

ドロンの」本分布の説明に困難があった。この困

難を避けるため、ハード反応とソフト反応とでは

連った分布函数を導入する試みがぁる。これに対
して、ここでは、ますソフト反応では各弦毎に、

双対性に関連 した、 レ ェジェ交換の効果を考恵し、
ハード局応では、よく知られた、計数側に移行す

る新しい計数則を提案し、各弦触道毎に、ソフト

反応の場合と′ヽ―ド反応の場合を続―的にまつす

分布函数を導びいた。

励起された弦は生成 された後、駒類して多くの
′`ド0ン になる。従って、励起されたはが、何個

生成されるか、又それらにどのような割合で、エ

ネルギーを分配するかによって、数多くのハ トロ

ンから成る終状態の性質は違ったものとなる。例

えば、ハ ドコンの■本分布、粒子裁、相関係数尊
々が α 造にな存することとなる。そこで、ます、

現在準備中の論文では、―体分布と粒子数の弦欄

造依存性をj「細に検討した。

複数個の弦が生成 される場合には、各とから崩

寝 したハ ドロンの」本分おは、生成された弦の政
だけEな りを引き3す ことが期待される。しかし、

ここで得られた分布函数によれば、この重なうは

ゐんどceaし r●1領域 と呼ばれる所に限られ、

fragmo■ IEしよ0■領域において、jn‐んど重な

うが起らない事がゎかった。その結果、フフト反

応におけるハト,ン の一体分布お矛 肩なく説明白

采ることが示された。

粒子救については、それが単純には、生成され

た弦の数に比例せず、エネルギー保存員」と分布困

数の独特な形のため、各との有効エネルギーが小

さくなう、この効果が、現在のエネルギー領域で

はさわめて大きい車を見い出した。弦の数の果を

るいくつかの反応の場合について、実験と計算と

の比較検討を行い、現在のデータと計算とは矛盾

しないがさらに高エネルギーのデータによう、明

確なIJ定が出来ることを示した。

深非弾性レプトンーハ ド0ン 散乱については、

siコ g】。t成分における、弦構造がきゎめて特

殊な形をしている事を指摘した。この反応では、

2個 の広が励起されるが、―方の歓ま、′ヽ卜,シ
ーハ ドロン反応の場合と同厳な拡が りを持つのに

対し、もう一方の弦は、縮んでいるだけでなく、

の長さが Bjort。 ■変数と呼ばれる変数 (■)

に強く依存する。これを見るために、粒子数の、
一体存性を卿本的に求めた。しかし、この効果は

特定の領域でのみ現われるため、この結果をデー

タと比較するには、現在よう高いエネルギーのデ
ータが必要であることがわかった。

以上が準備中の論文の観要です。今後の課題と

しては、′ヽ トロン反応における玄綱造をさらに明

確にすることを続ける考えです。今回の論文では、

定性的特徴を指摘するにとどめている相関係数の

槙射。グルォンje tと 伴 う場合と伴をつな1暢

のハード反応の jetと ツフト反応の j●ttの 関

係の検討等です。

今後も引き統ど、期待に沿うべくヨカする所存で

す。

P B和5 5年 1 0月 2 5日

Philadelphiaィ 寅リ

東北大学  北 沢 俊 夫 《財団ニュース通着9号 P34参 照 )
中間報告

時がたつのは早いもので、こちらに来てもう半
年が過ざました。おかげさまで私をはじめ家族全
員元気にしておうます。

さて第2報 として、こちらに来てからの仕事を

報告させて頂さます。

この研究の目的は第 1に生体試料の電子プロー
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ブ分析の技術をマスターすること、第 2に 筋肉内

にある細線維を借成 しているアクチン分子に結合

している2価 陽イォンは何かを決めることにある。

通常の生化学的方法で抽出された合成アクチシ

フィラメントにはアクチン1モ ルにCェが 1モル

結合したCュ重合体である。しかし大量のHgれ

下でアクチンを玉合させた場合、IIs重合体も作

り得ることが知られている。それでは生体内のア

クチン フ ィラメントにはどちらの2価 陽 イオン

が結合しているのでうろうか。今までそれらにつ

いての報告が 2,3ぁ る。A Weberら は 1969

年、かなりの量のCIも 結合しているが、量的に

みてIIsだろうと、筋原線イLを用いた夫欧から述

べている。またK●s liも同様の結果を仲ている

(1969年 )。 ―方ll i r●■yら (1980年 )1よ、

以的から二授 している通 り、CEを キレートする

ECTA 駈 餌 を合む液中で調製した筋尿線維に

は、アクチン 1モル当り1モルのC●力`あり、 E

D T A 5 plIを用いると、その結合Cdと が約60

珍まで減りす ることを報告 している。現在でもな

trD結柿を作ていない。そこでこの関腫を解決する

ため、生体謝 をそのまま-164℃ で爽結させ、

電子顕微鋭下で微組仙出中の元系組成を測定する

ことができる電子プ。一プの方法を用いることに

した。

しかしいかにこの方法でも、筋肉をそのまま卯

結 して測意したのでは、アクチンに結合している

2価陽イオンが何かを知ることは不可能である。

というのは、筋な中には大このMgが 存在し、ま

た肪小抱体には大量のCェが時成されているから

である。そこでカエル骨l●筋から単―筋線lrを取

り出し、それをピンセフトとナイフで線推m方 向

に2等 分し、言わゆるsk inned riber(特

にこの方法で得 られたものは sPlic ribぐ r

とも呼ばれる )を作製した。得 られた st innod

Fiberを よく沈い、可溶性タンタやクや、Ms,

Cs ATP等 を取 ,芸 う、その後 Triし o]、 一

,00で 脂質か ら成る隈スを取り床き、筋タシツシ

のみか らなる筋凝推を作った。それをステンレス

製の固定合に取 り付け、渡体雪素で-164℃ に冷

却したフレオン22中 にガス圧を4‐l用した銃で可

ち込み、凍痛させる。凍結試料を一川 0℃下で

100～ 150■ mの 厚さに切 う、痕結乾塩後 、電

子プローブ分採を筋原根維の Iと A常 に分けで行

った。

アクチ ン フ ィラツントに結合 している2価 陽

イオンはアクテン ,卜 0ポ ミオンン ,卜 ,ポ ニン

の分子曇 を考 ぼして約 16n,D10/亡 ζ dェ ァ

woightに なるはずである。この邑は従来の電

子プローブ分析 では、fRl定が雄かしく、ヨンピ=

―ターによる′` ッククランド ラ ンテ イングが行

なわれた。また大R_のNaは Msの 、大量 のKは

Coの 測走1こ彫恕 を及はすので、溶液は主にTr―

iscと を用い、他の収縮タンパクヘの特に 卜0ポ

ニンヘの Cこ及びM〔 のFDt合をさけるため、EDTA

あるいはDOTAを 加えた、このほにして得 られた

培果 を下まに示す。

容液の
結合Mg 結合Ca

ccr〕〔H=+〕 I 付 A竹 I付 A 竹

くlJDII(15。M 10‐HtB 軸 0 12±17 06± 13

m mo〕 ●/【 s  dry wt ttS D

これ ちの結果はTrisCIの 代 りにLi clを 用い

ても、また高捜圧の10●■lIコ DTAを 用いても変化

は認め られなかった。Z―線 を合まない I村 だけ

にt予 録を照州 した場 合、 147± 30mmolo/

【= dry W↓ (n‐4)の Mg値 が得 られた。一

方、測定 されたC■値は、もしCェがアクチ ン フ

ィラメン トに結 合している2価 陽 イオンだとする

とそれか ら期付できる畳に比べ極めて低いので、

カエル骨格筋のアクテ ン フ ィラメン トに結合し

ている井交換性 2価 陽 イオンはM〔 だと結論で 営

る。

しかし非交換性であることを明確にするために

は、M=‖ 濃度を十分低げてもそれが取う除けな

いということを証明するだけでは不十分で、高濃

度のMg‖あるいはCa時 をヵ『ぇても交換されない

ことも示さなければならない。予備実験結果であ

るが、外滋は0お 4 Cd+を lllえても70%以 上

のXl旨がやはリアクテン フ ィラメン トに結合し

ていることがわかっている。しかしこのH=量 の

減少が誤差範囲であるのかどうかについては今後
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例数を増やして確かめる必要がある。

以上の結果から電子プローブ分析を用いて、ア

クチンに結合している2価 易イオン畳を測定する

ことが可能であることが分ったので、収構弛線サ

イクルにおいて富要なトロポニンのCa結 合量の

fRl定も試みるつもうである。

迎 A(Iuscular Distropbテ Ass )力 )

ら頂だいているfellowsbiPは 1年 間分です

が、更にもう一年更新を申霜しました。その時 は

またころうか らご報告申 し上でアます。

昭和 55年 11月 3日

大限大学  山

中間 報告 ]

キ の予定できたアメリカ留学 Sア ットいうFED

に予定が過ぎ二回目の冬を迎えています。年末年

始を特,Uうつかいしないこの国にいると何となく

新しい年が始まるという感しで、長年日本流の身

lnえた二月に,1染んでいると何ともたようない問

の抜けた一年の始まうです。私のいるNew IIE―

v●,(Y■ よo大 学 )では昨年つ暖冬の分を取 り戻

すかの如く迎 日最高気温め球 点を割る厳しい寒さ

が続いており、つい一週間程前には最低気温が一

23℃ まで露うこみました。地元の人に□いても

今年はこの十年位の間で最も無い冬だそうです。

年初めに収った雪はここ当分消える熙子もありま

せん。ころらでも昨年後半あたりから目に見えて

碧物価が上昇しておう、中でもイラン問題 もから

んで石油の値上 うは激 しく、今年の冬はいかに経

済的に家の曖房をするかが庶民の切実な関国とな

っており、石炭ス トープが再び蜘光を浴び始めて

います。それでも日本と比ぺるとまだまだ賓沢に

満を使 っており、一たび国物の中へ入るとずいA

ん暖かく、日本流の内から着込んでゆく防実方式

では家の中では暑 くてこまってしまいます。まさ

か人前で着手の下着に岩がえるわけにもゆかない

ので、この国では上から岩込tr防実方式が一般的

で日本からスキーを楽 しいために持参したスキー

ウェアー(特 にオーバーズボン)が思いヽまらず

大いに役立っています。

さてttt事の話になうますがこの一年の間に次の

三つの事を手がけてきました。

①  リ ラン(ni01.)霧 奏致死分子数の決定

0 ヒ ト TbFnidi■ e【 inaso(TK)及 び

New Havellか ら

泉   克 (財 団 ニ ュース通誉 9'P31参 照 )

I I , p o x o■ ↓L i n●  g E r a i n O , P b  o o P L o一

r i b o s y l  t F O ■ S f e r ● s o ( I I P R T ) 湾 伝子

の クローニ ング

◎ 塔空細抱核内へ外来性避伝子を注llしてトラ
ンスフ京―メイラョンを通こさせる嵐み

もともとと卜組抱DNAよ リラフテリア母采レセ

プター避伝子をクローエングする目的で実験を始

めたのですが篤 1回の報告にも8い たように産州

後の受容細抱の生存率が懸いためこの実験は中既

しています。技術的を向題点をいかに乗り越える

かと| うヽことと共に帰国後の信題とを ,そ うです。

彼小ガラス針を使って増養lH9的に注射する方法 (

C●Pll14ry injectioo)に 慣れる意味で

①の実験は始めました。ジフテリア援緊の細砲 1

担当うの致兄分子放が明らかになっている〈1分

子 )ので、種々の濃度のシフテリア毒柔を細胞に

注おして得ら,l■る生存曲線よう細la.1個当りのと

入量を決定し、これを元に植物曇素リンンの約胞

当りの致死分子数を決めようというものです。今

までに行ったジフテリア曇素とリンシ邑乗のと射

実験よう、この栢物尋累 も1分子で細砲致死効果

をもつことはますまうがいなさそうです。更に確

実をきすため、現在樟製 したラフテリア岳素のフ

ラグメントAを 使って最終的な出入量の決定を行

をおうとしています。

②の実験は当初のラフテリアレセプター遣伝子

貿欧のヨントロール実験として始めたもので、前

回の報告にも言いたようにヒト野性型細抱ようm

酎 Aを 抽出し、電気永動にかけてT玉及びlIPPT

m RNAを 組精製 した後、 cDNAを 作ウそれをプ
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ラスミッドに結合して六揚菌で増殖させ、各 の々

遣伝子に対応する塩基配別 を持つプラスミットを

釣つてこようという貿欧です。この方法自身は今

や遺伝子ク。一ニングの常套手段になった感じで

すが、我々の所ではmNAの 活性の検定を生きた

培衣lH8胞を使っているのが特長です。今の所mR

NAの 祖分画に成功しているのでいよいよ大陽菌

相手に力LL事を始めなければなりません。

③の実験は次のようなものです。従来ス核抑胞

を使った トランスフォーメインョン実験では導入

しようとする遺伝子DNAを リン酸カルンウムで

共沈困させ、それを細抱に取 り込ませて行なわれ

ていました。しかしこの方法だとトランスフォー

ムした細砲の出現頻度がほく(通常 106～ 107価

に 1阻 位 )とてもそのメカニズムの解明は不可能

であるばかりか応用面でも大きな陣普になってい

ました。それにかわる方法として直接外来性の遣

伝子を細胞核内へ注rrlしてその頻度を高めようと

いうものです。この分ITの先駆者であるぜtsh大

学のCapecchiに よればDNA型 田カウイルス

であるS▼40の 慨製9B始部を合r」小さなDNA断

片をヘルペスクィルス出来のTK遺 伝子をもつプ

ラスミット酎 Aに つないでT【Oの マウス細砲核

へ注射してやるとT【 ①にトランスフォームする

組胞が少くとも5個 に 1個の頻度で現われ、しか

注ヽ入された遺伝子はlH‐主染邑体に組込まれた安

定した状態で存在しているようです。もし俊のデ

ータが本当だとすると将来基礎 応 用IBで重要な

研究方法となるので追試を表ねて周始しました。

現在の所彼の言うようには高頻度でトランスフォ

ームした細抱はとれていませんが そ れでもポリ

オーマウイルスの複製開始部を持つプラスミタト

を使って数 10個 に 〕個位の頻度で トランスフォ

ームした細砲がとれるようになっています。寅に

その頻度を上げるためには、 プ ラスミンドにつな

ぐDNA町 片の避定、受けの細胞の状態、セレクン

ョンの方法などまだまだ不明な部分が多いためそ

れうにB9すると値データを楽uす る必要があると

思います。

以上簡単に現時点でのLtL事の進行状況ををいて

みました。どのは'も 木完であり、いささか巾を

ErFげすぎたはじもします。】サ本期間を8ケ 月延長

して3月 末までいることにしていますが、実質 6

ケ月の残 ウ期間で同とかか っこうをつけなければ

なりません。

昭和 56年 1月 20日

うます。

さて、仕事の進務状態ですが、当研究所 (Eu―

ro p e a n  M o l o c t l l a r  B i o l o s y  L● b一

Oraし Or)EblB■ )は共同利用研究所としての

性格上、ヨーロクフやを始めとして各国の研究グル

ープからの利用中し込みが多くそのため 1プ ロジ

ェクト当うの剖う当て時間は短く、更にDES Iの

本年度子鼻 〈主に電気代がその大部分を占める )

が底をつき(西 ドイツ政府のポーラントヘの経済

援助のため公共機関等の予算―亭にカットしたた

めとか )例年ようも1と月も早く今月中旬でシン

クロトロンの運転を可ち切ることとなるなど関圏

多 く、奈 う少々しくろうません。ともあれ、3月
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H― bu中 から

大阪大学  緒  子 洋 二 〈qj団ニユース通巻9'P34参 照)

第 2 信

5月 の初めHじ四b urgに 来て以来 、早やくも6

ケ月の渚ことな うました。Jし国のさわやかな初夏

の中、当地での留学生活がスタートしましたが、

7、 3月 は■転して低五多雨となうさんざんの夏

を経て、今は初冬 。街略lj3はほとんど落案が終 う、

道喘に格栗の吹き留る朝報の中を白ヽヽ息さをr■さ

吐き研究所に通っておうます。 11月 4日 初雪。

晴天日の外気は 0度 前後。しかし、室内は暖房か

行営層き頌る供適で、又そのため湿度低くお蔭で

沈程物は夕方洸えば就寝前に乾 くといった具合。

洗濯物が適当な加湿器の役 目をしています。

この半年、研究及び私生活の両面でこれと言っ

たトラブルはなく極めて FR調に現在まで到ってお



下旬には生物設料の調製はいつでも可能な状態に

旭ぎ着け、この 11月 の上旬に 1回 目のシンクロ

ト0ン 位射光を使っての実験を行い若子の基礎デ

ータを得ることができました。来年度の運転再開

(2月 初め )ま での間、データの解析と玉1■o一

↓icsの 実験 (本宍険 )で必要なS toPP● d

riow安 置の製作で冬鶴ることにしてさjります。

又、強国でも慰設の進められているPhoし o■

FECtOrン (筑渡、高エネルギー研 )に生物実験

のための回折芸配を持つことになっておりますの

で、このための参考となる資料や情報の収集とこ

の方面の勉強に努めようと考えておうます。

長く既 しい冬に向けての身支度もでき、今は週

末にでもここ本場のコンサートやオベラを多少と

も味わおうと楽 しみにしております。住居等の移

動はら 'ま せん。

以上簡単ですが私の近況をご報告甲し上げます。

なお、上「Eした半年間の経過をまとめて次に魯

営添えました。

経過のまとめ

5月 5日 i豆ambLig者  研 究所 くBIBL―

Ho□ burg支 部 )に 出向

5月 中旬 :列 本的な実験テーマ決定。単41したヘ

モグ0ど ン サ ブユニット,α 一cとこin と

β―obcinと の再会合過程を ,シ ンクロトロン

放射光を使った時間分割測定法によう1現 散乱

実験を通 して、調べることに決定。

5月 中旬～ 6月 中旬 :実験に必要な物品、載藻な

どの発注。

6月 下旬 :実験準備と文献調べのため、Hoid―

olboigの 恥mL本 部へ 1週 間山眼。次回暗

研究宮にて試料調製の前実験を行う。

7月 ～3月 :と文の品一
応加いo試 料調製の装置

をsoし,P。

3月下旬 tl回 目の試料調取。この面での度腫は

解決。

9月上旬 :1」8間 の休暇。マインッようライン下

う。

10月 上旬 :西 Derlinで の小角散乱国際会議。

1週間出張。

10月 下旬 :シンク0卜 0ン 放射光での実験月試

料調製開始。

】1月上旬 :ツンクロトロン放BFr光を使っての 1

回目の実験。

昭和 55年 11月 16日

■間報告

「ハンブルグ空港の外気温、現在-1℃ 」との

アナウンスを耳にして程なく、 1980年 5月 5

日早朝、ベルリンに決ぐ西トイツ第2の都会 (人

口 170万 )そ して最大の国際貿易都市′ヽンブル

グの、が意外にも小さな、フールスビニタテル (

ハンブルク )空港に降立った。つすかな向降客が

それぞれに四敵してゆくのを尻日に 1時F「3ばかう

を空港。ビ中で演した後、事で一時ハンブルグ市

の西はすれにある残留学先EMBL(■ じroPo● ■

Iol● ool● I Biologァ L●borE10T】 )

へと向った。建物は、緑に囲まれ博かに広がると

名街の中、広大な取地を占めた系粒子実験施設D

ESy(Doじ じscLo Eloと tro■●n―Sy。。―

bro troI】)の‐角にあった。朝の早い欧米とは

いえ、さすが3時 前は驚も来ておらず研究所の昴

は鎖されていた。仕方なく口とするような朝の外

気の中を多少の果哲を残して侍つ,ら 、ようやく

所員現われ、以来、筆者の留学生活が始まった。

早や 3ケ 月過ぎた今は、もうろん、自前の処で廓

を開けて土昭日も山働と、日本人の勤勉ぷりを発

師 している。

英仏狙はじめヨー。クパ loヶ 国の出資で設立

さ4LたEMBLは その本部をハイデルベルグに置く

が、ここ′ヽシブルグの支所は、前述の素粒子実験

用力「速母に寄生し、そこから泣射される光 (X線 )

を使って生物試料等の問造解析 を行っている所で

ある。国際共同示U用の施設らしくど―ム タ ィム

にはヨーロッパ各国からの研究グループが入宙う

立宮 りし、研究所内は店気でみなざっている。現

在この研究所が注目されている理由の 1つ は、加

速籍から出るX線 が猛違いの強度をもつことから

これを利用することで、さまざまな生体物質の反

応や生体組織の機能発現に伴う過凌的槽造変化が

秒以下の時間分解能で追えるようになったことに

ある。筆者の留学の目的もそうした研究にねらい

がある。

次第に研究所の現状'相 まるようになったとこ

ろで、「X線 4鴻散乱法によるヘモク●ピン・サ
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ブユニットの再会合過程のKinoLicsの 研究J

とテーマを決定。現在の測定能カギリギリでの時

間分解の設定である。がともられテーヤのもと活

動円始。しかし、 日本と違って注文した品は2ケ

月近 くも掛るなど、案の定、一
通 りの仕来うを休

験。手を供いているわけにゆかず、ハイデルベル

グの本部へと出向き、文献調べや試14調製の予備

実験を次回暗氏の研究宮で行 う。そうこうするう

ち発注品がボツポツ届き始め、装置の se t up

に取掛る。9月 始め 1回 目の試料詞製をやり、載

科Eaでのメドが一応立ってホットしたところで

UrJoub(休 暇旅行 )1 ご 多13に漏れず
″ラ

イン下ウ
″を味った後モーゼル地方へと足を仲ば

しての短い旅行であったが、美 しいドイツの自然

を大いに前喫した。 10月 にベルリンで囲かれた

J潟 敏言し国際会議への出店を構て、 11月 初めて

放対光を使っての実験にlV」ぎ者ける。実欧控置の

都合で d】oこmi● 母lな実験は持逆 しとをったが、

それなりに有益なデータを得た。しかし、ここで

放射光の供給元であるDESYが 電気代を使呆した

ため、例年よう1ケ月も早く加速器の運転は停止

となって、実験は翌年 く1981年 )の 2月 まで待

つこととなった。こうなるとここ研究所の性格上、

uso「 の来前はなく、H S tuS IIca nn支 所長

以下わすか20名 たらずのスタッフだけとなう、

クリスマス休暇を妖んでののんびうとした津かな

毎日が続いている。

]2月 2日 憤自、北国の厳しく長い冬の生活が

始まる。 1人暮しの気栞なrlにはクリスマスや正

月の準備にあつただしい思いをすることもなく、

ただ下宿と研究所とを往復するだけで年末年始が

過ぎていった。この二月、守者は先のデ,夕 整理

やられこれの計外で 1日中机に向 っていることが

多い。そして、しばし太空の下を波の町へと出か

けてゆさ宮本ラやコンサートと、梁国の冬を 1人

慰んでいる此のごろである。

1 9 8 1 年】月末

PIil■ce t oIIから

第 1 信

連絡が遅 くを う中しよけあうません。幸い、研

究ヨの近くにア木一卜が見つかう、こちらの生活

にも償れて向とか落ち音きました。

研究の進め方は、特に移動体切断後のフ(ターンの

調節に注目して実験を進めていきますが、これと

並行して、京都大学での研究の延長として、移動

井  上     敬

昭和 5 5年 9月 2 2 日～昭和 5 6年 9月 2 2 日

D o P a r t m o D t  o f  〕 】oよo = ァ

Prince ton Uni vors i ty,P rincet o II,

Now ttersey 08544 US A

ProFessor 」 ob●  T}loI Bo■ ●●r

1 9  U , l r e r s i t y  P l ■ 4 o  + 1 2 ,

P r i  n c e t o ■, N e 、v  J e r s e ,  0 3 5 4 0 ,

USA

fAに遠心力をおHテた時の運動をも調べてお ります。

貴財団のおう■すで、B oE ner歓 授の もとで研究

をは じめることがで きたことを大変感謝 してお う

ます。

昭和 55年 10月 22日

≡口
や

京 都 大 学

派 遣 期 四

研 究 機 関

研究指導者

住   居
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G i e s s e■便 リ

研 究指 導者

第 ■信

師走 もな0ポ を過 ぎ、当処 ギーセンにSUを し

て甲や lケ月が経 ってしまいました。何かと右往

左往ばか うしてお ります守にて、御報告が遅れ御

軒し下さい。

さて、御約束の第一報を以下の迎 う御迎終 させて

成 さます 。

研究主題

O S t u d i o s  o r  t h e  “ d F O Pン i n g

o f f ' P h e n o n e n oこ   。n  t h e  n e v o一

c e l l じ 1 ●T  ] e v i

O S , こd i o s  o n  t h e  n ●l i ζぉa n t

m o l ● o o m E  a F し 。r  o 、 l r ●c o I P o 一

r a l  P o r f u  s i o n  , L c r E P i O S

既に多 くの試料については電顕用に包埋 したもの

石 井 正 光

昭和55年 11月18日～昭和56年 11月17日

Mol● ■oma― Ros● Brch― Labor● tor),

D o , a r t m O d t  F o r  o l l ■ 1 1 3 1  ■n d

。` P ●r i n e n t a l  D e r m i t o l o = 】 ,

C e n しe r  o f  D ●r I I  a  t  o  l  o 〔y

A n d  r o l o =ァ  。E d  V e D e r o l。 =〕 ,

Goffr)strュ βo 14,

D-630o oi。 ,。■

Prof DI Looabard 1111〔

P r o r  D I  E b o l h a r d  P s u I

U こi v 」3 ●s t b a u s

D - 6 3  G i e s o e n , A l  t e r  S t o i n  b  o ぬα

7ヽo3 56 ヽ Vest coin● さy

がらるので超町切片を作製して税対して行く。

研究鯛側 14千

ここはとても無い所で、凄毛のオー′`一やブーッ

をはかないとこごえそ)に なうます。国際電括で

尋れるところでは、母の病状も日増 しに良いとの

311にて、安嗜致してlFsうます。出発前fては何かと

御迷惑をおかますして甲し択あうません。

言乗がとても不自由でまう何とかカナコトの英語

をtatって仕」をしておりますが、 ド イッ語が便え

るようになうたいものです。

大阪市立大学

派 過 期 間

研 究 機 関

居住

昭和 55年 12月 17日

クリスマス方―ドをお岳せ下さった方

Di Maurice ClictsmE■ く昭和52年 度

短期招へい援助 ),Drttar osl● v Sest生

〈昭和55年 度短期招へい援助 ),箔 子洋二 (在

宮独 )井 上敏 くを米 ),松 岡武夫 (在米 )安

馨裕康 (在真 )の皆様からお心のこもったご年資

をいただきました。うウがとうございました。
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事 務 報 告

Ⅲ Ⅲ 加 川 Ⅲ Ⅲ … 川 い 加 口 Ⅲ 加 い m ―岬 刑 “

事 業 日 誌

5510 8  赤 堀理事長 日 千U工業新聞記者と会見

1021  第 3回 事業報告宮 (昭和 54年 度 )発 信

1024  選 者珂合会 理 事懇議会

1027 昭 和 55年 度研究援助推閉〆切

11 8 常 2回 連考委員会 :担当審半」決定

1110 長 期間招へい、クラーツン博士来日、財ED来訪

1121  選 考打合会 理 事想設会、財団の被旨決定 (大 日本印『J(株 )が意匠を担当、本ニュース

表概に掲示 )

1213  第 3回 退考委員会 :退考委員会答中案作成

常 1回臨時理事会 を同上答中案の審趨

1216 財 団ニュース述巻第 9号発信

1219 退 考打合会

56 1 14 jlg事 長他理03名 打合せ会  山 田コンファレシス]プ 0シ ーディングス奎uを

と盟  当
財団 5周年記念千U行物時,U寄価依頼

130 還 考打合会

214  第 2回野敏員会、理0会 :本年展研究援助等の決定、本年EO来 のまとめ報告、明年度・「

来計画、予算及び7J栄活動日程、次期理0長 、事務理コ、Igり、評議員、週考委員及び監

守、顧間の迎出並びに決定

227  週 考打合会

327 辿 考打合会

331  昭 和 55年 度決舛実施

4 1  昭 和 56年 度研究観助推繭要傾及び推悶雪、昭和 57年 度派過 、招へい、架会中請要領及
び申船母発信

Tj聯局群令交付

山 ロ コン フ ァレ ンス ニ ユ ース

1 昭 和 56年 度には山ロコンファレンスVかま開かれます。

会名 点 格子欠陥国際公議

Ya口3d a  C o o f oァ ●nc e V  oこ  P o i a t  D e r o oし s  a n d  D o F o c t

l n ↓e r ● c t i o n s  i n  M o し をl S

会期  11月 16日 ～ 20日  5日 間

会場 京  都  会  館

中請者   高  村  仁  ― (京都大学工学部 )

2 Proc of YEIIな da Co● rerence ]の 仰坂

昭和54年 9月 2日 ～9日 、山梨県山中湖村、ホテルマウント富士で開かれた男2回 山田コンコァ

レシス (第 3回 国際会議、界ED 2次元電子物性 )のRl団としてのPro cecdingsが 昨年末に完

成、出版されました。アート紙 76論 文、628頁 の議事録です。この集会の速報は財団ニュー

ス通者男7号 7頁 に、成果報告は第 3回 車業報告 77～ 84頁 にのせました。おFD5い合せは学習院

大学理学部川略紳治先生 く電話 03-986-0225,へ 。
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ELECTRONIC PROPERTIES OF

TWO― DIMENSiONAL SYSTEMS

PROC[EDlNCS OF T卜 IE YAMADA CONFERENCE II ON

十[IE ELECTRONIC PROPERTIES OF TWO‐ DIヽlENSiONAL SYSTEMS

(THlRD lNTERNATIONAL CONFERENCE)

HOTEL M「 FUJ! LAKE YAMANハ よい JAPAN
3-6 SEPTEMBER 1979

rⅢ ″ヵi     sHIN」 I KAヽVAJl      c“ A岬れ,て,,デ!打“】乃【|″

昭和 55年 度研 究援 助 きま る

17蝶開始 昭 和55年 4月 1日       避 考 委員会 第 1回  6月  1 日

同/L7ぅ  同 年 10月 27日                 第 2回  !1月 3 日

推府tA順学く協)会  32学 〈協)会 く決記 )         男 3回  12月 13日

最終決定公表 昭 和56年 2月 14日

援 助 研 究 1 9 件( 決: 巳)

援 助 裕 傾  1億 Z560万 円

z l c すヒ ll 者
代 よ研究 者

所 ほ 氏 名
題 目究研

援助金ね

(万円 )

1 日 本 物 理学 会
H 筋道大学 J B 学部
中 原 l 」t ―郎

低次元的導体における電荷密圧液と電子状態
の光学的研究

1500

2 日 本 物 理学 会
大阪府立大学工学部

奥 田  百  一

A臨 界磁場シュブレル相超電導体の合成と物
世的研究

350

3 日 本 物 理学 会
奈員女玖 誕 学部

永 沢   弘

β相合金のマルテンサイト相転移に8‐u駆する
スペシャしt― 卜のソフト化磯的にDtする研究

850

4 応 用 物 E E学会
部学

弥

部

図

大

田

鞠

稿

強臨場下レーザー励起によるプラズマ内原子

分子過程の分)切,究
1200

5 日 本 化 学 会
京 都 大 学 工学 部
E 野 逆 散

FH密有機合成化学の将来の担い手としてのエ

レクト0オ ーガニンクケミス トリーの研究
1 1 6 0

6 日 本 化 学 会
東 京 大学 工学 部

井 上 常 平

■珍化炭素を原科とする高分子を用いるi削御
放出医薬の研究

450

7 日 本 化 学 会
名古屋 大学 工学部

山 本    尚

有機アルミニウム化合物を用いる合成反応剤
の設計

300

8 日本分 析 化 準
大 阪 大学 理学 部

池 田 正 良

非弾性電子トンネル分析宴置の話作とそれに

よる分子分析法及びま面分析法の関発
650

9 日 本 生化学 会
大 阪 大学歯 学 部

命 木  不 二男

駄骨培養細抱による骨形成ならびに細胞増殖
分ILJE進因子に関する生化学的研究

600

10 日 本 生化学 会
部学

三

医

尚

学大

本

島

山

徳 宣理活性物質の生合成に関与するリポキシゲ

ナーゼの研究
7 0 0

l ! 日 本 生 化学 会 岡 山大 学某 学 部
= オ 将 光

大陽菌H十 輸送ヒATP●scのfg造と機能に
関する遺伝生化学的研究

320
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r F● 推  雨  者
代表研 究 者

所 属  氏 名
国究研 目

援助金領

(万 円 )

1 2  日 本 奏理学 会
九 州 大学 医学 部

栗 山   熙

血管平滑筋の収縮―ヤ岳機れに関与する分子

奏理学的研究
1000

1 3  日本 遣 伝学 会
関西医科大学教業部

杉 野  義  信

蛋白質の物理化学的研究に対する過伝学的手

法の応用
200

14 日 本分子生物学会
京 都大学理学 部

柳 国 え 弘
DNA滉 稲の分子機tr「 7 0 0

15 日本約胞生物学会
癖

夫

科

滋

医

原

崎

高
勤鶏 像機薔灘髄歓鱗
府 雫

200

16 日本生物物理学会
大 阪 大学 医学 部

北 川  禎  三

共鳴ラマン分光法によるJ本 クロモフォ‐の

動的分7fyJ造とその機能制御卵
300

17 日本生物物理学食
東 京 大 学教養学部

馬 劇  ― 誠
果核細砲の収縮ヤ!迎レ成の詢卸機構の研究 350

18 日本hul//3生理学会
東京 大 学敦基学 部

庄 野 邦 彦

Fpr等植物 プロ トプラス トヘの′`クテリア導入
による植物細砲の ″″ クル ″ひ EE易 化 とその

生理学的跡

250

19 事理
四西学院大学理学部

寺 内    叩
くう返しパルスX線 による動的|‖造解析 1480

をお四呈式1て代る研究交砿会は明57年 本に開 く予定です。

推 煎 学 (囲 )会

応 用 物 理 学会  化 学 工 学 的会  丙 分 子 学 会  電 気 学 会  電 子 通 信 学 会

日 本 迪 伝学 会  日 本ウイルス学会  日 本 解 =」学 会  日 本海 洋学会  日 本 化 学 会

日 本 冠 学 会  日 本 機 械 学会  日 本 金属 学 会  日 本原子力学会  日 本 細 函学 会

日本細胞生物学会  日 本 植 物学 会  日 本価物生理学会  日 本 生 化学会  日 本生物物理学会

日 本 生 理学 会  日 本 天 文学 会  日 本 勁 物 学 会  日 本農去化学会  日 本発生生物学会

日 本 病 理学 会  日 本 物 理学会  日 本分子生物学会  日 本分げ化学会  日  本 業 学 会

日 本 栞 理学 会  日 本 陸 水学 会

昭和 55年 度諸接 助 のま とめ

〇自然科学の研究を行う内外研究者の集会に対する援助

昭和 55年 4月 よう努集を聞始し、昭和55年 5月 末日の新切う迄に昭和55年 度分として総計 15

件の申詰をうけ 8件  900万 円の援助を行った。

○自然科学の研究を行 う外しくの招へい 受 け入れ及び我が:]の研究者の海外派遣等に対する援助

昭和55年 4月 より募架を開始し、年度末迄に招へい 派 迫らわせて熔計 379件 の申討をうけ、

招へい 11件 ll17万 円、海外派遣 86件 3,243万 円の援助を行 った。

①自然科学に関する討演会、討論会等の周陛

山田コンファレンスロ「層状物質の物理と化学 Jを 開催し 1件 1053万 円の事業を実施した。
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援  助   名 実施件数 援助金 (万円)

招
へ
い

長 期 1 182

短 期 1 0 935

派

遭

長 期 6 1027

短 期 8 0 2216

集 Ａ
〓 8 900

山ロ ヨンファレンス 1 1053

研 究 援助〈前出 ) 1 9 12560

計 125 1 3 8 7 3

うなみに過去3ケ 年の事業空は次のごとくです。

学術交流暴会の〆切 (57年 4月 ～58年 3月 分 )

(単位 :万円

事 業 活 動 内 容

昭和55年 度」栄報告、決外報告、本年

度事業活動予定え、選考方針等審議

次期退考委員等改選 本 年度事業のまと

め報告、切年度軍美計画及び予算等言意

射 3回 研究交 歓会

5 月 1 7 日0

1 2 月 1 2 日t l l

5 7年 2月 1 3日 t E 7

9 月 3 0 日 い

6日 的～ 20日 0

2 月 2 7 日 t l l

身写2回:号呈

1 0 月 2 7 日ク|

11月  7日 0 15Br夕 方

研究援助申討ズ切

研究援助1舗香聖騨
当て

審判の手1原等

山田コンファレンス▼ 点 lg予欠陥国際会議、京都会館

長期 短 期招へい、長期万せダ切

研究援助最終審議、報告書作成

報告書に基づ(理 事会の審扇

5月 年記念 日

ぱ
53年 度 54年 度 55年 llF

金 額 件数 金 伍 件数 金  額 件数

招
へ
い

長 期 240 4 8 0 〕 1 8 2 1

短 畑 611 1 1 837 1 4 935 1 0

派

迪

長 期 771 7 8841 7 1 0 2 7 6

短 朔 2566 7 2 2 , 2 1 0 1 7 2 2216 3 0

架 〈
不

490 6 1025 1 0 900 8

山田コンファレンスイじ 7 6 3 1 1645 2 1053 1

切 A 1,070 1 5 巳365 1 0 o79o 1 0

究 D 2610 1 2 3)295 1 0 2770 9

浴 計 1 0 1 2 6 13,S41 10373

昭和 56年 度 事 業活動 予定表

56年 5月 16日 的 9恥 Iウ 方

JIE事  会

男 1回評 醸 員会

選考委員会

第2回 選考委員会

1 0 Alf-4PM I 第 3回 選考委員会

4M～ 5別   臨 時 理 事 会

57年 5月中旬 篤 4回 研究交欧会
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第 2回 長期 間派遣 者研 究交歓会 開催予 定

日時  昭 和56年 7月 11日 (■)AI19:30～ PH6 00

場所  奏 業年金会館 (地下鉄谷町練谷町六「目駅直上 )

研究成果発表者  昨 年 8月以降局朝の三別関派遣撰助者 (6名 FE度予定 )

申請要領等改訂 のお知 らせ

この度、次記のように研究援助推庵要領及び推飽者、raへい 派遣及びrF会の援助中話要領及び甲請

きを改訂いたしました。

昭和 56年 度 役 員 評 議員 選 考委員等の決定

役 員  (昭 和 56  5

理 事 長

専筋理事

理  コ

願 聞

評議員 (昭 和 56 5

大阪大学名誉教授

財団専務理事

大阪大学名誉教授

米 I BIIワトツン研殉万三任研究貝

大lTR大学名誉教授

京都大学工学部教授

京都大学医学部教授

大阪大学基礎工学部教授

国立公割 究所長

三菱総合研究所社長

大阪大学名誉教授

東京大学名誉教授

大阪大学名誉教授

名城大学理工学部教授

米IBHフ トツシ研勾所主任研究員

京都産業大学理学部教授
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媛 助 名 率 集 開 始 祐  切  日

長 期 間 招 へ t ヽ

(5 7年 4月～ 58年 3月分 )
5 6 年 4 月 1 日 5 6 年1 1 月3 0 日

短 期 田 招 へ ヽヽ

く57年 4月～53年 3月 分 )
5 6 年 4 月 1 日 5 6 年 1 1 月3 0 日  |

長 期 間 V T 遺

(57年 4月 ～58年 3月分 )
5 6 年 4 月 1 日 5 6 年 1 1 月3 0 日

短 期 F H D 派過
出発月の4カ月前の 15日 がr4切日

(例 :56年 10月 出発の場合 56年 6月 15日 が締切日 )

学 術 交 流 架 会

(57年 4月 ～58年 3月 分 )
5 6 年 4 月 1日 5 6 年 9 月 3 0 日

,F 究   援    助 56年 4月 1日 5 6 年1 0 月2 7 日



小 関  治  男   京 都大学理学部教授

神 谷  ま  Rs  大 阪大学名誉教授

久 保  亮  五   慶 応義塾大学理工学部教授

後 察  俊  夫   名 古屋大学農学部教授

佐 藤  文  隆   京 都大学基礎物理劫 究所教授

鈴 木  友  二   明 治奏科大学奏学部教授

関   集  三   関 四学院大学理学部教授

高 村  仁  ―   京 都大学工学部教授

田 代    裕   関 西医科大学医学部教授

回 丸  部  二   東 京大学理学部敏授

駿 村  雄  治   大 阪大学理学部敏授

永 宮  建  大   大 阪大学名誉教授

早 石    修   京 都大学医学部教授

原   宙  之   大 反大学理学部教授

森 田  正  人   大 阪大学理学部教授

山 田  安  定   大 阪大学基礎工学部教授

還労委員 (昭和56年 度 )

天 野  垣  久   大 阪大学名誉教授

飯 野  仙  准   東 京大学理学部叡授

言 在  汚  jF  神 戸女子大学家政学部教授

加 摩  lE 夫   名 古屋大学工学部教授

神 谷  宣  R8  大 阪大学程猶教授

熊 田    顕   京 都大学工学部教授

芝   哲  夫   大 阪大学理学却酸授

関   条  三   関 四学院大学理学部敬授

高 村  仁  ―   京 都大学理学部教授

伊 運  宗  行   大 阪大学理学部教授

段 村  雄  冶   大 阪大学理学部教授

永 宮  鯉  夫   大 阪大学名誉教授

西 原    宏   京 都大学工学部教授

沼   正  作   京 都大学医学部教授

野 島  E 七   東 京大学慕学部教授

三 井  利  大   大 阪大学基礎工学部教授

山 崎  敏  光   東 京大学理学部教授

今回の改選に際し、赤堀四郎理事が理事長を辞され、代って永官終夫理事が理ヨ長をお引受け下さいま

した。i回 理事は順関に就任され、中島正樹監事は高雄靖先生に交替されました。

また、近藤鈍合、平田壺正、米国幸夫及び大沢文夫の各都議員は森田正人、後藤俊夫、国九郎三及び

原富を拾 妃ユ 賓昏され■B転 早石伝 鈴木f_岡 田義報 ,金谷咲 古谷雅樹及び早川幸男の各選考

委員は山崎観光、沼正作、野鳥亡七、天野E久 、飯野箱雄及び〕口藤範夫の各先生と交富されました。

このたび勇退された諸先生は創立以来、ご尽力を賜わった御方で、当初態勢の整つぬ頃には、大変な

ご迷惑をおかけしたことと拝察いたします。永い間のお力添えtて心から御ネしを甲しあげます。
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人事消怠

i 作 55年 1()月 8臼w.据理事長は臼刊工業新聞記者と会見。同紙tζ連訟のf新銭術を育てる財毘j

シリーズ必7(昭和55年 10月 15日)fと取材記事が掲哉され、当財団事業内容の局知tζ寄与し

ました。

之作 55年 12月2白、仁科記念財団ほ伊達宗行先生(本財団選考委員)の「超強磁場の発生J11: 

対して第 26屈と料記念賞を煽る乙とをZ決定しました。謹んでお拐いそ命しみげます。

急 5 6年 1月20日付1とて、窓財団都議長久保宛五先生が日本学術会議第4部(1m学〉の部長1ζ就

任§れました。

4. ~王手 3 月 2 目、金谷晴夫先生(本財団関必考委員)が、フラン久斜学学士院より名さまある外国人
会員に滋出されました。

5. 5 6年3月20目、内務記念手等学復興財団ば、後藤俊夫先生(本財団新野議員)の r+RNAIζ

含まれる忽修飾ヌクレ-rシドQ J!I:対し、内藤記念科学'~i輿賞そ隠~いたしました。麓んでお視い
ぞ~しゐげます。

6 56年 3月808、日本化学会は音在荷郎先生〈本財団選考察員)の「電子選喜多による原子綴励

起の続究 Jと、米自拳矢先生(本財団的選考祭員)の「化学反応設計iζ関する選礎工学的初究JIζ 
対して、日本化学会貨を贈る ζとを決定しました。

t 本財団理署~ .評認員・選考護員神谷宣郎先生I~ 、 4 月、基礎生物学研究所教捜ぞ渇宮怠れました。

5月24白から I1月末までの予定で、アメリヵ・4l'ストンのウヌズホール臨海実儀所へ特別説師

としておいでになります.

& 本財団野鉱員久保苑五先生は、 4月、京童書大学!U建物理学研究所教授-i'退官8れ、鹿芯富良滋大学

の理工学部(新段〉の教授に就任されました。なお、 4月23日から 7月中旬までの予定で、オラ

ンダのライデン大学へおでかけになります。

宮 56年4月 l臼付fとて、本財団選考察員資(f溺剣先生が大阪大学理学都-a?退官され、神戸女子大

学家政学書官数授にま宅缶Sれました。

10. 56年4月 1日付1ζて、本財団患者野山国安定先生が大阪大学進砲工学習宮教授に就任怠れました。

11.長期間沼へいの01u Lennart Cluesson博士〈ウラ・レナルト・クラーソン;スェ四

デン・ストウピ yク科学研究所員)は、受入黄信者北海道大学工学部吉田宏教授とともに来日翌日

の55年))月 I08 (月)当財団そ来訪し、永富理穆、小.JII等務痩事11:会い、滞在中の研究方針

等につき打ち合せた。大阪減与を見学後、神戸のス品ーデン・ガデリウス話事会を訪問し、関誌におい

て本件の審判を盤当8れた岡村誠三訴議員及び同社校術本部長に来日の総務を述べた。

同樽士は、現在北大Sζ於て研究tζ従事しているが、去る 3月財団に寄せた「日本田象詑 Jは明審

tζ発fU予定の6周年記念印刷物1ζ褐5誌の予定でゐる。

12 5 6王手4月 1日付で、岸本久子(5 5年4月1日常勤flIij託として線用〉そ財団総員として採用。

縞 集 後 記

本号には通巻第 9~き K引きつづいて昨年 1 (}月以降本年3月迄の聞に集録した短期間招へい及び派途

成果報告、長期間派.i!成果被告、中間報告、短信などをお知らせします。

なお今期には、役員をはじめ財団関係者の交替がございましたので人事関係の記載に念を入れました

が、もし不行届きのとにろがとぎいましたら、お詫び憎し上げるとと込に、恐縮乍らと指摘下さるよう

お騒いいたします。

また今回から、表紙に財団の紋主主を掲げる乙とにいたしましたが、祭してお気{と召しますか。

巻頭の特別主華街はお休みといたします。
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